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ド
イ
ツ
外
交
政
策
と
ス
ペ
イ
ン
内
戦

ー
ー
ー
「
ナ
チ
ズ
ム
多
頭
制
」
の
視
角
か
ら
i
l
l

ー

l
l
l
t
回
同

序

章一
問
題
の
設
定
及
び
分
析
視
角

二
研
究
史
概
略

第
一
章
反
乱
派
援
助
の
決
定

第
一
節
二
つ
の
経
路

第
二
節
七
・
二
五
決
定

第
二
章
軍
事
援
助
の
展
開

第
一
節
軍
事
援
助
の
初
期
的
展
開

第
二
節
「
目
的
の
空
白
」
付

第
三
節
「
目
的
の
空
白
」
伺

一
九
三
六
年
(
二

田

島

信

雄
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研究ノート

第
四
節
コ
ン
ド
ル
兵
団
の
派
遣
(
以
上
本
号
〉

第
三
章
外
交
活
動
の
展
開

第
四
章
戦
略
的
立
場
の
形
成

結
び
に
か
え
て

〈
凡
例
〉

一
、
引
用
文
中
の
傍
点
及
び
〔
〕
内
の
註
は
、
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、
引
用
者
に
よ
る
。

二
、
註
に
お
い
て
、
既
出
の
文
献
は
、
同
'
目
・
。
・
等
を
用
い
ず
適
宜
略
記
し
た
。

序

章

問
題
の
設
定
及
び
分
析
視
角

一
九
三
六
年
七
月
一
七
日
に
ス
ペ
イ
ン
本
土
及
び
ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ

に
お
い
て
勃
発
し
、
内
戦
へ
と
発
展
す
る
に
至
る
軍
部
の
反
乱
は
、
基
本
的

に
は
そ
の
原
因
を
、
ス
ペ
イ
ン
園
内
の
長
期
に
わ
た
る
根
深
い
政
治
的
対
立

の
歴
史
の
中
に
有
し
て
い
た
。
こ
の
反
乱
は
、
少
く
と
も
勃
発
時
に
お
け
る

反
乱
側
将
校
の
主
観
に
お
い
て
は
、
ス
ペ
イ
ン
史
及
び
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

史
に
特
徴
的
な
軍
事
ク
ー
デ
タ

(PDER-即日
5
2
0
)

の
延
長
線
上
に
あ

一
九
三

0
年
代
後
期
の
流
動
す
る
ヨ
l
ロ
ッ

バ
政
治
の
た
だ
中
で
勃
発
し
た
大
規
模
な
反
乱
で
あ
っ
た
が
故
に
、
政
府
側

っ
た
。
し
か
し
こ
の
反
乱
は
、

及
び
反
乱
側
両
当
事
者
の
当
初
の
見
通
し
を
は
る
か
に
超
え
て
、
俄
か
に
国

際
政
治
上
の
焦
点
と
化
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
イ
ベ
ワ
ア
半
島
の
紛
争
に
対
応
し
た
。
内
乱
勃
発
後
旬
日

を
経
ず
し
て
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
が
反
乱
派
に
公
然
た
る
軍
事
援
助
を
与
え

る
こ
と
に
た
っ
た
。

一
方
、
ソ
連
邦
及
び
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
各
国
支
部
・
国
際

的
人
民
戦
線
勢
力
は
、
初
め
は
モ
ラ
ル
上
及
び
物
質
上
の
支
援
と
い
う
形

で
、
の
ち
に
は
国
際
義
勇
軍
と
い
う
形
で
、
共
和
国
側
に
援
助
を
与
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
そ
の
他
の
諸
国
は
い
わ
ゆ
る
不

干
渉
政
策
に
固
執
し
た
。
い
ま
仮
り
に
斉
藤
孝
教
授
の
分
類
に
従
い
第
二
次

世
界
大
戦
前
史
を
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
「
人
民
戦
線
」
「
宥
和
政
策
」
の
鼎
立
関

係
に
お
い
て
捉
え
る
と
す
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
は
、

北法32(1・274)274 



(

I

V

 

か
か
る
時
代
基
調
を
明
瞭
に
示
し
て
い
た
。
か
く
て
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
帰

趨
は
、
共
和
国
政
府
及
び
反
乱
派
雨
当
事
者
の
政
治
的
・
軍
事
的
・
イ
デ
オ

ロ
ギ
l
的
力
量
以
外
の
要
因
、
す
な
わ
ち
外
部
的
・
国
際
政
治
的
諸
要
因
に

も
大
き
く
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

き
て
、
こ
う
し
て
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
国
際
環
境
と
い
う
問
題
を
設
定
し
た

場
合
、
こ
の
内
戦
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
対
応
は
、
特
に
重
要
な
要
因
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
従
来
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て

(
2
)
 

い
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
援
助
は
、
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
反
乱
派
を

救
出
し
、
そ
の
再
進
撃
を
促
進
し
、
最
終
的
に
は
彼
ら
の
勝
利
を
保
証
す
る

1936年 (1)

に
至
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
通
じ
て
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
以
後
の
ス
ペ
イ
ン
史
の
あ
り
方
を
も
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
と
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
、
か
か
る
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
事
史
的
・

経
済
史
的
な
い
し
独
西
関
係
史
的
視
点
か
ら
の
研
究
の
蓄
積
は
措
き
、
ド
イ

ツ
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
に
お
い
て
、
い
か
に
決
定
が
下
さ
れ
執
行
さ
れ
た
か
と

ドイツ外交政策とスベイ γ内戦

い
う
問
題
の
分
析
、
す
な
わ
ち
政
策
の
決
定
・
執
行
過
程
の
分
析
は
、
こ
れ

ま
で
十
分
に
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
本
稿
は
、
こ
の
点
の
反
省
に

立
っ
て
、

ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
対
す
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
外
交
・
軍
事
指
導

の
内
在
的
分
析
を
そ
の
中
心
課
題
と
し
て
設
定
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
ス
ペ
イ

ン
内
戦
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
の
解
明
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
か
か
る
問
題
の
分
析
は
、
他
面
、
ナ
チ
ズ
ム
研
究
か
ら
見
れ

t王

「
第
三
帝
国
」
に
お
け
る
対
外
政
策
決
定
過
程
の
複
雑
な
内
的
メ
カ
エ

ズ
ム
を
、
ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
に
限
定
し
て
抽
出
す
る
、
と
い
う
作
業

を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
は
、
ナ
チ
ズ
ム
外
交
政
策
研
究
の
い
わ
ば

「
各
論
」
と
し
て
の
性
格
を
も
併
せ
持
た
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の

際
本
稿
が
叙
述
全
体
を
通
じ
て
批
判
的
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
「
総
論
」

は
、
ナ
チ
ズ
ム
外
交
を
、
明
示
的
で
あ
れ
黙
示
的
で
あ
れ
、
「
ヒ
ト
ラ
ー
中

(
3
)
 

心
主
義
的
考
察
方
法
」
に
よ
っ
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
そ
し

て
、
い
ま
戦
後
の
西
欧
歴
史
学
界
を
ふ
り
返
れ
ば
、
か
か
る
理
解
が
そ
こ
で

の
大
勢
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
た
と
え
ば
、

「
東
方
帝
国
の
建
設
」
を
目
指
す
ヒ
ト
ラ
ー
の
計
画

性
・
能
動
性
の
中
に
ナ
チ
ズ
ム
外
交
の
本
質
を
求
め
る
ト
レ
ヴ
ァ
・
ロ

l
パ

ハ
4
〉

1

(
出

-HN
吋

5
5
7
H
N
8
0円
)
の
論
稿
「
ヒ
ト
ラ
ー
の
戦
争
目
的
」
(
一
九

六

O
年
)
が
、
本
質
的
に
は
今
日
に
至
る
ま
で
西
欧
に
お
け
る
研
究
の
視
角

(
5〉

に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
ナ
チ
ズ
ム
外
交
と
言
え
ば
何
よ
り
も
ヒ
ト
ラ
ー
の

「
意
図
」
な
い
し
「
目
的
」
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
と
い
う
事
情
か

ら
も
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ト
レ
ヴ
ァ
・
ロ
1

パ

l
説
を
批
判
す
る
形
で
公

(
6〉

刊
さ
れ
た

A
-
J
・
P
-
テ
イ
ラ
ー
(
〉
・
』
-
H
Y
、H，

azc
の
著
作
及
び

(
7
)
 

そ
れ
を
め
ぐ
る
激
し
い
論
争
も
、
基
本
的
に
は
か
か
る
傾
向
を
免
れ
て
は
い

北法32(1・275)275 



研究ノート

な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
誤
解
を
恐
れ
ず
単
純
化
し

て
言
え
ば
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
い
わ
ば
「
教
条
主
義
者
」
と
見
る
か
「
機
会
主
義

者
」
と
見
る
か
と
い
う
観
点
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
チ
ズ
ム
外
交
を

ヒ
ト
ラ
ー
と
い
う
個
人
に
即
し
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
見
方
は
、
テ
イ
ラ
ー

ハ
8
)

に
も
そ
の
-
論
敵
に
も
共
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ナ
チ
ズ
ム

外
交
政
策
研
究
の
精
密
化
・
細
分
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゲ
l
リ
ン
グ
や
リ

ヅ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
、
ノ
イ
ラ
l
ト
ら
第
三
帝
国
指
導
層
の
外
交
イ
メ
ー
ジ
の

研
究
、
あ
る
い
は
彼
ら
が
外
交
政
策
分
野
に
お
い
て
果
し
た
役
割
の
研
究
が

〈

9
)

|
|
|
つ
い
最
近
に
至
る
ま
で
|
|
欠
け
て
い
た
と
い
う
事
実
も
、
か
か
る
傾

向
を
裏
書
き
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

加
え
て
、
か
か
る
「
ヒ
ト
ラ
ー
中
心
主
義
的
考
察
方
法
」
は
、
近
時
西
ド

イ
ツ
歴
史
学
界
に
お
い
て
有
力
な
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
プ

ロ
グ
ラ
ム
学
派
」
(
同
v
g
m
B
B
E
C
-
c
m
g
)
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
よ
っ
て
理
論

(
凶
)

的
枠
組
み
を
与
え
ら
れ
、
む
し
ろ
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

A
・
ヒ
ル

グ
ル

l
パ
l

(
〉
・
国
三
四

g
r巾同〉、
K
・
ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
(
関
-
Eロ
与
問
l

町
向
口
仏
)
師
弟
を
中
心
と
す
る
彼
ら
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
派
」
は
、

外
交
の
分
析
に
際
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
『
我
が
闘
争
』
及
び
い
わ
ゆ
る
『
第
二

ナ
チ
ズ
ム

の
書
』
を
中
心
に
提
示
し
た
と
さ
れ
る
外
交
政
策
上
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

重
視
す
る
。
つ
ま
り
そ
こ
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
他
の
悶

(
H
V
 

内
的
諸
要
因
に
対
し
て
「
相
対
的
に
高
度
な
自
律
性
」
を
持
っ
て
お
り
、
こ

の
ヒ
ト
ラ
ー
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
の
諾
観
念
」
が
「
ナ
チ
ズ
ム
外
交
の
決
定

、
〔
ロ
)

的
推
進
力
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
に
あ
っ
て

は
、
ナ
チ
ズ
ム
外
交
は
、
た
と
え
ば
「
第
三
帝
国
」
の
内
政
に
お
け
る
「
支

(
日
)

配
の
混
乱
状
態
」
あ
る
い
は
多
元
的
権
力
構
造
l
l
最
近
の
ナ
チ
ズ
ム
研
究

ハリ
H
)

「
多
頭
制

90-ユ
門
田
己
目
)
」

1
1
1
や
、
さ
ら
に
は
そ
こ

の
概
念
で
言
え
ば
、

に
反
映
さ
れ
る
ナ
チ
ズ
ム
の
内
政
的
・
社
会
的
諸
過
程
か
ら
い
わ
ば
切
断
さ

毛
メ
ゾ
タ
ム

れ
、
独
自
の
運
動
量
を
持
つ
こ
と
と
な
る
。

た
し
か
に
、

ヒ
ト
ラ
ー
が
人
種
政
策
上
・
生
存
圏
政
策
上
の
見
地
か
ら
外

交
政
策
の
展
開
に
著
し
く
コ
ミ
ッ
ト
し
た
こ
と
は
揺
る
が
ぬ
事
実
で
あ
る

が
、
そ
の
点
を
極
端
に
強
調
す
る
前
述
の
ご
と
き
理
解
が
ナ
チ
ズ
ム
外
交
の

複
雑
な
歴
史
事
象
を
や
や
も
す
れ
ば
単
純
化
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

H
-
A
-
ヤ
コ
プ
セ
ン
(
出
・
・
〉
-
v
n
c
r話
回
)

(
お
)

の
大
著
が
開
示
し
た
よ
う
に
、
ナ
チ
ズ
ム
の
外
交
政
策
領
域
に
お
い
て
も

|
|
内
政
に
お
け
る
と
同
様
に
l
|
権
力
構
造
上
の
多
元
性
は
認
め
ら
れ
、

ナ
チ
党
諸
機
関
を
は
じ
め
様
々
な
政
策
参
画
者
が
外
交
政
策
の
形
成
・
遂
行

を
め
ぐ
り
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
ド
イ
ツ
の
〔
外
交
〕
政

ハ
日
山
)

策
を
ヒ
ト
ラ
ー
と
同
一
視
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い

う
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
W
・ヵ
i

(
巧
-
nミ
H
〉
の
疑
問
は
、
か
か
る
意
味

北法32(1・276)276 



で
、
故
な
し
と
し
な
い
。
事
実
、
最
近
の
西
ド
イ
ツ
で
は
、
上
述
の
ご
と
き

(
げ
〉

「
ヒ
ト
ラ
ー
中
心
論
」
を
批
判
し
、
当
面
は
権
力

問
題
状
況
の
認
識
か
ら
、

構
造
上
の
多
元
性
が
対
外
政
策
の
形
成
に
与
え
た
影
響
に
焦
点
を
あ
て
て
考

察
を
す
す
め
、
や
が
て
は
ナ
チ
ズ
ム
外
交
を
、
国
際
的
及
び
国
内
的
諸
条
件

の
連
関
に
お
い
て
い
わ
ば
構
造
的
に
把
握
し
よ
う
と
志
向
す
る
傾
向
が
'
|
|

(
日
目
)

茄
芽
的
に
で
は
あ
れ
|
|
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

本
稿
は
、
ナ
チ
ズ
ム
外
交
政
策
研
究
の
か
か
る
現
状
を
踏
ま
え
、
政
策
決

定
過
程
に
お
け
る
多
元
性
に
着
目
す
る
後
者
の
立
場
か
ら
、
内
戦
期
ス
ベ
イ

ン
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
外
交
・
軍
事
指
導
を
分
析
し
よ
う
と
試
み
る
。
本
稿

1936年 (1)

で
は
、
従
っ
て
、
考
察
対
象
を
ヒ
ト
ラ
ー
の
み
に
限
定
せ
ず
、
さ
し
あ
た
り

権
力
内
部
に
お
い
て
ス
ペ
イ
ン
政
策
に
関
与
し
た
諸
組
織
・
諸
個
人
に
ま
で

拡
げ
、
多
元
的
な
行
為
主
体
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
・
目
的
・
権
限
・
利
害
、
あ

ドイツ外交政策とスペイン内戦

る
い
は
彼
ら
相
互
の
間
に
働
く
政
治
力
学
な
ど
の
諸
要
因
が
、
政
策
の
形
成

及
び
執
行
に
与
え
た
影
響
が
分
析
さ
れ
る
。

「
い
わ
ゆ
る
指
導
者
国
家
の
多

〈
川
目
)

頭
制
的
権
力
構
造
が
対
外
政
策
に
影
響
を
与
え
た
主
要
な
例
」
と
称
さ
れ
る

ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン
内
戦
介
入
政
策
こ
そ
、
か
か
る
観
点
か
ら
の
分
析
に
と

っ
て
好
個
の
対
象
と
い
え
よ
う
。

以
上
に
措
定
さ
れ
た
本
稿
の
課
題
と
視
角
に
対
し
て
、
分
析
枠
組
と
し
て

は
、
現
在
国
際
政
治
学
の
対
外
政
策
決
定
過
程
理
論
に
お
い
て
有
力
な
ア
プ

ロ
l
チ
を
構
成
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
政
府
内
政
治
」
モ
デ
ル

Q
S
R
D
l

B
B
E日
間

》

O宮山
g
B
O
L
o
-
)
が
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ

(鈎〉
れ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
複
数
の
政
策
参
画
者

e-amg)
の
多
元
的
・
競
合
的
な
存
在
を
前
提
と
し
た
上
で
、

一
国
の

対
外
政
策
を
か
か
る
政
策
参
画
者
聞
に
お
け
る
「
政
治
的
か
け
ひ
き
」
か
ら

派
生
す
る
結
果
と
捉
え
て
お
り
、
従
っ
て
、
政
策
の
分
析
に
お
い
て
は
、
政

府
内
に
お
け
る
「
紛
争
と
合
意
造
成
の
過
程
」
を
重
視
す
る
と
い
う
立
場
に

立
つ
。
最
近
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ナ
チ
ズ
ム
研
究
、
と
り
わ
け
「
ナ
チ
ズ

ム
多
頭
制
」
論
の
展
開
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
政
治
学
に
お
け
る
政
策
形

成
過
程
理
論
の
成
果
を
積
極
的
に
摂
取
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
部
分
的
に
認

(
幻
〉

め
ら
れ
る
が
、
本
稿
も
ま
た
上
述
の
ご
と
き
理
論
モ
デ
ル
を

1
1も
ち
ろ
ん

自
己
丘
町
田
E
E
L
U
(必
要
な
変
更
を
加
え
て
)
と
い
う
条
件
を
踏
ま
え
た

(
幻
)

上
で
|
|
分
析
枠
組
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
二
年
九
か
月
(
一
九
三

六
年
七
月
|
一
九
三
九
年
三
月
)
に
わ
た
っ
て
戦
わ
れ
た
が
、
ド
イ
ツ
の
外

交
・
軍
事
政
策
に
着
目
し
た
場
合
、

一
九
三
六
年
七
月
の
内
戦
勃
発
か
ら
同

年
末
ま
で
の
約
半
年
間
が
、
分
析
上
と
り
わ
け
有
意
味
な
対
象
時
期
を
な
す

と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、

「
政
府
内
政
治
」
的
に
は
、
こ
の

期
間
は
ま
さ
し
く
「
紛
争
と
合
意
造
成
の
過
程
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
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研究ノート

従
っ
て
、

ア
ヴ
砂
プ
ッ
ト

「
多
頭
制
」
的
権
力
構
造
が
政
策
的
「
出
力
」
に
著
し
く
反
映

す
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
過
程
は
、
第
二
に
、

法
的
に
は
ブ
ラ
ン
コ
政
権
の
承
認
へ
と
至
る
過
程
、
第
三
に
、
国
際
政
治
的

に
は
ス
ペ
イ
ン
の
戦
場
に
お
け
る
独
伊
両
フ
ァ
シ
ズ
ム
国
家
の
接
近
と
協
力

l
l
'ま
た
、
そ
れ
を
一
つ
の
重
要
な
契
機
と
す
る
と
こ
ろ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

(
M
A
)
 

お
け
る
「
外
交
革
命
(
巴
1
0白
血
昨
日
口
問

2
0
E
Z
Oロ
)
」
|
|
の
過
程
と
も
一

致
し
て
い
た
。
約
言
す
る
な
ら
ば
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
に

と
っ
て
、

一
九
三
六
年
は
、
法
的
及
び
政
治
的
に
と
り
わ
け
重
要
な
意
味
を

有
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
理
由
か
ら
、
さ
し
あ
た
り
本
稿
で
は
、
分
析
の

対
象
時
期
を
一
九
三
六
年
末
ま
で
に
限
定
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

研
究
史
概
略

こ
こ
で
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
を
め
ぐ
る
研
究
史
に
つ
い

(
お
)

て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
内
戦
勃
発
以
来
、
こ
の
分
野
に
関
し
て
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
暴
露
文
書
の
類
か
ら
回
想
録
、
真
面
目
な
研
究
書
に
至
る

ま
で
彩
し
い
文
献
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
史
研
究
の
御
多

分
に
洩
れ
ず
、
こ
こ
で
も
内
戦
そ
の
も
の
の
包
蔵
し
た
高
度
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

-
性
が
、
基
本
的
に
は
今
日
に
至
る
ま
で
様
々
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い

一
九
五

0
年
代
か
ら
六

0
年
代
に
か
け
て
、
刊
行
未
刊
行
を
問

る
。
但
し
、

わ
ず
ド
イ
ツ
外
交
文
書
そ
の
他
の
根
本
史
料
が
利
用
可
能
と
な
っ
た
た
め
、

研
究
の
客
観
性
・
実
証
性
に
お
い
て
以
前
よ
り
格
段
の
進
歩
が
見
ら
れ
た
こ

と
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
的
自
由
化
を
果
し
た
現
在

の
ス
ペ
イ
ン
が
文
書
館
の
重
い
扉
を
開
く
時
、
研
究
は
更
に
進
む
で
あ
ろ
う

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

さ
て
、
ま
ず
第
二
次
世
界
大
戦
前
及
び
戦
中
に
お
け
る
研
究
で
注
目
す
ベ

き
も
の
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
王
立
国
際
問
題
研
究
所
の
三
七
年
度
年
次
報

(
お
)
告
が
あ
り
、
優
れ
た
客
観
的
分
析
と
し
て
そ
の
後
の
研
究
に
影
響
を
与
え
て

い
る
。
特
に
、
不
干
渉
委
員
会
の
展
開
を
知
る
た
め
に
は
現
在
で
も
不
可
欠

で
あ
る
。
次
に
、
「
第
三
帝
国
」
に
お
け
る
記
述
と
し
て
は
、
と
り
わ
け
空
軍
(
幻
〉

省
軍
事
科
学
局
の
「
ス
ペ
イ
ン
戦
争
研
究
班
」
に
よ
る
『
集
中
砲
撃
作
戦
』

(
未
刊
行
)
と
、
空
軍
の
依
託
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
ボ
イ
メ
ル
プ
ル
ク
(
当
・

(
お
)

∞2Bm-EHm〉
の
記
録
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
両
者
の
特
徴
は
執
筆
に
際

し
空
軍
の
文
書
を
一
定
程
度
利
用
し
え
た
と
い
う
点
に
あ
る
(
ス
ペ
イ
ン
に

関
す
る
空
軍
の
文
書
自
体
は
戦
災
に
よ
り
大
部
分
焼
失
)
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
記
録
は
、

「
第
三
帝
国
」
敗
北
前
に
著
わ
さ
れ
た
と
い
う
性
質
上
、
戦
後

の
親
ナ
チ
的
・
親
ブ
ラ
ン
コ
的
文
献
と
は
若
干
異
な
り
、
ド
イ
ツ
及
び
フ
ラ

ン
コ
派
の
意
図
及
び
行
動
を
強
引
な
立
論
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
弊
を
幾
分

免
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
記
録
の
利
用
に
際
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し
て
は
慎
重
な
批
判
的
態
度
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

同
様
の
こ
と
は
、
内
戦
の
最
中
に
公
刊
さ
れ
た
数
冊
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

(
m
m〉

系
・
ア
ナ
キ
ス
ト
系
の
出
版
物
に
関
し
て
も
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
出
版
物

は
、
内
戦
勃
発
直
後
に
マ
ド
リ
l
ド
や
バ
ル
セ
ロ

l
ナ
で
押
収
さ
れ
た
ド
イ

ツ
労
働
戦
線
及
び
ナ
チ
党
外
国
組
織
部
関
係
の
豊
富
な
|
|
し
か
し
さ
ほ
ど

重
要
で
な
い

l
i文
書
に
依
拠
し
つ
つ
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
反
乱
派
の

「
共
犯
関
係
」
を
暴
露
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ

き
記
述
や
引
用
文
書
も
少
な
く
は
な
い
が
、
出
版
に
際
し
て
の
政
治
的
・
宣

1936年 (1)

伝
的
性
格
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
内
容
に
も
著
し
く
反
映
し
て
い
る
。

(
初
〉

戦
後
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
メ
ル
ケ
ス
(
冨
・

(
引
叫
〉

Z
2
r
o
ω
)
と
ア
ー
ベ
ン
ト
ロ

I
ト
(
国
・
・
戸
〉
ゲ

-
S
F
2
5
の
研
究
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
未
刊
行
の
第
一
次
史
料
を
用
い
て
い
て
有
用
で
あ
る
。
但

ドイツ外交政策とスペイン内戦

し
、
そ
の
解
釈
に
お
い
て
は
両
者
と
も
「
反
共
」
の
バ
イ
ア
ス
が
少
な
か
ら

ず
認
め
ら
れ
、
分
析
を
偏
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
。
(
鉛
)

ア
メ
リ
カ
で
は
、
筆
者
の
入
手
し
た
閉
山
り
で
言
え
ば
、
ホ

1
ト
ン
(
〉
・

(
刊
川
)

。
・
出
O
H
S
S
と
ベ
ッ
ク
(
わ
・
ヮ
・

ωonr)
の
博
士
論
文
(
と
も
に
未
刊

行
)
が
あ
る
。
前
者
は
未
刊
行
の
第
一
次
史
料
も
部
分
的
に
用
い
て
お
り
、

ま
た
ヒ
ト
ラ
ー
以
外
の
政
策
参
画
者
に
も
比
較
的
に
目
が
履
い
て
い
る
。
後

者
は
ド
イ
ツ
の
介
入
の
軍
事
的
側
面
を
主
要
に
扱
っ
て
い
る
が
、
依
拠
す
る

文
献
は
第
二
次
的
史
料
や
研
究
書
の
類
が
多
く
、
研
究
の
進
展
に
そ
れ
ほ
ど

貢
献
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
末
尾
に
付
さ
れ
た
比
較
的
長

い
文
献
解
題
は
役
に
立
つ
。
戦
後
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
研
究
ス
タ
ッ
フ
は
戦
略

上
の
研
究
の
た
め
、
旧
コ
ン
ド
ル
兵
団
将
校
に
対
す
る
尋
問
や
押
収
さ
れ
た

軍
関
係
文
書
か
ら
「
ス
ペ
イ
ン
戦
争
に
お
け
る
ド
イ
ツ
空
軍
」
に
関
す
る
報

(

M
品

)

告
を
ま
と
め
た
(
未
刊
行
)
。
し
か
し
こ
れ
は
純
粋
に
軍
事
技
術
的
関
心
か

ら
の
報
告
で
あ
り
、
何
よ
り
も
報
告
者
自
身
「
こ
の
研
究
は
正
確
さ
や
完
全

性
を
期
す
た
め
の
チ
エ
ヅ
ク
を
受
け
て
い
な
い
」
と
但
し
書
き
を
付
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ド
イ
ツ
外
交
史
研
究
の
碩
学
ワ
イ
ン
パ

l
グ
(
の
・

(
お
)

に
よ
る
二
分
冊
の
ナ
チ
ズ
ム
外
交
通
史
は
、
そ
れ
自
体
庄

円
、

.
4司

2
ロゲ
21間
)

巻
で
あ
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
介
入
政
策
の
部
分
に
限
定
し
て
も
、
極
め
て

周
到
な
分
析
を
行
な
っ
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。
本
稿
も
こ
の
研
究
か
ら
多

く
の
示
唆
を
得
た
。

(お〉

ス
ペ
イ
ン
で
は
サ
ラ
サ

I
ル
(
河
・
国
広
田
-moω
包
問
問
。
の
著
書
が
あ
る

が
、
記
述
の
根
拠
を
明
示
す
る
と
い
う
歴
史
学
上
の
手
続
き
を
踏
ん
で
い
な

(
幻
)

ぃ
。
一
方
、
ピ
ィ

l
ニ
ャ
ス
(
〉
・
〈
広
田
明
)
は
内
戦
前
に
お
け
る
独
西
関

係
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
を
行
な
い
、
そ
の
分
野
に
お
け
る
格
段
の
進
歩

を
も
た
ら
し
た
。

(
犯
)

日
本
で
は
、
斉
藤
孝
教
授
の
一
連
の
啓
蒙
的
業
績
を
除
け
ば
、
ソ
ベ

1
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研究ノ}ト

ャ
教
授
の
乱

mr挙
げ
う
る
が
、

「
ス
ペ
イ
ン
内
戦
と
列
強
」
に
関
す
る
著

書
の
一
部
と
い
う
制
約
も
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
介
入
政
策
に
関
し
そ
れ
ほ
ど
立

入
っ
た
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
本
稿
と
は
少
な
か
ら
ず

(
州
制
)

見
解
を
異
に
し
て
い
る
。
塩
崎
教
授
の
論
稿
は
、
本
稿
と
直
接
重
な
る
と
こ

ろ
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、
ブ
ラ
ン
コ
政
権
の
国
際
環
境
に
関
し
稗
益

さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

内
戦
期
の
ス
ペ
イ
ン
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン

(
U
)
 

ダ
で
ハ

l
バ
l

(
の
・
吋
・
回
目
4
2
)
の
研
究
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
依

拠
す
る
史
料
は
刊
行
文
書
や
当
時
の
新
聞
な
ど
で
あ
り
、
時
代
的
制
約
を
免

れ
て
い
な
い
。
西
ド
イ
ツ
の
シ

l
ダ
l

(
当・

ω口
Z
E
2
)
は、

ド
イ
ツ
の

ス
ペ
イ
ン
介
入
政
策
と
い
わ
ゆ
る
「
四
か
年
計
画
」
に
つ
い
て
の
注
目
す
ベ

(
M
M
)
 

き
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
ド
イ
ツ
の
女
流
史
家
ア
イ
ン
ホ
ル
ン

(
宮
・
何
百
r
o
S
)
は
、
ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
の
経
済
的
背
景
を
分
析

〔

M
M
μ

し
て
い
る
。

さ
て
、
問
題
設
定
の
箇
所
で
指
摘
し
た
ナ
チ
ズ
ム
外
交
政
策
研
究
の
動
向

t土

「
各
論
」
と
し
て
の
対
ス
ペ
イ
ン
政
策
研
究
に
も
反
映
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
の
ス
ベ
イ

γ
政
策
を
専
ら
経
済
主
義
的
に
説
明
す
る
東
独

史
家
ア
イ
ン
ホ
ル
ン
の
立
場
は
一
応
別
格
と
し
て
、
欧
米
に
お
け
る
現
在
ま

で
の
多
く
の
研
究
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
め
ぐ
る
ヒ
ト
ラ
ー
の
「
意
図
」
と

ド
イ
ツ
の
外
交
目
的
を
暗
黙
の
う
ち
に
同
一
視
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
(
た
と
え
ば
ア
ー
ベ
ン
ト
ロ

l
ト
の
研
究
視
角
は
そ
の
著
書
の
題
名

『
ス
ペ
イ
ン
の
戦
場
に
お
け
る
ヒ
ト
ラ
ー
』
に
表
わ
れ
て
い
る
)
。

と
こ
ろ

が
、
後
述
す
る
よ
う
に
(
第
一
章
第
二
節
〉
、

ヒ
ト
ラ
ー
は
自
ら
の
外
交
構
想

上
ス
ペ
イ
ン
を
予
め
明
示
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
、

ラ
l
の
意
図
l
i
t従
っ
て
ド
イ
ツ
の
外
交
目
的
|
|
に
関
し
、
様
々
な
解
釈

が
提
出
さ
れ
、
未
だ
定
説
を
み
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
「
政
治
的
・
戦
略
的

考
慮
」
説
(
ピ
ィ

1
ニ
ヤ
ス
)
、
「
反
共
産
主
義
」
説
な
い
し
「
生
存
圏
構
想

へ
の
配
慮
」
説
(
ア
ー
ベ
ン
ト
ロ

l
ト
〉
、
「
軍
事
経
済
的
考
量
」
説
ハ
ワ
イ

ン
バ

l
グ
)
、
さ
ら
に
は
「
様
々
な
動
機
の
分
か
ち
難
い
複
合
」
説
(
メ
ル

ケ
ス
)
等
々
。
か
か
る
中
で
、
西
ド
イ
ツ
の
い
わ
ゆ
る
「
社
会
史
」
グ
ル
ー

プ
の
拠
点
。
m
R
r
w
E白
ロ
ロ
仏
の
巾
8--Rr阻
止
誌
の
同
人
で
も
あ
る
W
・シ

ー
ダ
ー
が
|
|
「
ヒ
ト
ラ
ー
中
心
主
義
」
的
考
え
方
を
批
判
す
る
形
で
|
|

ド
イ
ツ
に
と
っ
て
の
ス
ペ
イ
ン
戦
争
を
条
件
付
き
で
は
あ
れ
「
ゲ
l
リ
ン
グ

(“) 

の
戦
争
」
と
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
本
稿
も
、
シ

1
ダ
l
に
近
い
立
場

か
ら
、

ヒ
ト
ラ
ー
及
び
ド
イ
ツ
の
「
目
的
」
に
関
し
、

一
定
の
見
解
を
提
出

す
る
筈
で
あ
る
。

(
1
〉
斉
藤
孝
『
第
二
次
世
界
大
戦
前
史
研
究
』
、
東
大
出
版
会

一
九
六

ヒ
ト
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研究ノート

グ
ラ
ム
学
派
」
が
現
在
の
西
ド
イ
ツ
歴
史
学
界
に
お
い
て
維
持
し
て
い

る
影
響
力
の
大
き
さ
は
、
た
と
え
ば
国
5
5
n
E
N
2
.
N
R
F
之
、
誌

上
に
お
い
て
、
こ
の
学
派
を
代
表
す
る

A
・
ヒ
ル
グ
ル

i
パ

l
、
K
-

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
が
著
し
い
活
躍
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
よ

う
。
し
か
し
、
か
か
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
派
」
の
興
隆
を
、
一
時
的
な

も
の
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
参
照
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・

J
・
モ
ム
ゼ
ン
、
中
村
幹
雄
訳
、
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
歴
史
叙
述
の

現
在
の
諸
傾
向
」
、
『
思
想
』
六
七
九
号
、
一
九
八
一
年
一
月
、
九
五

一
三
六
頁
、
特
に
一

O
九
l
一一

O
頁
。
な
お
、

A
-
1
・
p
-
テ
イ

ラ
ー
と
彼
の
批
判
者
逮
と
の
聞
の
方
法
的
近
親
性
に
つ
い
て
は
、
参

照
、
の
C
円
仲
間
H
-
E
Z
芯
仏
}
M
R
F
・
h
z
r
ユ
ロ
ロ
悶
n
o
-
o
〈
D
H
m
g
n
r
r
r
s

m
F
ω
N
d
司
巳
ぢ
ロ
d
p
f
r
H
W
m
ω
o
F
明
O
H
R
r
c
ロ
加
喝
さ
ず
F
E
E
-
E
H

《

r
a
-
-
}
M
a
m
-
-
h
3
.
ぬ
h
p
h
H
S
お
』
苫
U
・~同円ミ」、、♂内巴hロh足偽丸Nε於s‘芯員吋片-均同。快札恐同守偽、

凡』』同同j
喜守尽貫円F伐丸侍同伊偽2伺

Ng5内

]H{
…ω凶lH品
.

(
日
)
出
足
。
r
s
E
-
b
E
N
)
、
吋
.
H
N
G
N
柑
色
町
P
ω
・
ミ
ω
・

(
ロ
)
出
子
凶
叩
ゲ
B
ロ
L
-
L
ロ
ロ
巾
ロ
目
U
G
-
-
Z
ω
n
r
o
〉
ロ
E
m
r
ω
r
E
同
円
。
牛
O
H

ロ
日
t
o
g
-
ω
O
N
E
-
E
R
r
g
〉
Z
E
E
-】
c
z
t
r
J
ω
・
H
2
・
ω
-
H
u
m
-
H
3
・

(
日
〉
参
照
、

K
・
D
・
プ
ラ
ッ
ハ

l
、
早
島
瑛
訳
、
「
国
民
社
会
主
義

(
ナ
チ
ズ
ム
〉
に
お
け
る
伝
統
と
革
命
」
、
『
思
想
』
六
一
九
号
、
一
九

七
六
年
一
月
、
二
一
ー
コ
一
四
頁
、
特
に
二
二
ー
l
二
三
頁
。

(
リ
比
)
〈
問
}
・
・
H
ν
m
R
吋
出
{
伊
丹
件
。
ロ
r
o
H
m
2
・
3
2
巳
山
C
ロ
岱
]
切
O
N
Eロ
阻
止
国

n
r
o
M
M
c
f
・

日

s
t
o
a
J
E
H
F
-
R
E
.
n
宮
内
S
R

向。3
N
N
R
E
b
N
(
H
S
5
・
ω
‘
企
叶
l

立
N
・
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
R
・
ダ
I
ル
の
い
う
「
ポ
リ
ア

l
キ
l
」
概
念
と
の
異
同
を
含
め
、
「
多
頭
制
」
概
念
の
射
程
を
指
摘

し
た
も
の
と
し
て
、
山
口
定
「
ナ
チ
ズ
ム
研
究
と
国
家
論
」
、
『
経
済
評

論
』
一
九
八

O
年
六
月
号
、
九

O
l
一
O
O頁。

(
日
〉
出
自
ω
'
〉
岳
民
』
仰
向
。
寸
ω
o
p
~
く
ミ
帆
S
Q
N
E
N
ω
.
ミ
宮
R
r
b
R
e
p
誌
を
た
・

H
h
ト
』
u
a
l
』
苫
∞
・
H
J
自
民
民
同
¥
宮
-
H甲
2・

(
日
四
〉
当
日
ぽ
自
の
白
H
F
・
-
Z
E
o
s
-
田
D
n
E
E
M
日

明

D
H
巴
町
ロ
M
M
o
-
F
Q

B
L

巧
m
Z
B
R
Z
J
E
H
者
同
-
E
F
m』
E
O
F
r
a
m
-
-
M
可
宮
町
民
話
-

h
N
N
S
A
2
J
C
ミ
A
F
ω
・
H
印
由
・

(
汀

)
Z
w
r
白
-
r
P
3
U
5
口
同
巴
。
ロ
色
白
C
N
E
-
-
丘
町
田
円
Y
白
〉
口
出
巾
ロ
司
C
E
-
r
F
g

N
。
-
n
r
o
ロ
巳
ロ
g
問
。
ロ
見
回
以
昨
日
C
ロ
o
口
七
宮
司
丘
町
子
E
J

∞-mN-

ハ
お
〉
か
か
る
傾
向
の
代
表
と
し
て
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ャ
ル
カ

ゃ
、
後
述
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
l
ダ
ー
を
挙
げ
う
る
。
「
プ
ロ
グ

ラ
ム
学
派
」
は
彼
ら
を
「
修
正
主
義
派
」
と
呼
ん
で
い
る
。
以
上
の
簡

単
な
説
明
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
派
」
と
い

わ
ゆ
る
「
修
正
主
義
派
」
と
の
間
に
は
、
実
は
、
国
際
政
治
史
学
の
方

法
的
立
場
ひ
い
て
は
歴
史
哲
学
上
の
差
異
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
か
か
る
問
題
に
関
し
て
は
、
参
照
、
州
内
E
E
Z
巳
仏
与
同
国
ロ
P
-
b
m
-

印
円
r
R
r
丹
m
C
L
O
H
"
の
2
0
]
}
拍
与
え
お
m
-
g
円
}
M
W
Y
S
J
り
-
m
z
o
z
g
内
出
向
}
内
包
陣

内山口OH
匂

D
}
E
R
r
E
C
白
R
r
w
r
z
R
r
S
F
ロ
ロ
問
〈
口
口
牛
ゆ
口
百
件
。
B
E
Z
E

ロ
弘
司
ロ
切
開
N
目
。
}
凶
口
出
向
2
M
J
E
H
同
町
「
足
。
コ
.
h
n
F
R
N
2
.
H
旬
町
、
H
ミ
h
a
p
切仏-NNω・

3
寸
由
・
ω
・
ω
N
∞
l
ω
印
吋
'
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
派
」
の
「
新
ラ
ソ
ケ
学
派
」

的
性
格
に
関
し
て
は
、
参
照
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・

J
・
モ
ム
ゼ
ン
、
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策
決
定
者
に
伝
達
さ
れ
る
も
の
と
|
|
無
意
識
的
に
で
あ

れ
|
|
考
え
が
ち
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
実
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
い

ま
、
あ
る
特
定
の
種
類
の
問
題
に
関
し
て
政
府
が
行
為
す
る
組
織
的
な
手
段

ア
タ
シ
冒

γ
・
チ
ヤ

γ
ネ
ル

を
「
行
為
経
路
」
と
呼
べ
ば
、
国
際
政
治
上
の
争
点
は
、
か
か
る
行
為
経
路

の
内
部
で
認
識
さ
れ
選
択
さ
れ
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る

イ
ソ
プ
ッ
ト

国
際
政
治
上
の
入
力
は
、
政
策
決
定
者
に
到
達
す
る
ま
で
に
、
行
為
経
路
内

部
に
お
い
て
特
定
の
視
角
か
ら
争
点
と
さ
れ
|
l
あ
る
い
は
さ
れ
ず
|
|
、

(
1
)
 

そ
の
過
程
に
「
政
府
内
政
治
」
が
反
映
す
る
こ
と
と
な
る
。
本
節
で
は
、
か

か
る
観
点
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
各
政
策
参
画
者
が
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
勃
発
に
反

応
し
た
政
治
的
脈
絡
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
九
三
六
年
七
月
一
七
日
午
後
、

ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ
の
メ
リ
l
リ

ャ
、
セ
ウ
夕
、
テ
ト
ヲ
ア
ン
に
お
い
て
、
共
和
国
政
府
に
対
す
る
ス
ペ
イ
ン

軍
部
の
反
乱
が
勃
発
し
た
。
翌
一
八
日
早
朝
、
ブ
ラ
ン
コ
は
カ
ナ
リ
ア
諸
島

か
ら
ク
ー
デ
タ
の
宣
言
を
放
送
し
、
一
方
、
マ
ド
リ
l
ド
、
バ
ル
セ
ロ

l

ナ
、
セ
ピ
リ
ャ
、
ブ
ル
ゴ
ス
、
バ
ン
プ
戸

l
ナ
、
サ
ン
・
セ
パ
ス
チ
ャ
ン
な

ど
ス
ペ
イ
ン
本
土
各
都
市
に
お
い
て
も
反
乱
が
開
始
さ
れ
た
。

一
九
日
朝
、

ブ
ラ
ン
コ
は
カ
ナ
リ
ア
諸
島
か
ら
飛
行
機
で
テ
ト
ゥ
ア
ン
に
到
着
し
、
ア
フ

リ
カ
駐
留
軍
の
全
指
揮
権
を
擾
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ

コ
は
|
|
訓
練
さ
れ
軍
事
経
験
豊
か
な
ム
!
ア
人
部
隊
及
び
外
人
部
隊
と
と
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も
に
|
|
反
乱
派
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
か
か
る
ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ
の
情
勢
と
は
対
照
的
に
、
本
土
の
反
乱

軍
は
孤
立
し
た
戦
い
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
マ
ド
リ
l
ド
、
パ
ル

セ
ロ

l
ナ
な
ど
の
都
市
で
は
軍
部
反
乱
の
報
を
得
た
労
働
者
が
自
発
的
に
武

装
し
、
政
府
に
忠
誠
を
誓
う
兵
士
と
と
も
に
反
撃
を
開
始
し
て
い
た
。

目
、
共
和
国
政
府
は
市
民
の
武
装
を
公
式
に
指
示
し
た
。
二
-
日
ま
で
に
反

乱
派
は
、
ピ
ス
ケ
l
湾
岸
地
帯
を
除
く
北
部
と
最
南
部
及
び
ミ
ノ
ル
カ
島
を

除
く
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
を
確
保
し
た
が
、
そ
の
他
の
地
方
と
く
に
都
市
部
で

は
次
々
に
後
退
し
た
。
一
方
、
ス
ペ
イ
ン
本
土
で
の
か
か
る
停
滞
に
加
え
、

1936年 (1)

い
ま
一
つ
の
誤
算
が
反
乱
軍
の
進
撃
を
阻
む
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

ス
ペ
イ
ン
海
軍
が
政
府
支
持
の
立
場
を
守
り
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
の
制
海

権
を
維
持
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
モ
ロ
ッ
コ
駐
留
軍
を
本
土
に
輸
送
し
一
路

ドイツ外交政策とスベイン内戦

マ
ド
リ

1
ド
陥
落
を
目
指
す
と
い
う
反
乱
軍
の
展
望
は
こ
こ
に
大
き
な
修
正

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ブ
ラ
ン
コ
は
、
か
か
る
不
利
な
情
勢
を
察
知
し
て
い
た
。
反
乱
軍
の
主
力

で
あ
る
ア
フ
リ
カ
軍
を
ス
ペ
イ
ン
本
土
へ
輸
送
す
る
に
は
、
今
や
外
国
の
援

助
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
コ
と
と
も
に
カ
ナ
リ
ア

諸
島
か
ら
テ
ト
ゥ
ア
ン
に
到
着
し
た
右
派
系
新
聞
の
記
者
ル
イ
ス
・
ボ
リ
ン

が
、
か
く
し
て
、
た
だ
ち
に
ム
ソ
リ
l
ニ
の
下
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ボ
リ
ン
は
一
九
日
テ
ト
ゥ
ア
ン
を
出
発
し
、
リ
ス
ボ
ン
に
立
寄
っ
た
の

〔

2
)

ち
に
イ
タ
リ
ア
へ
向
か
っ
た
。
続
い
て
、
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
の
援
助
を
乞
う

九

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
七
月
二
一
一
日
、
ブ
ラ
ン
コ
は
テ
ト
ゥ
ア
ン
駐
在
ド
イ

ツ
領
事
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ス
駐
在
ド
イ
ツ
武
官
に
、
以
下
の
ご
と
く
打
電
し

た

「
最
大
限
の
人
員
輸
送
能
力
を
も
っ
軍
事
輸
送
機
一

O
機
を
ド
イ
ツ
の

(
3
)
 

私
企
業
を
通
じ
て
送
る
よ
う
要
請
す
る
。
」

更
に
翌
二
三
日
、
ル
フ
ト
ハ
ン

(
4
)
 

ザ
機
を
利
用
し
て
直
接
ド
イ
ツ
に
向
け
使
者
を
送
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
こ
に
公
式
の
外
交
ル

1
ト
及
び
非
公
式
の
ル

l
ト
を
通
じ
た
ド
イ
ツ
宛
て

の
二
つ
の
援
助
要
請
が
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
援
助
要
請
は
、
等
し
く
ド
イ
ツ
へ
向
け
ら
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
帝
国
内
に
お
い
て
地
位
と
権
限
を
異
に
し
、
ま
た

基
本
的
な
外
交
イ
メ
ー
ジ
を
異
に
す
る
二
つ
の
行
為
経
路
に
別
々
に
委
ね
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
運
命
を
辿
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
ず
非
公
式
の
ル

l
ト
を
追
っ
て
み
よ
う
。
ブ
ラ
ン
コ
は
ヒ
ト
ラ
ー
へ
直

(
5
)
 

接
宛
て
た
書
簡
を
二
人
の
テ
ト
ゥ
ア
ン
在
住
ド
イ
ツ
人
、
す
な
わ
ち
ナ
チ
党

外
国
組
織
部
(
〉

g
z
z
g
H
m田
口
同
白
色

5
ロ
己
2
2
ω
U〉
H
Y
H
〉
。
)
メ
ン
パ

ー
で
テ
ト
ク
ア
ン
地
区
班
指
導
者
ラ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
(
〉
・
円
、
何
回
ロ
開

gras)

と
、
同
地
区
班
経
済
指
導
者
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

(
6〉
た
。
(
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
砂
糖
商
を
営

(
し
『
・
回
。
同
ロ
『

21仏
門
〉

に
委
ね
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研究ノート

ん
で
い
た
が
失
敗
、
一
九
一
ニ

0
年
代
初
期
に
ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ
に
移
住

〈

7
)

し
、
ス
ペ
イ
ン
軍
部
を
相
手
に
日
用
品
の
取
引
を
行
な
っ
て
い
た
。
こ
の
ベ

ル
ン
ハ
ル
ト
は
の
ち
の
ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
る
。
)

ラ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
と
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
一
人
の
ス

ベ
イ
ン
空
軍
将
校
に
伴
わ
れ
て
七
月
二
一
一
一
日
に
テ
ト
ゥ
ア
ン
を
出
発
し
、
セ

ピ
リ
ヤ
、
マ
ル
セ
イ
ユ
を
経
由
し
て
二
回
目
、
ベ
ル
リ
ン
の
テ
ン
ベ
ル
ホ

l

ハ

sv

フ
空
港
に
到
着
し
た
。
翌
二
五
日
、
ラ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
と
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は

ナ
チ
党
外
国
組
織
部
指
導
者
ボ
i
レ
色
・
巧
・
回
C
F
F
)

に
フ
ラ
ン
コ
の
ヒ

ト
ラ
l
宛
て
書
簡
を
手
渡
し
た
。
ポ

l
レ
は
直
ち
に
外
務
省
政
務
局
長
デ
ィ

(
9〉

エ
ク
ホ
フ
(
出
・
出
・
口
町
n
r
y
c
R
)
と
連
絡
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ナ
チ
党
外
国
組
織
部
は
、
外
国
に
在
住
す
る
全
ナ
チ
党

員
を
構
成
員
と
す
る
機
関
で
あ
り
、
ナ
チ
党
が
行
な
う
外
国
で
の
事
業
の
掌

渥
や
外
国
に
お
け
る
親
ナ
チ
宣
伝
の
組
織
化
な
ど
を
そ
の
主
要
な
任
務
と
し

ガ

ウ

ヲ

イ

タ

l

て
い
た
。
こ
の
組
織
の
指
導
者
ボ
l
レ
(
当
時
三
二
歳
、
大
管
区
指
導
者
〉

及
び
副
指
導
者
ア
ル
プ
レ
ー
ト
・
ヘ
ス

(
k
r

・
出
。
田
・
総
統
代
理
ル
ド
ル
フ
・

ヘ
ス
の
弟
)
は
、
当
時
ま
で
、
ル
ド
ル
フ
・
へ
ス
と
い
う
強
力
な
後
ろ
楯
を

頼
り
に
、
た
と
え
ば
「
在
外
ド
イ
ツ
人
省
」
の
設
立
を
要
求
し
た
り
、
ま
た

外
国
組
織
部
ま
る
ご
と
に
外
務
省
へ
の
割
り
込
み
を
策
動
し
た
り
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
外
交
政
策
分
野
に
お
け
る
自
己
の
影
響
力
の
拡
大
を
目
指
し
て

い
た
。
外
国
組
織
部
と
外
務
省
は
と
も
に
「
権
限
の
競
合
す
る
相
手
方
の
仕

事
を
不
信
を
も
っ
て
な
が
め
て
」
お
り
、
「
相
手
方
の
影
響
力
を
抑
え
る
た
め

〈

U
)

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
窺
っ
て
い
た
。
」

ま
た
外
国
組
織
部
は
、
単
に
外
務
省
の

み
な
ら
ず
、
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
機
関

(gogzo--o
河

HFOEg巴
や

A
・
ロ
l
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
下
に
あ
る
ナ
チ
党
外
交
政
策
局
(
〉
ロ
ロ

g官
-E・

田口

r
g
〉
自
門
仏
R
Z
ω
ロ
〉

3
な
ど
他
の
党
機
関
と
も
、
い
わ
ば
「
社
会
ダ

ー
ウ
ィ
ン
主
義
」
的
な
、
激
し
い
競
合
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る

政
治
的
立
場
に
あ
る
外
国
組
織
部
に
と
っ
て
、
突
然
舞
い
込
ん
で
き
た
プ
ラ

ン
コ
か
ら
の
援
助
要
請
が
、
外
交
政
策
分
野
に
お
け
る
影
響
力
拡
大
の
た
め

の
絶
好
の
機
会
に
映
じ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

さ
て
、
公
式
の
外
交
ル
l
ト
を
通
じ
た
ブ
ラ
ン
コ
の
援
助
要
請
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
外
務
省
の
受
け
取
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
の
外
務
省
(
〉

5
・

唱出同同一四
2
〉
ヨ
昨
日
H

〉
〉
)
に
は
、
ナ
チ
ズ
ム
に
よ
る
強
制
的
同
質
化
が
未
だ

全
面
的
に
は
及
ん
で
い
ず
、
国
防
軍
と
と
も
に
伝
統
的
支
配
層
の
室
塁
と
し

て
残
っ
て
い
た
。
た
し
か
に
、
「
ド
イ
ツ
外
務
省
の
職
業
外
交
官
た
ち
が
、
少

な
く
と
も
一
九
三
八
年
ま
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
対
外
政
策
に
対
し
て
は
基
本

(ロ)

的
に
同
意
し
て
い
た
」
こ
と
を
見
誤
つ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と

は
外
務
省
が
自
ら
進
ん
で
ナ
チ
党
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
う
政
策
を
立
案
・
遂

行
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
彼
ら
が
当
面
課
題
と
し
て
い
た
の
は
「
ヴ
エ

北法32(1・288)288 



(
日
)

ル
サ
イ
ユ
条
約
の
体
系
的
な
修
正
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
が
職
業
外
交

官
と
し
て
、
外
交
政
策
の
運
営
に
際
し
、
ナ
チ
党
諸
機
関
に
は
見
ら
れ
な
い

慎
重
な
態
度
を
保
持
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
の
再

軍
備
が
未
だ
途
上
に
あ
る
時
、
戦
争
を
挑
発
し
か
ね
な
い
対
外
行
動
を
自
ら

決
定
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
彼
ら
の
欲
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
内
戦
勃
発
直
後
に
外
務
省
が
見
せ
た
態
度
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う

1936年(1)

な
も
の
で
あ
っ
た
。
外
務
省
が
当
初
薦
路
な
く
と
っ
た
行
動
は
、
ス
ペ
イ
ン

在
住
ド
イ
ツ
人
を
保
護
す
る
た
め
の
海
軍
派
遣
で
あ
っ
た
。
内
戦
勃
発
直

後
、
ス
ペ
イ
ン
各
地
の
ド
イ
ツ
領
事
館
か
ら
は
、
ス
ペ
イ
ン
在
住
ド
イ
ツ
人

円

U
〉

を
め
ぐ
る
治
安
情
勢
の
悪
化
を
知
ら
せ
る
様
々
な
「
驚
く
べ
き
報
告
」
(
外
務

省
政
務
局
ヨ
l
ロ
ヅ
パ
部
長
ヴ
ォ
エ
ル
マ

γ
〉
が
、
次
々
に
外
務
省
に
届
い

て
い
た
。
と
り
わ
け
ス
ペ
イ
ン
左
翼
の
拠
点
バ
ル
セ
ロ

l
ナ
で
は
「
事
態
は

ドイツ外交政策とスベイ γ内戦

疑
い
も
な
く
深
刻
」
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
領
事
は
、
「
少
く
と
も
戦
舷
が
地
中

(
日
)

海
で
出
動
準
備
を
整
え
る
よ
う
」
要
請
し
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
外
相
ノ

イ
ラ

l
ト
は
、
海
軍
司
令
長
官
レ
ー
ダ
ー
と
協
議
の
の
ち
、
七
月
二
一
一
一
日
午

後
、
海
軍
少
将
カ
ー
ル
ス
(
河

-
n
R
r
)
に
戦
艦
「
ド
イ
ツ
チ
ュ
ラ
ン
ト
」
(
日
)

号
と
「
ア
ド
ミ
ラ
ル
・
シ
ェ

I
ア
」
号
の
派
遣
を
命
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
頃
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
も
そ
れ
ぞ
れ
自
国
民
救

(
口
)

助
の
た
め
ス
ペ
イ
ン
沖
に
艦
隊
を
派
遣
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
た
が
、
ド
イ

(
叫
同
〉

ツ
も
足
並
み
を
揃
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
行
動
は
、
当

時
外
務
省
の
と
り
う
る
最
大
限
の
処
置
で
あ
っ
た
。

実
際
、
こ
の
艦
隊
派
遣
ま
で
に
届
い
て
い
た
公
式
ル

l
ト
に
よ
る
フ
ラ
ン

ヨ
の
援
助
要
請
に
対
し
て
外
務
省
が
示
し
た
態
度
は
冷
や
や
か
な
も
の
で
あ

っ
た
。
二
四
日
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
国
防
省
外
国
局
と
連
絡
を
と
っ
た
時

の
外
務
省
の
態
度
は
次
の
言
葉
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

「
外
務
省
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
要
求
に
応
じ
る
こ
と
は
現
時
点
で
は

(
凶
)

問
題
外
で
あ
る
。
」
か
く
し
て
、
公
式
ル

l
ト
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
フ
ラ
ン

っ
か
ら
の
援
助
要
請
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
報
告
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
す
で
に
外

務
省
の
レ
ベ
ル
で
拒
否
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

七
月
二
五
日
午
前
、
外
国
組
織
部
指
導
者
ボ

l
レ
が
非
公
式
ル

l
ト
で
の

援
助
要
請
に
関
し
外
務
省
政
務
局
長
デ
ィ
エ
ク
ホ
フ
に
連
絡
を
と
っ
た
時
の

外
務
省
側
の
反
応
は
以
上
の
線
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ

の
時
デ
ィ
エ
ク
ホ
フ
は
次
の
ご
と
き
態
度
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

「
二
人
の

使
者
を
公
式
の
ナ
チ
党
当
局
に
紹
介
し
た
り
、
彼
ら
の
計
画
を
何
ら
か
の
方

法
に
よ
っ
て
促
進
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
き
ょ
う
・
:
:
ボ
l
レ
に
強
く
忠
告

し
た
よ
彼
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
「
現
段
階
で
は
ド
イ
ツ
の
政
府
・
党
当
局
が

二
人
の
使
者
と
接
触
す
る
こ
と
を
控
え
続
け
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
」
で
あ

っ
た
。

「
反
乱
派
に
箪
事
物
資
を
供
給
す
れ
ば
、
た
だ
ち
に
世
の
注
目
す
る
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と
こ
ろ
と
な
ろ
う
0

・
:
我
々
が
反
乱
派
を
支
援
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
れ
ば
、
そ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
内
の
ド
イ
ツ
入
居
留
民
及
び
ド
イ
ツ
艦
船
を
め
〈
初
)

ぐ
る
状
況
に
と
っ
て
特
に
重
大
な
帰
結
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
:
:
:
。
」

こ
こ
に
、
非
公
式
ル

l
ト
に
よ
る
ブ
ラ
ン
コ
の
援
助
要
請
も
ま
た
外
務
省
に

よ
り
さ
し
あ
た
り
拒
否
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
勃
発
に
直
面
し
た
ド
イ
ツ
の
各
政
策
参
画
者
は
、
以
上

の
よ
う
な
脈
絡
に
お
い
て
問
題
を
認
知
し
た
。
外
務
省
は
そ
の
独
自
の
立
場

か
ら
ス
ペ
イ
ン
へ
の
介
入
に
対
し
「
現
時
点
で
は
問
題
外
」
と
い
う
姿
勢
を

打
ち
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
へ
の
介
入
問
題
は
、
外
務
省
と

い
う
第
三
帝
国
の
行
為
経
路
内
に
お
い
て
、

uh尉
と
し
て
は
却
下
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
も
し
こ
の
問
題
が
専
ら
外
務
省
レ
ベ
ル
で
処
理
さ
れ
て
い
た
な
ら

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

ば
、
ド
イ
ツ
の
外
交
政
策
上
の
出
力
は
異
な
っ
て
い
た
か
否
か
。
こ
の
間
い

イ

フ

は
歴
史
に
お
け
る
仮
定
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
以
上
の
脈
絡
は
、

次
節
で
述
べ
ら
れ
る
決
定
過
程
及
び
そ
れ
以
降
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
ス
ベ
イ

ン
政
策
の
具
体
的
展
開
に
対
し
重
要
な
意
味
を
も
つ
に
至
る
の
で
あ
る
。

第
二
節

七
・
二
五
決
定

ス
ペ
イ
ン
の
反
乱
派
に
軍
事
援
助
を
与
え
る
と
い
う
決
定
は
、
外
務
省
の

意
向
を
無
視
し
つ
つ
、
ヒ
ト
ラ
ー
・
ゲ

l
リ
ン
グ
ら
に
よ
っ
て
、
七
月
二
五

(
幻
)

日
の
深
夜
に
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
日
の
決
定
の
内
容

と
そ
れ
に
基
く
準
備
体
制
の
特
徴
、
及
び
決
定
に
込
め
ら
れ
た
各
政
策
参
画

者
の
思
感
が
考
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
へ
の
介
入
政
策
に
対
す

る
政
策
参
画
者
間
の
姿
勢
の
差
異
が
浮
か
び
あ
が
る
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
七
月
二
五
日
午
前
、
ボ
l
レ
は
、

ブ
ラ
ン
コ
へ
の
援
助

に
関
す
る
外
務
省
の
否
定
的
な
態
度
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
こ
の
よ

う
な
外
務
省
の
態
度
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
警
告
に
満
足
す
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
ボ
l
レ
は
、
そ
の
後
直
ち
に
自
ら
の
後
見
人
た
る
総
統
代
理
ル
ド
ル

フ
・
ヘ
ス
と
長
い
時
間
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

へ
ス
は
フ

ラ
ン
コ
の
書
簡
を
ヒ
ト
ラ
ー
の
も
と
に
送
り
届
け
る
よ
う
指
示
し
た
。
そ
し

て
、
ラ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
と
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
、
外
国
組
織
部
幹
部
コ
一
人
に
伴

わ
れ
、
ヴ
ア
グ
ナ
l
祭
見
物
の
た
め
パ
イ
ロ
イ
ト
に
滞
在
し
て
い
る
総
統
ヒ

(n) 

ト
ラ
l
の
も
と
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
内

戦
へ
の
介
入
は
、
外
国
組
織
部
及
び
ル
ド
ル
フ
・
ヘ
ス
と
い
う
行
為
経
路
に

お
い
て
、
争
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

七
月
二
五
日
の
晩
、
観
劇
を
終
え
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
の
使
者
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と
会
見
し
た
。
そ
の
際
ブ
ラ
ン
コ
の
書
簡
が
ヒ
ト
ラ
ー
に
渡
さ
れ
、
ス
ベ
イ

(
幻
)

ン
の
政
治
・
軍
事
情
勢
が
説
明
さ
れ
た
。
会
談
の
途
中
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
陸
・
海

-
空
一
二
軍
の
責
任
者
を
招
集
し
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
と
と
も
に
バ
イ
ロ
イ
ト
に
滞

在
し
て
い
た
国
防
相
・
全
軍
最
高
司
令
長
官
プ
ロ
ン
ベ
ル
グ
及
び
航
空
相
・
空

軍
最
高
司
令
長
官
ゲ
l
リ
ン
グ
が
た
だ
ち
に
会
談
に
参
加
し
、
ま
た
遅
れ
て

海
軍
参
謀
本
部
航
海
局
長
ク
ベ
ッ
ト
(
守
口
宮
内
件
。
〉
が
駆
け
つ
恥
切
。
深
夜

に
ま
で
及
ぶ
こ
の
会
議
に
お
い
て
ブ
ラ
ン
コ
に
軍
事
援
助
を
与
え
る
こ
と
が

(お一)

決
定
さ
れ
た
。

ユ
ン
カ

l
ス
五
二
型
輸
送
機
二

O
機
と
ハ
イ
ン
ケ
ル
五
一
型
(
お
)

戦
闘
機
六
機
及
び
二

0
ミ
リ
高
射
砲
二

O
門
が
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(1) 

こ
の
決
定
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
援
助
が
ブ
ラ
ン
コ
軍
を
ス
ペ
イ
ン

1936年

本
土
へ
運
ぶ
輸
送
機
と
そ
の
護
衛
機
器
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
ブ
ラ
ン
コ
の
要
請
に
見
合
う
も
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の

側
か
ら
見
れ
ば
援
助
に
関
す
る
中
心
機
関
が
空
軍
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
第
二
に
、
援
助
が
量
的
に
も
限
定
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
輸

ドイツ外交政策とスペイン内戦

送
機
の
数
は
公
式
ル
l
ト
で
要
請
さ
れ
た
一

O
機
か
ら
二
倍
に
増
や
さ
れ
て

は
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
当
時
の
ド
イ
ツ
軍
の
総
力
か
ら
見
れ
ば
わ
ず
か

な
負
担
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

(
幻
)

て
い
た
」
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
限
定
は
、
当
初
ヒ
ト
ラ
ー
の
考
え
て
い
た

「
援
助
活
動
の
枠
は
厳
密
に
限
定
さ
れ

ス
ペ
イ
ン
へ
の
コ
ミ
ヅ
ト
メ
ン
ト
が
相
対
的
に
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
側
の
こ
の
よ
う
な
制
限
は
い
ず
れ
修
正

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
援
助
は
い
わ
ば
わ
し
山
貯
レ
妙
に
増
大
し
て
い
く
こ
と
に

な
ろ
う
。

さ
て
、
次
に
、
こ
の
会
議
の
出
席
者
た
ち
に
と
っ
て
ス
ペ
イ
ン
な
い
し
ス

ペ
イ
ン
内
戦
が
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
を
分
析
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
各
政
策
参
画
者
の
問
題
認
知
に

お
け
る
差
異
が
、
の
ち
の
彼
ら
の
行
動
に
お
け
る
差
異
を
規
定
す
る
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。

ヒ
ト
ラ
ー
は
内
戦
勃
発
以
前
ス
ペ
イ
ン
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
し
て
い
な

か
っ
た
。

『
我
が
闘
争
』
に
お
い
て
「
ス
ペ
イ
ン
」
へ
の
言
及
は
数
か
所
あ

る
が
、
外
交
政
策
の
観
点
か
ら
は
、
注
目
す
べ
き
記
述
は
な
い
。
外
交
政
策

方
針
を
中
心
に
し
て
書
か
れ
た
い
わ
ゆ
る
『
第
二
の
書
』
に
お
い
て
も
、

ベ
イ
ン
に
関
す
る
言
及
は
少
な
い
。
彼
の
考
え
に
よ
れ
ば
、

「
偉
大
な
歴
史

上
の
対
決
に
お
い
て
中
立
の
立
場
を
と
る
者
は
:
・
権
力
政
治
上
、
世
界
の
運

命
に
関
す
る
共
同
決
定
か
ら
排
除
さ
れ
る
」
の
で
あ
り
、
従
っ
て
第
一
次
世

界
大
戦
に
参
戦
し
な
か
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
役
割
は
l

|
参
戦
し
た
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
や
イ
タ
リ
ア
と
は
逆
に

l
l
「
第
二
級
の
国
」
の
そ
れ
へ
と
低
下
す

(お〉

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
独
英
伊
と
い
う
将
来
の
ド
イ
ツ
の
同
盟
構
想
に

ス
ペ
イ
ン
が
加
え
ら
れ
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
北
ア
フ ス
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リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
の
対
立
が
存
在
す
る
と
い
う

〈
鈎
)

前
提
に
お
い
て
の
み
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
対
立
は
実
際
に
は
存
在

「
ヒ
ト
ラ
ー
の
長
期
に
わ
た
る
プ
ロ

し
な
か
っ
た
。
総
じ
て
言
う
な
ら
ば
、

ス
ペ
イ
ン
は
一
九
三
六
年
ま
で
全
く
従
属
的
な

(
却
)

役
割
し
か
演
じ
て
い
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
ベ
ル
ゾ
ハ
ル
ト
の
証
言
に
も

グ
ラ
ム
的
計
算
に
お
い
て
、

ゲ
l
リ
ン
グ
の
証
言
に
も
、
当
初
ヒ
ト
ラ
ー
が
ブ
ラ
ン
コ
の
援
助
要
請
に
直

面
し
て
た
め
ら
い
を
見
せ
、
決
定
を
下
す
ま
で
熟
考
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

〈

目

ぱ

い
ー
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
た
め
ら
い
は
、
重
大
な
決
定
を
下
す
に
あ
た
っ
て
一

般
に
最
高
権
力
者
が
陥
る
心
理
状
態
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し

か
し
そ
こ
に
既
定
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
予
定
さ
れ
て
い
な
い
事
案
に
直
面

し
た
ヒ
ト
ラ
ー
の
と
ま
ど
い
を
読
み
と
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
不
当
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
ヒ
ト
ラ
ー
の
外
交
観
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
の
欠
落

か
ら
、
決
定
に
際
し
て
の
ヒ
ト
ラ
ー
の
「
意
図
」
を
め
ぐ
り
様
々
な
議
論
の

余
地
が
生
ず
る
。
彼
に
と
っ
て
問
題
で
あ
っ
た
の
は
「
政
治
的
・
戦
略
的
考

(
位
〉
慮
」
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
「
ナ
チ
ズ
ム
運
動
に
お
け
る
最
終
目
標
た

(
お
)

る
生
存
圏
問
題
の
解
決
」
が
賭
け
ら
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
軍
事

(
拘
)

経
済
的
な
考
量
が
・
:
重
要
な
役
割
を
果
し
た
」
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に

ハ
お
)

は
「
軍
事
的
対
立
場
裡
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
反
応
を
テ
ス
ト
す
る
」
と
い

う
動
機
が
働
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
の
様
々
な
動
機
が

ヒ
ト
ラ
ー
の
中
で
多
か
れ
少
な
か
れ
作
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
の

ち
に
ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン
介
入
政
策
を
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
繰
り
返
し
説

(
M
m
)
 

明
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
反
共
」
の
乱
発
は
む
し
ろ
、
具
体
的
な
「
正
当

化
」
根
拠
|
|
た
と
え
ば
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
修
正
」
や
「
民
族
自

決
」
な
ど
ー
ー
を
欠
く
ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
を
基
礎
。
つ
け
る
際
の
ヒ
ト

(
幻
)

ラ
l
の
「
政
治
的
当
惑
」
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ

こ
で
重
要
と
な
る
の
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
動
機
が
当
時
と
し
て
も
あ
い
ま
い
で

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
も
成
立
す
る
こ
と
か
ら
、
自
ら
を
ヒ
ト
ラ
ー
の
意

士
山
の
忠
実
な
執
行
者
と
見
な
す
様
々
な
政
策
参
画
者
が
ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン

政
策
に
流
入
し
て
く
る
余
地
が
残
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
関
し
て
は
第
二
章
第
二
節
で
よ
り
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。

ゲ
l
リ
ン
グ
に
と
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
ブ
ラ
ン
コ
へ
の
援
助
は
ま
ず
第
一
に

自
ら
の
率
い
る
空
軍
の
問
題
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
前
述
の
よ
う
に

ブ
ラ
ン
コ
か
ら
要
求
さ
れ
た
援
助
は
す
べ
て
空
軍
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
ゲ

l
リ
ン
グ
は
、
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
空
軍
の
最

高
司
令
長
官
と
し
て
、
国
防
軍
内
部
で
の
空
軍
の
発
言
権
向
上
を
め
ざ
し
努

カ
し
て
い
た
。
彼
は
「
陸
軍
と
の
対
等
の
地
位
を
求
め
る
要
求
を
隠
そ
う
と

(
刊
却
)

は
し
な
か
っ
た
。
」

か
か
る
ゲ

l
リ
ン
グ
に
と
っ
て
、
空
軍
に
よ
る
フ
ラ
ン

コ
へ
の
援
助
が
、
空
軍
の
存
在
と
そ
の
有
効
性
を
対
内
的
に
強
調
す
る
チ
キ
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ン
ス
に
映
じ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
証
言
を
信

用
す
る
と
す
れ
ば
、
ゲ

l
リ
ン
グ
は
「
世
界
史
上
は
じ
め
て
地
上
軍
が
空
路

を
用
い
て
一
つ
の
大
陸
か
ら
他
の
大
陸
へ
輸
送
さ
れ
る
と
い
う
考
え
に
た
い

(
ぬ
)

そ
う
感
激
し
た
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、
の
ち
に
ゲ
l
リ
ン
グ
は
、
ブ
ラ
ン
コ

「
年
若
い
空
軍
を
あ
れ
こ
れ
と
技
術
上
の
点
で
テ
ス
ト

すへ
るぬの
」じ援

機助
会の
を中
見に
出
す

至
る
の
で
あ
る

ゲ
l
リ
ン
グ
に
と
っ
て
ス
ペ
イ
ン
問
題
は
第
二
に
、
原
料
と
外
国
為
替
の

問
題
に
つ
な
e
か
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
当
時
の
第
一
一
一

帝
国
は
軍
備
拡
張
の
急
テ
ン
ポ
な
進
展
に
よ
り
深
刻
な
原
料
・
外
国
為
替
危

1936年 (1)

機
に
直
面
し
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
危
機
は
、

一
九
三
六
年
四
月
四
日
に

「
原
料
・
外
国
為
替
問
題
全
権
委
員
」
に
任
命
さ
れ
て
い
た
ゲ
l
リ

γ
グ

と
、
「
経
済
の
独
裁
者
」
シ
ャ
ハ
ト
ハ

E
-
p
z
n
y
c
-
-経
済
相
兼
国
立

ドイツ外交政策とスベイン内戦

銀
行
総
裁
ー
ー
と
の
経
済
政
策
上
の
路
線
対
立
を
も
生
み
出
し
て
い
た
の
で

(“) 

あ
っ
た
。
か
か
る
文
脈
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
バ
イ
ロ
イ
ト
会
談
の

五
日
後
す
な
わ
ち
七
月
三

O
日
に
開
催
さ
れ
た
ゲ

l
リ
ン
グ
及
び
そ
の
経
済

ス
タ
ッ
フ
の
会
議
で
あ
る
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
ゲ
l
リ
ン
グ
は
、
シ
ャ
ハ

ト
と
の
経
済
路
線
上
の
対
抗
関
係
を
前
提
と
し
つ
つ
、
ス
ペ
イ
ン
へ
の
援
助

問
題
と
原
料
・
外
国
為
替
問
題
を
直
接
に
結
び
つ
け
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
際
、
ブ
ラ
ン
コ
へ
の
援
助
物
資
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
資
源
と

(
陀
)

パ
l
タ
l
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
が
す
で
に
了
解
さ
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
ゲ

ー
リ
ン
グ
は
、

ス
ペ
イ
ン
問
題
に
関
し
、

「
原
料
・
外
国
為
替
問
題
全
権
委

員
」
と
し
て
の
立
場
か
ら
も
反
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
再
び
第
二
章
第
三
節
で
触
れ
ら
れ
よ
う
。

プ
ロ
ン
ベ
ル
ク
が
こ
の
会
議
に
お
い
て
い
か
な
る
態
度
を
示
し
た
の
か

は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
メ
ル
ケ
ス
や
ヒ
a
w
l
-

ト
マ
ス
は
、
プ

(
M
M
)
 

ロ
ン
ベ
ル
グ
が
援
助
に
反
対
し
た
と
し
て
い
る
が
、
確
証
は
な
い
。
こ
れ
以

降
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
の
展
開
に
対
す
る
国
防
軍
、
主
に
陸
軍
の
態
度
を
考
え

る
場
合
、
考
慮
す
べ
き
点
は
以
下
の
三
点
で
あ
ろ
う
。
第
一
は
、
当
時
の
国

プ

ヲ

イ

オ

リ

テ

イ

防
軍
の
最
優
先
順
位
が
、
軍
備
拡
張
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
三
月
一
六
日
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
行
な
っ
た
再
軍
備
宣

言
に
お
い
て
、
三
六
個
師
団
の
軍
隊
を
建
設
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
が
、

こ
れ
が
当
時
の
陸
軍
の
至
上
命
令
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ

の
計
画
の
実
現
は
、
先
に
述
べ
た
原
料
・
外
国
為
替
危
機
の
進
展
に
よ
っ

す
な
わ
ち
、

て
、
著
し
く
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
当
時
原
料
不
足

の
た
め
に
軍
需
工
場
が
七

O
%し
か
操
業
さ
れ
ず
、
た
と
え
ば
軍
用
車
輔
の

生
産
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
八
月
に
は
計
画
の
二

O
O
O綱
か
ら
一
六

O

O
輔
に
減
少
す
る
と
い
っ
た
深
刻
な
事
態
が
生
じ
て
い
た
事
か
ら
も
窺
わ
れ

(“) 

ょ
う
b

従
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
へ
の
援
助
が
、
も
し
陸
軍
に
よ
る
大
量
援
助
で
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あ
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
ら
の
軍
拡
計
画
へ
の
重
大
な
打
撃
を
意
味
し
た
。
第
二

は
、
し
か
し
、
援
助
が
、
当
初
は
空
軍
に
よ
る
限
定
的
な
行
動
で
あ
っ
た
と

言
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
少
く
と
も
陸
軍
に
と
っ
て
は
、
ス
ペ
イ
ン

へ
の
援
助
は
さ
し
あ
た
り
管
轄
外
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
は
、
プ
ロ
ン

ベ
ル
ク
が
、
国
防
軍
の
同
僚
か
ら
も
「
ゴ
ム
製
の
ラ
イ
オ
ン
」
(
の
回
目

g-

戸
市
言
。
〉
あ
る
い
は
「
ヒ
ト
ラ
ー
青
年
団
ク
グ
エ
ッ
ク
ス

(百円
r
H
H
g
m
m

c
g
H〉
」
(
ヒ
ト
ラ
ー
-
ユ

l
ゲ
ン
ト
に
属
す
る
一
少
年
が
「
配
事
訓
告
」
の
教

義
を
信
奉
し
て
献
身
的
に
行
動
す
る
様
を
描
い
た
同
名
の
映
画
か
ら
取
っ
て

(
伍
)

こ
ら
れ
た
も
の
)
と
湾
名
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
追
従
を
深
め
て

い
た
事
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ン
ベ
ル
ク
及
び
国
防
軍
(
主
に

陸
軍
〉
は
、
ス
ペ
イ
ン
政
策
の
展
開
に
対
し
、
明
確
な
立
場
を
表
明
せ
ぬ
ま

ま
、
優
柔
不
断
な
態
度
を
と
り
続
け
る
こ
と
と
な
る
。

海
軍
参
謀
本
部
航
海
局
長
ク
ベ
ッ
ト
が
ブ
ラ
ン
コ
へ
の
援
助
を
ど
う
考
え

た
か
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
考
え
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
に

せ
よ
、
彼
は
ヒ
ト
ラ
ー
、
ゲ
l
リ
ン
グ
、
ブ
ロ
ン
ベ
ル
グ
に
比
べ
て
あ
ま
り

A
V
a
a
a

ア
・
プ

ν
イ

ヤ

』

に
も
力
の
弱
い
一
人
の
準
政
策
参
画
者
で
し
か
な
か
っ
た
。
彼
は
た
だ
、
バ

イ
ロ
イ
ト
で
の
決
定
を
忠
実
に
実
行
す
る
以
外
術
は
な
か
っ
た
。

ナ
チ
党
外
国
組
織
部
セ
ウ
タ
地
区
班
経
済
指
導
者
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
に
と
っ

て
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
と
り
わ
け
党
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

I
上
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
上
、

自
ら
の
功
名
心
を
満
足
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
に
映
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事

実
、
彼
は
の
ち
に
ゲ
l
リ
ン
グ
の
信
任
を
得
て
党
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
「
琴

(
日
開
)

星
の
ご
と
き
昇
進
」
を
勝
ち
と
り
、
ま
た
独
西
経
済
分
野
に
お
い
て
も
著
し

い
活
動
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
A

介
の
ナ
チ
党
員
の
功
名
心
は
、
早

く
も
九
月
に
彼
を
し
て
「
総
統
か
ら
ブ
ラ
ン
コ
の
下
へ
派
遣
さ
れ
た
代
表

(
幻
)

者
」
と
自
任
さ
せ
る
に
至
り
、
多
く
の
ド
イ
ツ
外
交
官
及
び
ス
ペ
イ
ン
人
の

墾
廷
を
か
う
こ
と
と
な
る
。

さ
て
、
翌
七
月
二
六
日
早
朝
か
ら
ブ
ラ
ン
コ
に
援
助
を
送
る
準
備
が
急
ピ

ツ
チ
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ゲ
l
リ
ン
グ
と
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
ま

ず
援
助
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
、
そ
の
問
、
援
助
物
資
の
積
み
出
し
港
と

な
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
海
軍
将
校
リ
ン
ダ
ウ
(
亡
ロ

L
E〉
が
ヒ
ト
ラ
ー
直
属

機
で
バ
イ
ロ
イ
ト
へ
招
集
さ
れ
た
。
ま
た
ベ
ル
リ
ン
か
ら
は
航
空
次
官
ミ
ル

ヒ
(
富
山
-
ロ
ご
が
駆
け
つ
け
た
。
彼
ら
二
人
は
ゲ

1
リ
ン
グ
の
も
と
で
協
議

を
続
け
た
。
そ
の
後
直
ち
に
リ
ン
ダ
ウ
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
へ
、
ミ
ル
ヒ
は
ベ
ル

リ
ン
へ
戻
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
て
準
備
の
細
目
を
検
討
す
る
こ

(純一〉

と
と
な
っ
た
。

、
ル
ヒ
は
同
日
午
後
、
航
空
省
内
の
小
会
議
室
で
ス
タ
ッ
フ
会
議
を
開
催

し
た
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
航
空
省
内
に
援
助
の
た
め
の
特
別
機
関
を
設

置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
ヴ
ィ
ル
ベ
ル
グ
(
当
E
O
H
m
)
が
指
揮
を
取
る
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こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
機
関
は
ヴ
ィ
ル
ベ
ル
グ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
特
別

タ
l
プ
局
W
」
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
現
地
に
お
け
る
援
助
の
受
け
入

れ
の
た
め
に
、
擬
装
民
閉
会
社
「
ス
ペ
イ
ン

l
モ
ロ
ッ
コ
輸
送
会
社
」

(
《

U
C
E官
官
同
町
宮
口
中
宮
田
口
O
』
己
日
常
吋

5
5
-
M
C同
円
。

ωw
以
下
回
窃
冨
〉

と
略
〉
の
設
立
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
会
社
の
管
理
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
担

当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
の
軍
事
要
員
を
監
督
し
、
ス
ベ

イ
ン
軍
の
た
め
の
訓
練
部
隊
を
組
織
す
る
目
的
で
、
シ
ェ
l
レ
(
ω
n
r
o
巳
O
〉

の
下
に
「
旅
行
会
社
連
盟
」
(
何
色
湾
海
回
目
口
出
円
}
百
円
仲
田
口
ロ
問
。
ロ
)
が
設
立
さ
れ

た
。
シ
ェ

I
レ
は
一
一
月
に
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ド
ル
兵
団
(
戸
町
田
問
。
ロ
の
O
口弘
C
H
〉

1936年 (1)

が
ス
ペ
イ
ン
に
到
着
す
る
ま
で
、
実
質
的
に
現
地
の
ド
イ
ツ
人
部
隊
を
指
揮

(ω) 

す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
こ
の
ブ
ラ
ン
コ
へ
の
援
助
の
決
定
と
準
備
の
過
程
に
お
い
て
示
さ

れ
た
注
目
す
べ
き
特
徴
は
、
外
務
省
が
完
全
に
排
除
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で

ドイツ外交政策とスペイン内戦

あ
る
σ

し
か
も
こ
の
排
除
は
決
し
て
偶
然
的
で
は
な
く
政
治
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
た
と
え
外
相
ノ
イ
ラ
l
ト
が
二
五
日
の
晩
に
バ
イ
ロ
イ

(

卯

〉

ト
に
滞
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
リ
ン
ダ
ウ
の
も
と

へ
差
し
向
け
た
ヒ
ト
ラ
ー
専
用
機
を
ノ
イ
ラ
l
ト
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
は

(日
v

い
く
ら
で
も
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
ノ
イ
ラ

1
ト
以
外
の
外
務

省
幹
部
を
ベ
ル
リ
ン
か
ら
招
集
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
(
海

ク
同
諸
島
ア
・

J
7
ν

イ
ヤ
1

軍
か
ら
の
代
表
が
コ
ウ
ベ
ッ
テ
と
い
う
準
政
策
参
画
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
合
わ
せ
れ
ば
、
外
務
次
官
さ
ら
に
は
局
長
部
長
ク
ラ
ス
の
幹
部
で
も
十
分

で
あ
っ
た
ろ
う
)
。

し
か
も
、
外
務
省
は
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
パ
イ
ロ
イ
ト

で
の
決
定
を
知
ら
さ
れ
ぬ
ま
ま
放
置
さ
れ
た
。
休
暇
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
一
戻
一
つ

た
外
相
ノ
イ
ラ
l
ト
は
前
述
の
デ
ィ
エ
ク
ホ
フ
に
よ
る
国
防
省
外
国
局
宛
て

メ
モ

l

l
す
な
わ
ち
非
公
式
ル

l
ト
で
の
援
助
要
請
を
拒
否
し
た
メ
モ

1
1

〔ロ
υ

の

片

す

み

に

-hnEF間
J
R
a
と
記
し
て
い
た
し
(
日
付
は
な
い
が
、
七

月
末
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
)
、
ま
た
七
月
二
八
日
、
外
務
省
政
務

局
長
デ
ィ
エ
ク
ホ
フ
と
政
務
局
第
三
課
長
デ
ュ
モ
ン

(
U
Z
B
S
C
は
相
変
わ

ら
ず
二
四
|
二
五
日
段
階
に
お
け
る
援
助
引
渡
し
反
対
の
立
場
を
維
持
し
て

(目び

い
た
の
で
あ
っ
た
。
元
外
務
次
官
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
は
そ
の
回
想
録
に
お

い
て
、
パ
イ
ロ
イ
ト
会
談
の
数
日
後
、
決
定
の
内
容
を
知
ら
さ
れ
た
時
、

ユ
1
・ハ

1
ラ

ッ

ク

ユ

ト

〈

白

川

}

「
非
常
に
驚
い
た
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
外
務
省
の
反
応
は
、
誇
張

を
差
し
引
け
ば
、
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
外

務
省
は
、
ス
ペ
イ
ン
政
策
を
め
ぐ
る
党
機
関
を
も
含
め
た
執
行
権
カ
内
部
で

の
政
治
に
お
い
て
、
す
で
に
初
期
の
段
階
か
ら
後
退
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
な
お
、
念
の
た
め
付
言
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
ス

ベ
イ
ン
干
渉
政
策
に
外
務
省
が
責
任
を
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
。
か
か
る
点
に
お
い
て
示
唆
的
な
の
は
、
デ
ィ
エ
グ
ホ
フ
が
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七
月
三
}
日
|
1
文
章
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
お
そ
ら
く
パ
イ
ロ
イ
ト
会
談

の
決
定
を
知
ら
さ
れ
た
直
後
|
|
に
マ
ド
リ

l
ド
駐
在
ド
イ
ツ
大
使
館
へ
宛

て
た
次
の
ご
と
き
指
示
で
あ
る
。
「
〔
反
乱
派
へ
の
〕
飛
行
機
供
給
に
つ
い
て

は
、
ド
イ
ツ
政
府
は
関
知
し
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
を
ス
ペ
イ
ン
政
府
に
伝

え
て
ほ
し
い
。
:
:
:
け
れ
ど
も
一
方
、
私
人
あ
る
い
は
私
企
業
が
純
粋
に
貿

易
よ
の
供
給
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
救
援
物
資
な
い
し
生
活
必
需

口
問
、
あ
る
い
は
今
ス
ペ
イ
ン
政
府
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
輸
送
手
段
の
供

給
が
議
論
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
状
況
は
あ
り
う
る
。
か
か
る
場
合
に
は
、

ド
イ
ツ
政
府
で
あ
れ
他
の
い
か
な
る
政
府
で
あ
れ
、
供
給
を
阻
止
す
る
法
律

(

日

)

上
な
い
し
事
実
上
の
可
能
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
:
:
・
。
」
す
な
わ

ち
、
こ
の
言
わ
ず
も
が
な
の
但
し
書
き
の
中
に
は
、
国
同

ω宮
〉
と
い
う
擬

装
民
間
会
社
を
通
じ
た
ド
イ
ツ
の
援
助
を
正
当
化
す
る
論
理
が
早
い
か
含
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る

J

し
か
し
そ
の
問
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
コ
へ
の
援
助
は
急
速
に
軌
道
に
の
り

つ
つ
あ
っ
た
。
七
月
二
七
日
朝
、
ベ
ル
リ
ン
の
テ
ン
ベ
ル
ホ
l
フ
空
港
か
ら

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
ラ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
を
乗
せ
た
ユ
ン
カ
l
ス
五
二
型
機
一
機

が
ブ
ラ
ン
コ
の
下
へ
向
け
て
飛
び
立
っ
た
。
二
八
日
午
後
、
こ
の
ユ
ン
カ
l

ス
機
は
テ
ト
・
ヮ
ア
ン
に
到
着
し
、
そ
の
後
直
ち
に
ア
フ
リ
カ
駐
留
軍
を
ス
ベ

〔
白
州
〉

イ
ン
本
土
に
輸
送
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
七
月
二
六
日
及
び
二
七
日
、
マ
ド

リ
ー
ド
駐
在
ド
イ
ツ
大
使
館
顧
問
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
デ
マ
ン
は
「
全
軍
事
情
勢
は

ハ
門
別
〉

相
当
程
度
政
府
側
に
有
利
と
な
っ
て
い
る
」
と
報
告
し
た
が
、
四
日
後
の
三

一
日
、
モ
ロ
ッ
コ
軍
の
ジ
プ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
横
断
を
確
認
し
た
上
で
、

乱
派
の
情
勢
は
目
に
見
え
て
好
転
し
て
い
る
」
「
政
府
側
が
勝
利
す
る
見
通

〈

問

〉

し
は
減
少
し
た
」
と
そ
の
判
断
を
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
訂
正
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
か
く
て
反
乱
派
は
、
ド
イ
ツ
の
援
助
に
よ
り
、
決
定
的
な
窮
地
か
ら

脱
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
反
乱
派
は
、
当
初
短
期
的
な
見
通
し
の
下
で
の
軍
事
ク
ー
デ

タ
を
企
て
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
、
イ
タ
り
ア
と
と
も
に
ド
イ
ツ

が
反
乱
派
に
援
助
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
紛
争
は
俄
か
に

(
印
)

「
国
際
的
内
戦
」
の
様
相
を
呈
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
ス
ベ

イ
ン
政
策
に
は
、
す
で
に
決
定
と
準
備
の
段
階
に
お
い
て
、
多
く
の
政
策
参

画
者
が
独
自
の
思
惑
を
携
え
つ
つ
参
加
し
て
い
た
。
こ
の
政
策
の
具
体
的
遂

行
過
程
に
お
い
て
、
政
策
参
画
者
の
枠
は
一
史
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

(

1

)

か
か
る
問
題
に
関
し
て
は
、
参
照
、
〉

5
8ロ・

NwhhSE

。h，
b
R
h・

=.3ω-HSlHa-
邦
訳
、
一
九
五

l
二

O
O頁。

〈

2
〉

同

orロ
明
・
ゎ
D
〈
ゆ
H
払
即
日

p
b
a
R
b滋
同
芯
H
m司

d
g誌
な
お
宮
H
F
怜
句
、
。
苦
.
札
制

nhs.N
酒、。‘
u
-
M
H
F
P
円四円。ロ
H
由
叶
一

Y
ω
・
叶
。
・

ー「

反
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e
i
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e
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e
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V
o
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S
p
a
n
d
a
u
 

1955. 
T
u
b
i
n
g
e
n
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 Au
f
z
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i
c
h
n
u
n
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o
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A
f
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o
n
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d
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h
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e
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i
n
g
 

the 
Dictators 

1923-1938. 
L
o
n
d
o
n
 
1962. 
S. 
399. 
事長信，
r" 

-
iト
〉
回
騒
騒
吋
<
0
題
総
榊
.
.
¥
J
Q
沼
稲
ム
J

陸
キ
k
煙量

11~五，
r
{
ト
ト

納¥1lIS
1
長
iく
巴
社
，
<
 111叫
'
秘
密
i。

(
~
)
 
..，9~ベ\，ミ-íミ

Jミl'(l(と議
Q
t
r
~
'
1
1¥' 
K
 '" 
T-tr¥>お
Q
I'¥トト

lト

守
ト
"
'
~
対
{
巡
~
側
面
|
く
会
I~添

Aば
ν
4

トl'(lJ
(トー
ι:::--..-';.ム
組
側
';L."
"
 

4く
魁
恕
極
~
~
叫
:
C
-

H
入

1ト
P
λ
)

..\Jム'"脳Elm:~1i番強
Q
純
図
~
r
ヨ

:Q<.0";¥--，ム-i2
)J
心
会
IIII司
機
←
'
(
.w'tJ z!必:，

0
 
S
c
h
w
e
n
d
e
m
a
n
n
 

(
M
a
d
r
i
d
)
 a
n
 A
A
 2. 
8. 
1936. 
A
A
/
2
2
0
7
/
4
4
4
6
/
E-086268. 

(虫
)
A
D
A
P
.
 Nr. 
5. 
S. 
8
 

cm 
A
D
A
P
.
 Nr. 
10. 
S. 
1
H
2
.
 

(c;j) 
.o，Jm:::
l
 Hく回以来日司市\'--杓~-i2..\Jム'"苦言..，9

U松
ム
E
韓
量
殺
れ
q

主V

ム.}2~'
I!i京何千ノt!

1命
保
守
v
~
¥--' 
:， 
l'(l
o
 V
gl.， 
A
b
e
n
d
r
o
t
h
.
昂
!tler

(
的
)
A
是
ten
z
U
r
 Deutschen 

A
u
s
w
詰
rtigen
Politik 
1918-1945. 

Serie 
D
.
 Bd. 3. 
Deutschland u

n
d
 d
e
r
 Spanische 

B
u
r
g
e
r
圃

krieg 
(1
936-1939). 

(工ミト
A
D
A
P
よ
]
笹
←
。
容
は
線
l
W
，
Q
4ヨム

E至心
，
A
D
A
P
 t!
)J Q
 Serie 
D
.
 Bd. 3
 .，(<i!ie!+"-)' 

D
o
k
u
m
e
n
t
 

N
r. 
2. 
S. 
5. 

〈
ザ
)
A
D
A
P
.
 N
r. 
6. 
S. 
9. 

(
凶
)

.llム
It'-ー

{
~
ν
制
E趣

Q
:g)~'ふ-:::--

>-
'"，ぽ

ν
Q
制
m
~
Q

体側.，{<i

l長重封+"-l'(lt(制
1m;;'
11 
Î
'
~
点
。
A
D
A
P
.
N
r
.
 6. 
S. 
9
同
o
Fiessler 

(
D
e
u
t
s
c
h
e
 
Gesandtschaft 

in 
Lissabon) 

a
n
 A
A
 CA
u
s
w
a
r
-

tig
邸
A
m
t
)
27.7.1936. in: 

T
h
e
 G
e
r
m
a
n
 Foreign Ministry 

D
o
c
u
m
e
n
t
s
.
 M
i
c
r
o
f
i
l
m
 
Series 
T
 -1
2
0
 (i
n: 
National 

Archi-

ves U
S
A
)
.
 
R
o lI 
164
1. 
Serial 
3371. 
F
r
a
m
e
 
E
-
0
1
0
6
1
5
-
1
6
 

(工芸ドー必
Q
吋
れ
以
笹
岡
ト
ト
(
3
'
A
A
/
1
6
4
1
/
3
3
7
1/E
-
0
1
0
6
1
5
-
1
6
)。

(
由
)
K
 '
(
ャ
λ
思
中
立
ト
口
は
お
む
l
'
(
l
，
、
か
え
同
額
援
Q
)
思
議
~
:
:
:
J
K
.
J
\
-
-
，

:t!' 
$
堕
~
'
F
r
a
n
z
 
Spielhagen 

(
p
s
e
u
d
o
n
y
m
)
.
 
S，ρ
ione 
u
n
d
 

V
e
r
s
c
h
w
o
r
e
r
 in 
Spanien. 

S. 
119-132. 

(
吋
Harper.
G
e
門
叩
n
E
c
o
n
o
m
i
c
 Policy in

命
ain.
S. 
18-19. 

(∞
)
 A
D
A
P
.
 N
r. 
6. 
S. 
9
;
 A
D
A
P
.
 Nr. 
10. 
S. 
11-12. 

(∞
)
 A
D
A
P
.
 N
r. 
10. 
S. 
11-12. 

C;:::;) 
V
g
l.， 
Jacobsen. 

Nationalsozialistische 
Ausenpolitik，

 S. 

90-160. 

(
コ
)
Jacobsen. 

Nationalsozialistische 
Ausenpolitik. 

S. 
35. 

(
自
)
ヨ
ロ
{l!;!ff'
ホ
ホ
.
f{::--ー
ι.r

モト4
く<-4~i!l:r1<l
1
 

~-tJ
K

(l十'

(同)社忠告都直、ハヤYK4限極限求人'TL



研究ノート

吉
丸
、
、
同
』
v
s
r円
F
s
b
z
g
-
ω
ω
ω
ω
?〉ロ
S
・
g
-

(
幻

)
h
b
h』M
・
ω
A
H
-
〉
ロ
ヨ
-
H・
一
九
三
九
年
七
月
五
日
付
文
書
、

=。
L
Oロω〈
2
-
a
r
zロ
肉
。
ロ
同
ロ
-
E
F
H
r
L
2
ロ
2
ロ仏己ロ
m
L
g
ω
司何回口一-

mw百

roロ目白『ぬめ円}内円山内∞∞印刷
f

(
幻
)
ぐ

5
2・
h
Q
h
p語
号
詰

.Q
吉

HHN.・
ω・
ωω
∞
ωAH・

〈
斜
〉
海
軍
か
ら
の
代
表
は
カ
ナ
リ
ス
海
軍
提
督
ハ
国
防
省
軍
事
諜
報
部

長
)
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
長
い
間
主
張
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
で
は

こ
の
「
カ
ナ
リ
ス
」
説
に
か
わ
り
「
ク
ベ
ッ
ト
」
説
が
有
力
で
あ
る
。

ア
ー
ベ
ン
ト
ロ

l
ト
に
よ
れ
ば
、
コ
ウ
ベ
ッ
テ
の
パ
イ
ロ
イ
ト
会
談
へ

の
参
加
は
文
書
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
〈
四
日
・
・

国
m
g
国
2
5
m
〉

Z
ロ
舟
♀
y
-
b
o
E
g
n
r
gロ
含
同
州
a
z
-
s
ω
匂
守

口町
nrh山
口
切
口
円
向
。
円
}
内
丘
町
民
J
~
ロ
h担
向
白
口
同
町
内
丘
町
ロ
ロ
r
p
r
a
m
-
-
何
出
足
、
、
.

U
S
H
R
F
N
S
L
S礼
札
な
ミ
町
内
言
-
ミ
ね
な
え
も
S
語
、
弘
之
内
潟
、
是
正

札
2
U
3
.
H
H
S
N
Nミ
S
2・
。
停
留
刊
E
C同
町
包
斗
少

ω-KM叶
少
〉
回
目
・
由

(
お
)
現
在
、
こ
の
バ
イ
ロ
イ
ト
会
談
の
経
過
に
つ
い
て
確
定
的
な
像
を
描

く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
一
九
七

0
年
代
前
半
ま
で
、
多
く
の
論
者
の

主
張
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
ハ
円
、
ま
ず
ヒ
ト
ラ
ー
と
ブ
ラ
ン
コ

の
使
者
と
の
会
談
(
第
一
回
会
談
)
が
開
か
れ
た
。
∞
、
そ
の
後
ヒ
ト

ラ
ー
と
三
軍
代
表
者
の
み
の
会
談
が
関
か
れ
(
第
二
回
会
談
)
、
そ
こ

に
お
い
て
ブ
ラ
ン
コ
へ
の
援
助
が
決
定
さ
れ
た
。
(
以
上
の
二
点
は

b
b
h曲、・

ω-hp
〉
ロ
ヨ
・
ゲ
前
掲
文
書
に
基
づ
く
)
伺
、
第
二
回
会
談

の
際
ヒ
ト
ラ
ー
は
一
定
の
た
め
ら
い
を
示
し
た
が
、
ゲ

i
リ
ン
グ
は

「
事
情
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
支
持
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
ヒ
ト

ラ
ー
に
「
勧
告
し
た
。
」
(
こ
の
点
は
ゲ
l
リ
ン
グ
が
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

グ
法
廷
で
行
な
っ
た
陳
述
叶
え
喜
久
忠
、
ミ
ミ
号
司
号
。
江
主
E

s

r

p》
Z
S
G
N
3
H
Rヨ
ミ
"
が
g
h
s・&
R
U
吋
コ

F
S
Q
N
(以
下

同
コ
ミ
宅
内
と
略
)
増
田
牛
・
少
切

M
8・
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
見
解

は
、
巧
3
F
2
m
-
司
、
克
己
ミ
官
、
s.q
久
田
町
内
向
ユ

p
s
a
辺、

戸

ω
-
M
∞∞
l
M
∞U
-

が
ほ
ぼ
代
表
し
て
い
る
。

し
か
し
最
近
に
な
っ
て
、
会
談
の
当
事
者
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
か
ら
の
聞

き
取
り
に
基
づ
き
前
者
と
異
な
る
像
を
提
出
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
付
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
使
者
と
の
会
談
は
最
後
ま
で
続
け

ら
れ
、
こ
の
会
談
の
途
中
に
三
軍
代
表
者
が
駆
け
つ
け
て
合
流
し
た
。

白
、
三
軍
代
表
者
の
合
流
以
前
に
ヒ
ト
ラ
ー
は
単
独
で
ブ
ラ
ン
コ
へ
の

援
助
を
決
定
し
て
い
た
。
向
、
ゲ
ー
リ
ン
グ
は
初
め
援
助
提
供
に
反
対

し
た
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
意
志
が
固
い
と
見
る
や
直
ち
に
賛
成
に
回
っ

た
。
以
上
の
見
解
は
、
〈
5
8・
h
a
降
雪
国

S
E
E
M刊
Fω
・
ωω
叶
ω
8・

が
代
表
的
で
あ
る
が
、
出
cmr
吋

}HOBS-
句
、
。
詰
.
h
F
q芝
町
引
で
お
コ

Hm42E]
白ロ《目。ロ
-ω
円
mOL
宮山町件目。ロ・

HhDロ
LDロ]{由叶
uwuω
・
ωuuuω
由・

ゃ
、
〉
ゲ
凸
ロ
《
]
岡
2
v・
3
0
0
ロ丹田口冨白ロ門
r
H
N
D
-
r
r
u
ω
官
ロ
-Rrmロ

∞口同開
2
r
H
5四2
・
ω・
ω
3・
も
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
行
な
っ
た
ベ
ル

γ

ハ
ル
ト
か
ら
の
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て
同
国
同
を
主
張
し
て
い
る
。
戸

田
正
巳
問
。

ω凶
-
m
g
n
h
h
N
h
u詰
札
ぬ
ミ

s
s
g
白
岡
句
、

nsa
』
呂
町
lHU匂山
y

冨
主
同
片
品

H
u
g
-
ω
・
8
l品
目
・
も
、
根
拠
を
あ
げ
て
い
な
い
が
、
同
旨

を
主
張
し
て
い
る
。
決
定
に
際
し
て
の
各
政
策
参
画
者
の
政
治
的
力
関

係
を
注
視
す
る
本
稿
の
視
角
か
ら
す
れ
ば
、
問
題
に
な
る
の
は
会
談
に
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第
二
章

軍
事
援
助
の
展
開

第
一
節

軍
事
援
助
の
初
期
的
展
開

あ
る
国
家
の
外
交
活
動
を
考
察
す
る
際
、
本
国
政
府
と
各
出
先
機
関
(
大

使
館
、
領
事
館
、
駐
留
軍
な
ど
)
の
意
志
と
行
動
を
分
析
上
同
一
視
す
る
こ

と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
し
ば
し
ば
用
い
る
便
利
な
仮
定
で
あ
ろ
う
。
出
先
機
関

が
一
定
の
行
動
を
と
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
本
国
の
意
志
の
表
現
と
見
な
さ
れ

1936年 (1)

る
。
逆
に
、
本
国
の
決
定
は
、
出
先
機
関
に
よ
り
忠
実
に
実
行
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
本
国
と
出
先
機
関
の
意
志
と
行
動
の
間
に

微
妙
な
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
出
先
機
関
は
、
任
地
の
情
勢
に

ドイツ外交政策とスベイン内戦

関
し
、
本
国
の
政
府
よ
り
も
深
い
認
識
を
持
っ
て
い
る
と
自
負
す
る
傾
向
に

あ
ろ
う
。
逆
に
、
本
国
の
側
で
は
、
出
先
機
関
の
判
断
は
、
一
般
的
な
国
際

情
勢
や
本
国
内
の
政
治
情
勢
へ
の
深
い
認
識
を
欠
い
た
偏
狭
な
も
の
で
あ
る

と
見
な
す
こ
と
も
多
い
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
と
り
わ
け
国
際
政
治
上
危
機

と
呼
ば
れ
る
局
面
に
お
い
て
し
ば
し
ば
顕
在
化
す
る
。
出
先
機
関
は
、
本
国

が
指
示
し
て
く
る
方
針
に
不
満
を
持
っ
た
場
合
、
隠
然
た
る
抵
抗
を
試
み
た

り
、
自
ら
の
権
限
を
越
え
る
こ
と
を
承
知
で
行
動
し
た
り
す
る
こ
と
も
稀
で

は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
「
現
場
の
突
出
」
と
そ
れ
に
基

づ
く
国
際
紛
争
の
エ
ス
カ
レ

l
シ
ョ
ン
の
一
例
を
ド
イ
ツ
の
ス
ベ
イ

γ
政
策

円

1
)

の
中
に
見
出
す
で
あ
ろ
う
。

O 七
門月
そ三
のー
他日
のの

壁蛇
r ハ

w イ
資 v

が手
軍ノレ
五
事一
要
型
員叫
八詰

父壁
しノ、

主境
もこ
に O

ンリ
プ高
ノレ 射
ク砲

港
を
出
発
し
、
八
月
六
日
に
ス
ペ
イ
ン
本
土
南
端
の
港
カ
デ
ィ
ス
に
到
着
し

(2) 

た
。
そ
の
問
、
要
求
さ
れ
た
ユ
ン
カ

l
ス
五
二
型
機
は
空
路
テ
ト
ク
ア
ン
に

到
着
し
た
。
バ
イ
ロ
イ
ト
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
援
助
物
資
は
こ
う
し
て
八

月
上
旬
ま
で
に
す
べ
て
反
乱
派
に
提
供
さ
れ
、
「
集
中
砲
撃
作
戦
」

(
C
E
R
-

E
F自
g
H
1
2白吋
N
E
Z
C
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ン
コ
援
助
行
動
が
全
力
で
展

開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
敵
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
場
合
以
外
に
は
戦
闘
行
為

へ
の
参
加
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
ハ
イ
ン
ケ
ル
戦
闘
機
は
、
作
戦
展
開
の
あ
い

(
3
)
 

だ
輸
送
機
の
防
衛
に
あ
た
っ
た
。

彼
ら
の
指
揮
は
シ
ェ

l
レ
少
佐
が
担
当
し
た
。
彼
は
ベ
ル
リ
ン
の
航
空
省

(
4
)
 

内
に
あ
る
「
特
別
局
W
」
に
対
し
箪
の
回
路
を
通
じ
て
連
絡
を
持
っ
た
。
従

っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
に
送
ら
れ
た
ド
イ
ツ
人
部
隊
に
関
す
る
問
題
は
通
常
、
航

空
相
ゲ

l
リ
ン
グ
、
同
次
官
ミ
ル
ヒ
、
「
特
別
局
W
」
局
長
ヴ
ィ
ル
ベ
ル
ク

の
レ
ベ
ル
で
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
重
大
な
問
題
は
更
に
国
防
相
プ
ロ

ン
ベ
ル
ク
を
通
じ
て
!
|
|
あ
る
い
は
ブ
ロ
ン
ベ
ル
ク
を
経
ず
直
接
に
'
|
|
ヒ

北法32(1・301)301 



研究ノー F

ト
ラ
l
に
提
出
さ
れ
た
。
軍
事
行
動
を
展
開
す
る
上
で
ブ
ラ
ン
コ
あ
る
い
は

イ
タ
リ
ア
政
府
と
直
接
に
調
整
を
行
な
う
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
国
防
省
箪

(
5
)
 

事
諜
報
部
長
カ
ナ
リ
ス
ハ
巧
・
の
自
民

εが
そ
の
任
を
担
当
し
た
。
早
く
も

八
月
四
日
、
ヵ
ナ
リ
ス
は
イ
タ
リ
ア
へ
向
か
い
、
そ
こ
で
や
は
り
軍
事
諜
報

(
6〉

機
関
の
責
任
者
ロ
ア
ッ
タ
将
軍
(
忌
・
同
州

8
3由
)
と
協
議
を
持
っ
た
。

一
方
外
務
省
は
、
か
か
る
作
戦
体
制
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
現
地
派

遣
部
隊
に
対
す
る
指
揮
系
統
の
内
部
で
そ
の
決
定
に
対
し
て
影
響
力
を
行
使

す
る
組
織
的
足
場
を
持
た
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
彼
ら
は
単
に
指
揮
系
統
か

ら
受
動
的
に
排
除
さ
れ
た
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
自
身
ス
ペ
イ
ン
問
題

に
闘
し
三
軍
当
局
と
定
期
的
・
組
織
的
な
連
絡
を
持
と
う
と
い
う
姿
勢
を
欠

い
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
外
務
省
が
国
防
省
に
三
軍
当
局
と
の
調
整
の
た

め
定
期
的
会
合
を
持
ち
た
い
旨
の
希
望
を
伝
え
た
の
が
一
一
月
末
で
あ
っ
た

(
7
)
 

と
い
う
事
実
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
フ
ラ
ン
コ
軍
の
援
助
と
い
う

外
交
政
策
上
重
大
な
意
味
を
持
つ
ド
イ
ツ
の
対
外
行
動
の
具
体
的
法
骨
に
お

い
て
も
ま
た
、
外
務
省
の
影
響
力
は
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
と
な
っ
た
(
こ

の
こ
と
は
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
コ
援
助
体
制
と
比
較
し
た
場
合
、

よ
り
際
立
っ
た
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
問

題
に
お
け
る
調
整
は
、
外
務
省
の
指
導
の
下
、
軍
事
顧
問
の
参
加
を
得
て
行

な
わ
れ
た
。
こ
の
体
制
に
よ
り
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
外
務
省
と
軍
当

局
の
協
力
が
順
調
に
進
め
ら
れ
た
。
チ
ア
l
ノ
は
一
一
一
月
、
ド
イ
ツ
も
こ
の

「
イ
タ
リ
ア
方
式
」
を
導
入
す
る
よ
う
外
務
省
に
「
忠
告
」
し
た
が
、
そ
の

ス
ペ
イ
ン
問
題
に
お
け
る
ド
イ
ツ

(
8
)
 

外
務
省
の
非
力
が
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
〉
。

こ
と
は
、

チ
ア
l
ノ
の
限
か
ら
見
て
も
、

現
地
派
遣
ド
イ
ツ
人
部
隊
は
単
に
外
務
省
の
統
制
か
ら
自
由
で
あ
っ
た
の

み
で
は
な
い
。
彼
ら
は
外
交
的
配
慮
を
全
く
無
視
し
た
行
動
に
よ
っ
て
外
務

省
に
多
く
の
困
難
を
も
た
ら
す
こ
と
と
も
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
セ
ピ
リ
ア

駐
在
ド
イ
ツ
領
事
は
八
月
一
四
日
、
外
務
省
宛
て
に
次
の
よ
う
な
当
惑
を
伝

え
て
い
る
。
「
物
資
を
ス
ペ
イ
ン
へ
供
給
す
る
た
め
に
セ
ピ
リ
ア
に
到
着
し

た
ド
イ
ツ
人
は
、
白
い
制
服
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
帽
を
着
用
し
て
い
る
の
で
、

当
然
の
事
な
が
ら
、
即
座
に
紛
れ
も
な
く
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

て
し
ま
う
。
彼
ら
が
セ
ピ
リ
ア
の
街
に
あ
ら
わ
れ
る
と
、
ど
こ
で
も
熱
烈
な

歓
迎
の
声
が
ま
き
お
こ
る
。
私
が
リ
ン
ド
ナ
l
氏
〔
お
そ
ら
く
ス
ペ
イ
ン
ヘ

派
遣
さ
れ
た
ド
イ
ツ
軍
の
幹
部
で
あ
ろ
う
〕
に
話
を
持
ち
か
け
た
時
、
彼
は

」
の
事
実
を
認
め
た
。
ま
た
彼
は
、
服
装
は
も
ち
ろ
ん
公
衆
及
び
外
国
の
報

道
関
係
者
ー
ー
そ
の
一
部
は
当
然
に
も
飛
行
場
に
入
場
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
ー
1
1
の
注
意
を
ひ
く
に
ち
が
い
な
い
、
と
も
認
め
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
の

こ
こ
で
の
活
動
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
〔
そ
れ
と
は
反
対
に
〕
こ
こ
に
到
着

し
た
イ
タ
リ
ア
人
飛
行
士
達
は
ス
ペ
イ
ン
外
人
部
隊
将
校
の
制
服
を
着
用
し
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て
い
る
の
で
誰
に
も
身
元
が
判
明
し
な
い
:
:
:
。
ベ
ル
リ
ン
の
関
係
当
局
で

こ
の
問
題
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
思
う
が
、
私
と
し
て
は
、
彼
ら

の
振
舞
い
か
ら
見
て
作
戦
を
秘
密
に
し
て
お
く
こ
と
は
す
で
に
不
可
能
と
な

ハ
9
〉

っ
て
い
る
事
実
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
し
か
し
、
か
か
る
事
態
は
そ

の
後
も
何
ら
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
空
軍
の
か
か
る
態
度

が
、
と
り
わ
け
神
経
過
敏
な
フ
ラ
ン
ス
の
政
府
及
び
世
論
を
刺
激
し
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
駐
在
ド
イ
ツ
大
使
館
は
、
八
月
二
五
日
、

次
の
ご
と
き
悲
鳴
に
も
似
た
報
告
を
本
国
へ
送
付
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
「
私
は
こ
の
信
じ
難
い
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
至

1936年(1)

急
事
実
関
係
を
確
認
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
の
粗
暴
で
危
険
き
わ
ま
り

(mv 

な
い
愚
行
(
ロ
ロ
p
m
)
を
除
去
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
」

ち
な
み
に
、
い
ま
だ
ブ
ラ
ン
コ
へ
の
援
助
活
動
に
直
接
的
に
は
関
与
し
て

い
な
い
海
軍
の
派
遣
艦
隊
も
ま
た
無
統
制
に
行
動
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
外

務
省
は
言
う
に
及
ば
ず
、
援
助
活
動
中
の
空
軍
部
隊
に
対
し
て
も
独
立
に
行

ド千ツ外交政策とスベイン内戦

動
し
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
彼
ら
は
本
国
の
海
軍
参
謀
本
部
か
ら
も
か
な
り
の

(
日
)

行
動
の
自
由
を
得
て
い
た
。
八
月
三
日
、
戦
艦
「
ド
イ
ツ
チ
ュ
ラ
ン
ト
」
号

が
突
然
セ
ウ
タ
を
訪
問
し
、
艦
隊
司
令
官
カ
ー
ル
ス
が
ブ
ラ
ン
コ
と
会
見
し

て
世
界
の
耳
目
を
集
め
た
が
、
こ
の
事
件
は
以
上
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て

は
じ
め
て
起
こ
り
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
朝
九
時
に
電
話
で
「
ド
イ

ッ
チ
ュ
ラ
ン
ト
」
号
の
到
着
を
突
然
知
ら
さ
れ
た
テ
ト
ゥ
ア

γ
駐
在
ド
イ
ツ

領
事
は
、
モ
ロ
ッ
コ
甲
車
の
輸
送
活
動
に
従
事
し
て
い
る
ラ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
と

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
に
電
話
連
絡
し
た
の
ち
、
「
着
物
を
着
が
え
、
直
ち
に
率
で

セ
ウ
タ
は
彼
の
到
着
を
待
つ
こ
と
な
く
す
で
に
歓

迎
会
で
沸
き
立
っ
て
い
た
。
カ
ー
ル
ス
は
閲
兵
を
行
な
い
、
フ
プ
ラ
ン
へ
党

員
達
が
「
ハ
イ
ル
・
ヒ
ト
ラ
ー
/
」
を
歓
呼
し
て
い
た
。
ブ
ラ
ン
コ
と
の
会

談
の
た
め
カ
ー
ル
ス
一
行
が
テ
ト
ゥ
ア
ン
ヘ
向
か
う
と
、
そ
こ
で
も
民
衆
が

(

ロ

〉

(

日

〉

歓
呼
で
迎
え
た
。
こ
の
「
思
い
が
け
な
い
ド
イ
ツ
艦
隊
の
訪
問
」
は
、
も
ち

(
M〉

ろ
ん
外
国
の
政
府
と
世
論
を
刺
激
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
海
軍
司
令
長
官

レ
ー
ダ
ー
が
賞
讃
し
て
や
ま
な
い
カ
ー
ル
ス
ら
の
「
自
主
性
」
、
「
政
治
情
勢

(
日
)

へ
の
理
解
」
、
「
決
断
性
」
、
「
適
応
能
力
」
は
か
か
る
結
果
を
も
生
み
出
し
た

の
で
あ
る
。

セ
ウ
タ
に
向
か
っ
た
o
」

ブ
ラ
ン
コ
以
外
の
反
乱
派
グ
ル
l
。
ブ
か
ら
の
援
助

要
請
な
い
し
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
の
追
加
援
助
要
請
が
連
日
の
ご
と
く
ベ
ル
リ
ン

し
か
し
そ
の
聞
に
も
、

に
届
い
て
い
た
。
ま
ず
七
月
二
六
日
、
北
部
戦
線
で
戦
っ
て
い
た
モ
ラ
将
軍

の
司
令
部
か
ら
リ
ス
ポ
ン
の
ド
イ
ツ
大
使
館
を
通
じ
て
「
少
な
く
と
も
ユ

γ

カ
l
ス
機
一

O
機
を
、
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば
加
え
て
爆
撃
機
二

O
機
を
」
送

(
凶
)

る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
七
月
二
八
日
、
ブ
ラ
ン
コ
の
要
請
を
確
認
す
る

た
め
、
南
部
戦
線
の
指
導
者
ケ
イ
ポ
・
デ
・
リ
ャ
ノ
将
軍
が
、
や
は
り
リ
ス
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研究ノート

ボ
ン
の
ド
イ
ツ
大
使
館
を
通
じ
て
、
「
直
ち
に
大
型
機
一

O
機
と
小
型
機
五

機
を
、
不
可
能
な
場
合
に
は
少
な
く
と
も
輸
送
及
び
爆
撃
の
た
め
の
大
型
機

(
口
)

三
機
と
快
速
機
三
機
を
」
送
る
よ
う
要
請
し
た
。
八
月
一
日
、
リ
ス
ボ
ン
に

設
置
さ
れ
て
い
た
反
乱
派
の
武
器
調
達
機
関
か
ら
ハ
イ
ン
ケ
ル
五
一
型
機
及

び
ユ
ン
カ
i
ス
五
二
型
機
そ
れ
ぞ
れ
四
機
、
銃
弾
五

O
万
発
、
四
エ
チ
ル
鉛

そ
の
他
の
軍
事
物
資
が
要
請
さ
れ
た
。
同
じ
目
、
モ
ラ
か
ら
の
使
者
が
ベ
ル

リ
ン
の
外
務
省
を
訪
問
し
、
「
十
分
な
飛
行
機
と
、
で
き
れ
ば
潜
水
艦
二
隻

が
あ
れ
ば
、
勝
利
は
か
な
り
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
だ
が
」
と
一
不

(
刊
日
)

唆
し
て
い
た
。
八
月
三
日
、
リ
ス
ボ

γ
か
ら
ガ
ス
マ
ス
ク
一
万
個
と
ユ
ン
カ

(
初
)

l
ス
技
術
者
一
ニ
人
が
求
め
ら
れ
た
。
八
月
六
日
、
で
き
る
限
り
多
く
の
戦
闘

(
幻
)

機
、
機
関
銃
、
手
権
弾
、
爆
弾
、
銃
弾
及
び
魚
雷
艇
一
隻
が
要
求
さ
れ
た
。

八
月
八
日
、
モ
ラ
か
ら
パ
リ
駐
在
ド
イ
ツ
大
使
館
を
通
じ
て
、
薬
爽
一
万
発

(
幻
)

を
要
求
す
る
電
報
が
届
け
ら
れ
た
。
一
週
間
後
、
同
じ
ル
l
ト
を
通
じ
て
飛

行
機
(
特
に
戦
闘
機
)
、
爆
弾
、
小
銃
、
機
関
銃
、
銃
律
、
携
帯
用
武
器
が

(
お
)

要
請
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
反
乱
派
の
援
助
要
請
は
、
そ
の
量
に
お
い
て
肥
大
化
し
、
つ

い
に
は
「
で
き
る
限
り
多
く
の
」
と
い
う
ご
と
き
無
限
定
の
要
求
に
至
る
と

と
も
に
、
も
は
や
質
的
に
も
、
単
な
る
輸
送
の
た
め
の
機
器
の
要
求
か
ら
、

実
戦
に
お
い
て
必
要
な
軍
事
物
資
の
要
求
|
|
そ
れ
も
携
帯
用
武
器
か
ら
潜

水
艦
に
至
る
ま
で
の
|
|
へ
と
拡
大
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
反
乱
派
か
ら
の
要
請
に
、
ド
イ
ツ
側
も
一
歩
一
歩
譲
歩
し
て
い
っ

た
。
早
く
も
八
月
一
四
日
、
特
別
船
「
ヴ
ィ
ル
ベ
ル
ト
」
号
が
ハ
イ
ン
ケ
ル

戦
闘
機
六
機
、
ユ
ン
カ
l
ス
機
二
機
、
爆
弾
、
銃
弾
等
を
積
ん
で
ス
ペ
イ
ン

(
泊
〉

へ
向
か
っ
た
。
ま
た
八
月
一
一
一
一
日
、
「
特
別
局
W
」
の
依
頼
を
受
け
て
武
器

商
人
フ
ェ
ル
テ
ィ
エ
ン
ス
(
〈
巳
号
ロ
印
)
が
武
器
を
積
ん
だ
輸
送
船
「
ギ
ル

〔お〉

ゲ
ン
テ
ィ
」
号
を
北
部
戦
線
の
モ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
に
送
っ
た
。

ハ
こ
の
武
器

商
人
フ
ェ
ル
テ
ィ
ユ
ン
ス
は
内
戦
勃
発
以
前
か
ら
モ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
と
の
武

(
お
)

器
取
引
に
暗
躍
し
て
い
た
が
、
こ
れ
以
後
ゲ
i
リ
ン
グ
の
信
任
を
得
て
反
乱

(
幻
)

派
と
の
秘
密
裡
の
武
器
取
引
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
。
)
八
月
二
六
日
、

さ
ら
に
特
別
船
「
ウ
ザ
ラ
モ
」
号
が
ハ
イ
ン
ケ
ル
四
六
型
機
二

O
機
、
銃

(
叩

ω)

弾
、
四
エ
チ
ル
鉛
な
ど
を
積
ん
で
ブ
ラ
ン
コ
の
下
へ
出
発
し
た
。
リ
ス
ポ
ン

駐
在
ド
イ
ツ
大
使
館
は
、
こ
の
頃
か
ら
「
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
氏
の
斡
旋
に
よ

り
、
物
資
の
継
続
輸
送
が
き
わ
め
て
円
滑
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」

(
m
U
)
 

と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
わ
ず
か
の
輸
送
用
機
器
に
限
定
さ
れ
て

い
た
バ
イ
ロ
イ
ト
で
の
決
定
は

一
と
月
も
た
た
ぬ
う
ち
に
量
的
に
も
質
的

に
も
拡
大
の
一
途
を
辿
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
も
、
当
初
の
限
定
を
越
え
た
の
は
単
に
軍
事
物
資
に
よ
る
援
助
の
み

で
は
な
か
っ
た
。
援
助
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
飛
行
機
の
任
務
に
関
し
て
も
修
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正
が
加
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
八
月
一
三
日
、
ド
イ
ツ
機
が
ス
ペ
イ
ン
南

部
マ
ラ
ガ
の
港
に
停
泊
中
の
共
和
国
艦
「
ハ
イ
メ
一
世
」
号
を
爆
撃
し
た
の

(
初
)

で
あ
る
。

こ
の
事
件
を
皮
切
り
に
ト
イ
ツ
機
は
、
単
な
る
輸
送
及
び
そ
の
防
衛
の
た

め
の
み
な
ら
ず
、
積
極
的
な
戦
闘
に
も
投
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

行
為
に
関
し
て
は
、
「
航
空
省
か
ら
八
月
一

O
日
に
許
可
が
お
り
た
」
と
い

(
引
A
V

う
説
と
、
「
シ
ェ

1
レ
個
人
の
責
任
で
行
な
わ
れ
た
」
と
い
う
説
が
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
ま
だ
直
接
的
な
戦
闘
行
為
へ
の
参
加
を
許

1936年(1)

可
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
決
定
は
|
|
以
上
の
二
説
の
い
ず
れ
を
取

る
に
せ
よ

l
l現
地
軍
に
対
す
る
指
揮
系
統
の
内
部
で
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
諮
ら

れ
る
こ
と
な
く
下
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
こ
う
し
て
、
航
空
相
ゲ

l
p
ン

(
叩
品
〉

グ
は
、
彼
の
「
年
若
い
空
軍
を
あ
れ
こ
れ
と
技
術
上
の
点
で
テ
ス
ト
す
る
」

試
み
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
問
に
も
、
輸
送

機
は
改
造
さ
れ
て
爆
撃
機
と
し
て
仕
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
爆

ドイツ外交政策とスベイン内戦

撃
機
は
い
ず
れ
、
共
和
国
艦
船
の
み
な
ら
ず
ス
ペ
イ
ン
本
土
に
対
す
る
爆
撃

に
も
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
バ
イ
ロ
イ
ト
で
決
定
さ
れ
た
援
助
は
す
で
に
初
期

の
段
階
で
な
し
崩
し
的
に
肥
大
化
し
て
い
っ
た
。
外
務
省
は
空
軍
の
展
開
に

関
し
て
も
海
軍
の
展
開
に
関
し
て
も
見
る
べ
き
影
響
力
を
持
た
ず
、
ま
た
積

極
的
に
関
与
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
も
欠
け
て
い
た
。
現
地
の
空
軍
・
海
軍

は
ベ
ル
リ
ン
か
ら
相
対
的
に
自
由
に
活
動
し
て
い
た
。
彼
ら
の
行
動
を
す
べ

て
ヒ
ト
ラ
ー
の
指
令
に
帰
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
陸
軍
の
ヒ
ト
ラ
ー
付

連
絡
将
校
ホ
ス
パ
ッ
ハ
が
回
想
録
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
時
、
そ

れ
は
か
か
る
事
態
を
言
い
表
わ
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
「
ヒ
ト
ラ
ー
も

ま
た
初
め
は
:
:
:
ス
ペ
イ
ン
へ
の
援
助
を
軍
事
物
資
に
の
み
制
限
し
た
い
と

考
え
て
い
た
O
i
-
-
-
け
れ
ど
も
、
ス
ペ
イ
ン
側
か
ら
の
要
望
と
、
ス
ペ
イ
ン

で
活
動
し
て
い
る
ド
イ
ツ
諸
機
関
か
ら
の
強
い
要
請
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
も
国
防

ハ
明
日
V

相
も
一
歩
一
歩
譲
歩
し
て
い
っ
た
:
:
:
。
」
し
か
し
、
か
か
る
援
助
の
肥
大

化
及
び
派
遣
さ
れ
た
空
・
海
軍
部
隊
の
独
自
の
行
動
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
が

ス
ベ
イ

γ
の
反
乱
派
を
支
援
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
ま
す
ま
す
世
界
の

前
に
明
ら
か
と
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

第
二
節

(
叫
持
)

「
目
的
の
空
白

(NE田市
同

Ngm凹
S
E
E
S
)」
付

お
よ
そ
国
際
社
会
に
お
い
て
あ
る
国
家
が
一
定
の
対
外
行
動
を
起
こ
す
場

合
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
外
交
目
的
な
い
し
戦
争
目
的
が
存
在
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
外
交
目
的
な
い
し
戦
争
目
的
は
世
論
や
他
国
に
対
し
明
示
的
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に
表
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
執
行
権
力
内
部
に
お
け
る
合
意
と
い
う
形

を
取
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
国
家
は
、
こ
の
目
的
に
照
ら
し
て
対
外
行
動

の
時
機
と
手
段
を
選
択
し
、
行
動
範
囲
を
限
定
し
、
ま
た
行
動
の
収
束
方
法

を
計
算
す
る
。
し
か
し
、
た
と
え
目
的
が
明
確
で
あ
っ
て
も
、
国
家
組
織
が

合
理
的
・
一
元
的
に
作
動
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
け
だ
し
、
国
家
は
一
人
の

合
理
的
行
為
者
で
は
な
く
、
様
々
な
組
織
の
複
合
体
だ
か
ら
で
あ
る
。
国
家

行
動
は
、
様
々
な
観
念
と
利
害
と
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
持
つ
諸
個
人
・
諸
団
体

に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ん
や
、
外
交
目
的
な
い
し
戦
争

目
的
が
権
力
内
部
に
お
い
て
さ
え
明
確
で
な
い
場
合
に
は
、
も
は
や
国
家
の

統
一
的
・
有
機
的
行
動
は
確
保
し
難
い
。

か
か
る
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
ド
イ
ツ
の
ブ
ラ
ン
コ
に
対
す
る
援
助
の
無

限
定
的
な
肥
大
化
と
派
遣
各
寧
の
無
統
制
な
行
動
は
、
ド
イ
ツ
が
対
外
行
動

を
統
制
す
る
具
体
的
な
政
治
目
的
を
持
ち
得
て
い
な
か
っ
た
事
を
示
唆
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
パ
イ
ロ
イ
ト
で
の
決
定
か
ら
ほ

ぼ
一
か
月
を
経
た
時
点
で
ド
イ
ツ
政
府
内
部
か
ら
出
さ
れ
た
政
治
目
的
明
確

化
の
要
求
に
端
的
に
一
が
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
動
き
の
中
心

を
、
海
箪
提
督
レ
ー
ダ
ー
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

八
月
一
一
一
一
目
、
レ
ー
ダ
ー
は
外
務
省
政
務
局
長
デ
ィ
エ
タ
ホ
フ
と
会
談

し
、
彼
に
一
通
の
メ
モ
を
手
渡
し
た
。
そ
の
メ
モ
の
官
頭
に
は
、
次
の
よ
う

手
記
さ
れ
て
い
た
。
「
A
〔
海
軍
省
指
令
局

。
ゲ
町
長
D
B
B
E仏
S
L
R
民
江
由

m
m
B
R
5
0
を
指
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。

〈
m
-
-
u
h
b
b
h
y
ω
・
怠
・
〉
ロ
ヨ
-
一
回
)
〕
の
考
え
に
よ
れ
ば
軍
事
的
・
政
治
的
諸

手
段
を
是
正
す
る
た
め
に
、
ま
た
国
際
的
紛
糾
:
:
:
を
回
避
す
る
た
め
に
、

ス
ペ
イ
ン
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
政
治
目
的
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
絶
対
に
必

‘
(
お
〕

要
で
あ
る
よ
こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
軍
の
首
脳

l
iす
な
わ
ち
ド
イ
ツ

の
ス
ペ
イ
ン
政
策
の
具
体
的
担
い
手
l
i
l
に
お
い
て
さ
え
、
か
か
る
目
的
観

宮
山
同
日
開
r
o
B自
由
ロ
【
目
白
血
包
件
仏

2

念
が
欠
け
て
い
た
こ
と
の
明
白
な
表
明
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
政
治
目

的
明
確
化
の
要
求
は
、
以
下
の
ご
と
き
情
勢
判
断
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い

た
。
ま
ず
、
反
乱
派
は
、
「
良
好
な
軍
事
指
導
の
下
に
あ
る
が
、

大
衆
の
支

持
を
欠
い
て
い
る
た
め
数
の
上
で
は
弱
い
。
」
彼
ら
の
共
通
項
は
「
反
共
」

の
み
で
あ
り
、

政
治
的
立
場
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
「
た
と
え
表
面
上
は

戦
果
を
お
さ
め
よ
う
と
も
、
外
部
か
ら
大
量
の
支
持
が
な
け
れ
ば
、

フ
-
フ
ン

コ
政
府
は
長
く
は
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
」
一
方
、
マ
ド
リ
l
ド

政
府
は
勤
労
大
衆
の
人
的
資
源
を
利
用
し
う
る
し
、
訓
練
さ
れ
た
箪
事
要
員

を
擁
し
て
お
り
、
さ
ら
に
フ
ラ
ソ
ス
か
ら
も
支
持
さ
れ
て
い
る
の
で
「
軍
事

情
勢
は
悪
い
と
は
一
言
え
な
い
。
」
し
か
も
政
府
側
で
戦
っ
て
い
る
の
は
共
産

主
義
者
の
み
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
信
条
を
持
っ
た
人
間
が
参
加
し
て
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い
る
。
「
確
か
に
現
在
、
政
府
側
の
戦
線
の
内
部
で
は
共
産
主
義
者
と
急
進

的
潮
流
が
優
勢
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
そ
の
こ
と
は
|
|
少
く
と
も
現
在

ま
で
は

l
l政
府
が
共
産
主
義
政
府
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な

い
。
」
さ
ら
に
レ
ー
ダ
ー
は
、
か
か
る
情
勢
判
断
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
取
る
べ
き

方
針
に
つ
い
て
触
れ
、
「
我
々
の
宣
伝
及
び
行
為
に
お
い
て
、
今
ま
で
以
上

(
お
)

に
強
く
中
立
的
態
度
を
と
る
こ
と
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
い
た
。

』
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
ブ
ラ
ン
コ
軍
の
展
望
へ
の
悲
観
的
評
価
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、

マ
ド
リ

l
ド
政
府
を
共
産
主
義
政
府
と
は
言
え
な
い
、
と
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ヒ
ト
ラ
ー
の
提
唱
す
る
唯
一
の
目
的
|
|

(1) 

従
っ
て
介
入
を
「
正
当
化
」
す
る
根
拠
ー
ー
で
あ
る
「
反
共
産
主
義
」
の
実

1936年

体
に
対
す
る
疑
問
の
提
示
以
外
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。

さ
て
、
か
か
る
レ
ー
ダ
ー
の
意
見
に
対
し
デ
ィ
エ
ク
ホ
フ
は
全
面
的
に
賛

ドイツ外交政策とスペイン内戦

意
を
示
し
た
。
す
で
に
レ
ー
ダ
ー
は
陸
軍
連
絡
将
校
ホ
ス
バ
ッ
ハ
に
こ
れ
と

同
じ
メ
そ
を
渡
し
、
ベ
ル
ヒ
テ
ス
ガ
ー
デ
ン
の
ヒ
ト
ラ
ー
の
も
と
へ
届
け
る

(
幻
)

ょ
う
要
請
し
て
い
た
。
海
軍
提
督
レ
ー
ダ
ー
が
、
海
軍
連
絡
将
校
の
回
路
を

用
い
ず
ホ
ス
バ
ッ
ハ
に
メ
モ
を
委
ね
た
こ
と
に
、
主
張
の
重
み
を
増
そ
う
と

す
る
レ
ー
ダ
ー
の
配
慮
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
配
慮
と
は
対
照
的

に
、
レ
ー
ダ
ー
が
空
軍
|
|
ゲ

1
リ
ン
グ
が
率
い
、
か
つ
援
助
の
中
心
部
隊

で
あ
る
空
軍
i
|
と
接
触
を
持
っ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
政

策
参
画
者
間
の
政
治
的
立
場
の
相
違
な
い
し
は
政
治
的
力
関
係
の
あ
り
方
を

示
唆
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
注
目
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
頃
、
以
上
の
政
治
目
的
明
確
化
要
求
(
そ
の
実
体
は
中

立
要
求
)
と
は
一
八

O
度
異
な
る
提
案
が
な
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
現

地
派
遣
軍
指
揮
官
シ
ェ

l
レ
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
飛
行
士
の
技
術
的
未
熟
を
理

由
に
、
ド
イ
ツ
人
兵
士
の
戦
闘
行
為
へ
の
参
加
を
許
可
す
る
よ
う
繰
り
返
し

(
叩
岬
)

ベ
ル
リ

γ
に
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
要
求
の
是
非
は
空
軍
の
指
揮

系
統
を
通
じ
て
ヒ
ト
ラ
ー
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
ヒ
ト

ラ
ー
は
、
全
く
異
な
る
二
つ
の
要
求
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る。
「
ブ
ラ
ン
コ
将
軍
を
で
き
る
限
り
物
質
的
・
軍
事
的
に
支
援
せ
よ
。
だ
が

そ
の
際
戦
闘
へ
の
積
極
的
な
参
加
は
当
面
見
合
わ
せ
る
よ
う
。
」
こ
れ
が
八

(
叩
岬
)

月
二
四
日
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
下
し
た
決
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
定
は
、
具
体
的

な
外
交
目
的
と
情
勢
判
断
か
ら
演
縛
さ
れ
た
結
論
で
は
な
か
っ
た
。
第
一
に

こ
の
決
定
は
形
式
的
に
は
、
二
つ
の
要
求
の
間
の
妥
協
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

は
陸
・
海
軍
及
び
外
務
省
か
ら
要
求
さ
れ
た
政
治
目
的
の
具
体
化
は
な
さ
れ

な
か
っ
た
。
厳
密
な
中
立
的
態
度
を
守
れ
と
い
う
要
求
も
拒
否
さ
れ
た
。
し

か
し
空
軍
ル
l
ト
に
よ
り
な
さ
れ
た
戦
闘
行
為
へ
の
参
加
要
求
も
ま
た
拒
否

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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第
二
に
こ
の
決
定
は
、
実
質
的
に
は
単
な
る
既
成
事
実
の
追
認
で
し
か
な

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
当
時
ブ
ラ
ン
コ
へ
の
追
加
援

助
の
輸
送
は
開
始
さ
れ
て
い
た
し
、
ま
た
ド
イ
ツ
機
は
す
で
に
戦
闘
行
為
に

投
入
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

八
月
二
四
日
の
決
定
が
、
こ
の
よ
う
に
基
本
原
則
と
具
体
的
外
交
目
的
を

欠
く
単
な
る
妥
協
な
い
し
追
認
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
決
定
は

短
期
間
の
う
ち
に
再
び
い
と
も
容
易
に
覆
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
四
日
後
の
八
月
二
八
日
、
現
地
派
遣
ド
イ
ツ
人
部
隊
に
戦
闘
行
為
へ
の

(

州

叫

)

参
加
が
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
決
定
は
ま
た
も
や
既
成
事

実
の
追
認
で
し
か
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
前
日
の
二
七
日
朝
、

ユ
ン
カ

l

ス
機
が
マ
ド
リ
l
ド
上
空
に
飛
来
し
て
公
然
と
爆
撃
を
開
始
し
て
い
た
か
ら

(“) 

で
あ
る
。
こ
れ
以
後
マ
ド
リ

l
ド
爆
撃
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
ユ
ン
カ

l
ス

機
は
、
明
ら
か
に
ド
イ
ツ
人
兵
士
に
よ
っ
て
操
縦
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
の
爆
撃
の
技
術
は
「
全
く
非
ス
ペ
イ
ン
的
」
(
マ
ド
リ

1
ド
駐
在
ド

イ
ツ
大
使
フ
ェ
ル
カ
l
ス
)
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
ド
リ

1
ド
駐
在
ド

イ
ツ
大
使
館
は
ベ
ル
リ
ン
に
、
ド
イ
ツ
機
に
よ
る
マ
ド
リ
l
ド
爆
撃
を
中
止

す
る
よ
う
求
め
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
八
月
一
二

O
日
、
大
使
館
所
在
地

を
地
中
海
沿
岸
の
港
町
ア
リ
カ
ン
テ
へ
と
移
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ

る
む
こ
う
し
て
、
ド
イ
ツ
は
、
具
体
的
外
交
目
的
を
欠
い
た
ま
ま
、
執
行
権

カ
内
部
で
の
か
け
ひ
き
な
い
し
現
場
に
よ
る
既
成
事
実
の
積
み
重
ね
を
通
じ

て
、
ス
ペ
イ
ン
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
深
め
て
行
く
の
で
あ
る
。

さ
て
国
防
省
当
局
は
、
戦
局
の
長
期
化
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
八
・
二
四
決
定
に

直
面
し
、
ス
ペ
イ
ン
現
地
で
の
軍
事
指
導
の
体
制
を
再
編
す
る
必
要
に
迫
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
任
務
は
国
防
省
国
防
経
済
局
メ
ン
バ
ー
・
陸
軍

大
佐
グ
ァ

1
リ
モ
ン
ト
(
巧
-
巧
由
同

-50口
同
)
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

八
月
二
五
日
頃
、
国
防
相
相
プ
ロ
ン
ベ
ル
ク
は
ヴ
ァ
l
リ
モ

γ
ト
と
会
談
し
、

ス
ペ
イ
ン
の
軍
事
情
勢
を
説
明
し
た
。
そ
の
な
か
で
ブ
ロ
ン
ベ
ル
ク
は
、
ヴ

ァ
1
リ
モ
ン
ト
に
次
の
任
務
を
与
え
た
。
第
一
に
、

ブ
ラ
ン
コ
の
下
で
ド
イ

ツ
国
防
軍
総
体
の
代
表
と
し
て
行
動
す
る
事
、
第
二
に
、
ド
イ
ツ
本
国
で
の

軍
備
拡
張
と
現
地
の
軍
事
情
勢
に
配
慮
し
な
が
ら
、
援
助
の
あ
り
方
に
つ
い

て
ブ
ラ
ン
コ
と
協
議
を
も
っ
事
、
第
三
に
、
ド
イ
ツ
の
援
助
物
資
の
代
価
が

(

刊

日

)

ス
ペ
イ
ン
の
原
料
資
源
で
ま
か
な
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
事
で
あ
る
。
こ
の

指
令
に
は
第
一
に
、
現
地
で
の
空
軍
の
活
動
に
い
わ
ば
「
た
が
」
を
は
め
よ

う
と
す
る
国
防
軍
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
た
(
第
一
項
〉
。
し
か
し
第
二

に
、
軍
備
拡
張
を
め
ぐ
る
深
刻
な
原
料
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
一
方
で
、
ズ
ル

ズ
ル
と
他
の
政
策
参
画
者
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
に
引
き
ず
ら
れ
て
ゆ
く
国
防
軍

の
立
場
も
ま
た
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
(
第
二
項
、
第
一
一
一

項
)
。
国
防
省
に
お
い
て
ス
ペ
イ
ン
問
題
を
取
扱
っ
て
い
た
外
国
局
か
ら
で
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は
な
く
、
ま
た
現
地
派
遣
軍
の
指
揮
に
ふ
さ
わ
し
い
実
戦
部
門
か
ら
で
も
な

く
、
他
な
ら
ぬ
国
防
経
済
局
か
ら
、
い
わ
ば
十
数
年
国
防
経
済
畑
を
歩
ん
で

き
た
ヴ
ァ
!
日
モ
ン
ト
が
派
遣
要
員
と
し
て
抜
擢
さ
れ
た
と
い
う
事
実
の
中

〈

M
叫

)

に
も
、
か
か
る
国
防
軍
の
立
場
が
表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
の
日
、
ヴ
ァ

l
リ
モ

γ
ト
と
軍
事
諜
報
部
長
カ
ナ
リ
ス
は
イ
タ
リ
ア
に

飛
び
、
そ
こ
で
ム
ソ
リ
I
-
一
、
チ
ア
l
ノ、

ロ
ア
ッ
タ
と
ス
ベ
イ

γ
問
題
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
た
。
八
月
二
八
日
ま
で
に
持
た
れ
た
様
々
な
協
議
を
通

じ
て
、
以
下
の
諸
点
が
合
意
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
軍
事
物
資
の
ブ
ラ
ン
コ

1936年 (1)

へ
の
供
給
を
継
続
す
る
事
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
負
担
を
平
等
に
す
る

事
、
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
政
治
的
見
返
り
を
要
求
し
な
い
事
、
援
助
物
資
の
支
払

い
は
外
国
為
替
な
い
し
物
品
で
行
な
わ
れ
る
べ
き
事
、
ブ
ラ
ン
コ
援
助
に
関

し
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
共
同
計
画
と
相
互
理
解
が
重
要
で
あ
る
事
、
等

門
川
叫
)
。々

ドイツ外交政策とスペイン内戦

九
月
上
旬
、
ヴ
ァ

l
リ
モ
ン
ト
と
ロ
ア
ッ
タ
は
イ
タ
リ
ア
の
巡
洋
艦
に
搭

乗
し
て
ス
ペ
イ
ン
へ
向
か
い
、

ブ
ラ
ン
コ
と
会
見
し
た
。
こ
の
会
見
で
フ
ラ

ン
コ
は
、
戦
車
、
対
戦
車
砲
、
対
空
砲
、
無
線
連
絡
機
器
な
ど
近
代
兵
器
を

要
求
し
た
。
こ
の
要
求
は
ヴ
ァ

l
リ
モ
ン
ト
と
ロ
ア
ッ
タ
に
よ
り
了
承
さ
れ

〈

M
刊

)

た
。
九
月
一
一
一
目
、
ヴ
ァ

l
リ
モ
ン
ト
は
早
速
国
防
省
あ
て
に
報
告
を
起
草

し
、
戦
車
部
隊
の
投
入
を
提
案
し
た
。
「
〔
戦
車
部
隊
の
〕
支
援
に
よ
り
攻
撃

を
遂
行
し
、
空
軍
に
よ
る
戦
闘
効
果
を
結
び
つ
け
れ
ば
、
全
く
短
期
間
の
う

ち
に
首
都
を
陥
落
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
私
は
確
信
す
る
。
従
っ
て
、
こ

の
要
求
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
我
々
が
支
援
を
遂
行
す
る
上
で
の
決
定

〔
灯
)

的
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」

か
か
る
判
断
は
前
述
の
レ
ー
ダ
ー
の
情
勢
分
析
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
そ

し
て
、
後
者
の
判
断
と
比
べ
て
ヴ
ァ

l
リ
モ

γ
ト
の
判
断
が
甘
か
っ
た
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
彼
は
共
和
国
側
の
士
気
の
高
さ
や
共
和
国
へ
の
外
国
援

助
の
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
広
範
な
軍
事
介
入
に
伴
な
う

外
交
政
策
上
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
判
断
し
な
か
っ
た
。

一
九
二
六
年
か
ら

一
0
年
間
国
防
経
済
局
に
所
属
し
、
突
然
ス
ペ
イ
ン
の
戦
場
へ
送
ら
れ
た
グ

(
川
叩
〉

ァ
l
リ
モ
ン
ト
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
か
か
る
判
断
の
甘
さ
は
無
理
か
ら
ぬ
事

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
事
実
、
約
一
か
月
後
の
一

O
月
二
ハ
日
、
彼
は

こ
う
し
た
判
断
を
覆
し
、
全
く
逆
の
意
見
を
国
防
省
に
送
っ
て
い
る
。
「
ヨ

ー
ロ
ッ
バ
戦
争
の
リ
ス
ク
・
:
や
国
民
戦
線
軍
の
戦
闘
価
値
(
町
内
回
同
国
司
2
2
C

に
鑑
み
、
ス
ペ
イ
ン
本
土
に
お
い
て
〔
援
助
を
〕
本
質
的
に
強
化
す
る
こ
と

に
は
賛
成
で
き
な
い
。
逆
に
、
新
し
い
状
況
〔
長
期
戦
不
可
避
の
状
況
、
ソ

連
に
よ
る
共
和
国
援
助
の
強
化
、
等
〕
を
も
勘
案
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
け

る
我
々
の
人
員
を
で
き
る
限
り
速
や
か
に
撤
退
さ
せ
る
ほ
う
が
良
い
と
考
え

(ω) 

て
い
る
:
:
:
。
」
し
か
し
、

ヴ
ァ

1
リ
モ
ン
ト
が
か
か
る
判
断
に
到
達
し
た
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の
は
遅
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
九
月
一
二
日
の
報

告
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
た
ち
で
、
九
月
か
ら
一

O
月
に
か
け
、
ド
イ
ツ
戦

(
印
)

車
部
隊
、
が
ス
ペ
イ
ン
の
地
に
投
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
ス
ペ
イ
ン
沖
で
行
動
し
て
い
た
ド
イ
ツ
海
軍
に
も
、
九
月
四
日
、

軍
事
物
資
輸
送
船
を
防
衛
す
る
た
め
、
実
力
行
使
が
許
可
さ
れ
た
。
し
か
し

海
軍
参
謀
本
部
は
、
ス
ペ
イ
ン
領
海
内
部
で
の
輸
送
船
防
衛
は
、
空
軍
が
航

空
機
の
投
入
に
よ
っ
て
行
な
う
べ
き
だ
と
宣
言
し
、
自
ら
の
行
動
範
囲
を
公

(
日
)

海
に
の
み
限
定
し
て
一
定
の
抵
抗
を
示
ず
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
か
か
る
限

定
は
、
早
く
も
翌
五
日
、
|
|
明
ら
か
に
航
空
省
・
ゲ
I
リ
γ
グ
の
庄
カ
の

(
目
出
)

下
で
|
|
撤
回
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ド
イ
ツ
一
一
一

軍
の
行
動
上
の
制
約
は
す
べ
て
除
去
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

八
月
一
一
一
一
日
の
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
メ
モ
は
、
ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
に

お
け
る
「
目
的
の
空
白
」
を
示
し
て
い
た
。
し
か
る
に
、
八
月
二
四
日
の
ヒ

ト
ラ
ー
の
決
定
は
何
ら
こ
れ
に
応
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
具
体
的
な
目

的
観
念
を
欠
い
た
こ
の
決
定
は
、
必
然
的
に
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ

に
、
様
々
な
政
策
参
画
者
の
活
動
の
余
地
が
生
じ
た
。
八
月
二
四
日
の
決
定

の
前
半
部
分
、
す
な
わ
ち
「
ブ
ラ
ン
コ
将
軍
を
で
き
る
限
り
物
質
的
軍
事
的

に
支
援
せ
よ
」
と
い
う
条
項
は
、
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
国
防
軍
代
表
ヴ
ァ

l

リ
モ
ン
ト
の
偏
狭
な
判
断
に
媒
介
さ
れ
つ
つ
、
遂
に
地
上
軍
(
戦
車
部
隊
)

の
投
入
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。
後
半
部
分
、
す
な
わ
ち
「
積
極
的
な
戦
闘
へ

の
参
加
は
当
面
見
合
わ
せ
る
よ
う
」
と
い
う
制
限
は
、
現
地
派
遣
軍
に
よ
る

既
成
事
実
の
積
み
重
ね
と
権
力
内
部
に
お
け
る
か
け
ひ
き
に
よ
っ
て
覆
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
ド
イ
ツ
三
軍
に
よ
る
あ
か
ら
さ
ま
な
箪
事
介
入

の
道
が
開
か
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

「
目
的
の
空
白
」

。

ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
に
お
け
る
「
目
的
の
空
白
」
は
、
対
外
経
済
政

策
分
野
に
お
い
て
も
諸
政
策
参
画
者
の
怒
意
的
な
行
動
を
許
す
こ
と
と
な
っ

た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
再
軍

備
の
進
行
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
深
刻
な
原
料
・
外
国
為
替
危
機
の
た
だ
中
で
勃

発
し
た
。
七
月
三

O
目
、
全
世
界
に
駐
在
す
る
ド
イ
ツ
の
大
使
館
・
公
使
館

宛
て
回
状
の
中
で
外
相
ノ
イ
ラ
l
ト
は
述
べ
て
、
「
不
可
欠
の
原
料
を
外
国

か
ら
補
給
す
る
こ
と
は
ド
イ
ツ
経
済
政
策
の
最
も
重
要
な
任
務
」
で
あ
る
と

し
、
そ
れ
に
あ
て
る
外
貨
の
獲
得
の
た
め
に
、
経
済
上
の
仕
事
と
り
わ
け

「
ド
イ
ツ
の
輸
出
を
漸
進
的
に
、
且
つ
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
促
進
す

(
日
〉

る
」
仕
事
に
「
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
す
る
」
ょ
う
強
く
指
示
し
た
が
、
そ

北法32(1・310)310 



れ
は
こ
の
危
機
の
深
刻
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
に
は
水
銀
、
黄
鉄

鉱
、
銅
、
鉛
、
亜
鉛
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
鉄
鉱
石
な
ど
が
豊
富
に
埋
蔵
さ
れ

て
お
り
、
す
で
に
内
戦
勃
発
以
前
か
ら
ド
イ
ツ
各
界
の
関
心
を
集
め
て
い
た

内
U

内
戦
勃
発
は
、
か
か
る
関
心
の
新
た
な
出
発
点
を
も
意
味
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
対
西
経
済
政
策
を
め
ぐ
る
諸
機
関
の
意
見
の
相
違
・
対
立

は
、
原
料
お
よ
び
外
国
為
替
問
題
に
関
す
る
シ
ャ
ハ
ト
と
ゲ
l
リ
ン
グ
の
対

立
の
一
部
分
を
占
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
よ
り
秘
密
性
・
政
治
性
を
帯
び
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
@
本
節
で
は
、
こ
の
問
題
の
「
政
府
内
政
治
」
的

側
面
に
焦
点
を
限
定
し
て
そ
の
展
開
を
辿
る
こ
と
と
す
る
。

1936年(1)

ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
勃
発
と
ド
イ
ツ
の
ブ
ラ
ン
コ
へ
の
援
助
を
、
た
だ
ち
に

原
料
・
外
国
為
替
問
題
と
結
び
つ
け
た
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
(
第

ドイツ外交政策とスペイン内戦

一
章
第
二
節
二
九
三
頁
)
、
「
原
料
な
ら
び
に
外
国
為
替
問
題
全
権
委
員
」
た

る
ヘ
ル
マ
ン
・
ゲ
l
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
七
月
三

O
日
午
後
、
ゲ
l
リ
ン
グ

の
下
に
関
か
れ
た
ス
タ
ッ
フ
会
議
で
は
、
「
特
別
局

W
」
の
仕
事
の
細
目
や

九
月
に
迫
る
党
大
会
の
準
備
の
問
題
、
ま
た
原
料
・
外
国
為
替
の
問
題
に
関

し
、
協
議
が
行
な
わ
れ
た
。
原
料
問
題
で
は
脂
肪
(
バ
タ
l

・マ

1
ガ
り

γ
等
〉
、
鉛
、
ゴ
ム
、
鉄
鉱
、
銅
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
た
が
、
特
に

鉄
鉱
に
つ
い
て
は
「
ス
ペ
イ
ン
軍
事
政
権
と
た
だ
ち
に
協
議
を
持
つ
事
」
と

さ
れ
、
そ
の
際
「
軍
事
政
権
へ
の
援
助
の
代
価
」
と
し
て
「
パ
ス
グ
地
方
の

鉱
山
の
採
掘
」
が
念
頭
に
置
か
れ
た
。
さ
ら
に
、
銅
に
関
し
て
も
、
ス
ベ
イ

〈
白
川
)

ン
か
ら
の
供
給
が
予
定
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
で
い
ま
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
シ
ャ
ハ
ト
に
代
表
さ
れ
る
傾

向
、
す
な
わ
ち
軍
備
拡
張
の
テ
ン
ポ
を
抑
え
て
原
料
と
外
国
為
替
を
確
保
し

よ
う
と
す
る
傾
向
に
対
し
て
著
し
い
対
抗
意
識
が
示
さ
れ
て
い
る
事
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
「
軍
備
拡
張
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
対

し
て
は
断
固
た
る
拒
否
〈
ω岳
山
同
宮
町
N
C
H
出
会
4
m
E旨
間
〉
」
と
い
う
立
場
が

〔
白
山
)

確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
パ
イ
ロ
イ
ト
会
議
の
わ
ず
か
五
日
後
、

ス
ペ
イ
ン
問
題
は
、
早
く
も
ゲ
l
リ
ン
グ
と
シ
ャ
ハ
ト
と
の
対
抗
関
係
の
中

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
八
月
か
ら
九
月
の
半
ば
に
か
け
て
、
軍
事
援
助
の
代
価
と
し
て

原
料
を
確
保
す
る
問
題
、
ま
た
広
く
ブ
ラ
ン
コ
政
権
と
将
来
の
通
商
関
係
を

調
整
す
る
問
題
は
、
ド
イ
ツ
と
反
乱
派
ス
ペ
イ
ン
と
の
聞
で
、
ま
た
ド
イ
ツ

諸
機
関
の
聞
で
、
具
体
的
な
焦
点
と
な
る
事
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
第

一
に
、
共
和
国
政
府
側
の
支
配
下
に
あ
る
バ
ス
ク
の
鉱
山
に
つ
い
て
「
軍
事

政
権
と
た
だ
ち
に
協
議
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
、
い
わ
ば
速
戦
勝
利
へ
の
期

待
が
、
そ
の
聞
の
軍
事
情
勢
の
展
閉
じ
よ
っ
て
裏
切
ら
れ
続
け
た
か
ら
で
あ

り
、
第
二
に
、

ス
ペ
イ
ン
問
題
に
関
し
て
現
地
派
遣
軍
な
ら
び
に
ス
ペ
イ
ン

北法32(1・311)311 
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-
モ
ロ
ッ
コ
輸
送
会
社
(
回
目
玄
〉
)
と
い
う
足
が
か
り
を
得
た
ゲ

1
リ
ン

グ
が
、
ス
ペ
イ
ン
を
め
ぐ
る
経
済
政
策
上
の
意
図
及
び
行
動
を
、
他
の
諸
機

関
と
の
対
抗
上
隠
し
続
け
た
か
ら
で
あ
る
。
経
済
政
策
に
関
す
る
議
論
は
九

月
の
終
わ
り
か
ら
一

O
月
の
上
旬
に
か
け
て
初
め
て
ド
イ
ツ
諸
機
関
の
聞
に

浮
上
し
て
く
る
事
に
な
る
。

」
の
問
題
に
入
る
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
回
目
ω冨
〉

の
ユ
ベ
イ
ン
現
地
で

の
行
動
を
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の

za冨
〉

の
仔
動
こ
そ
が
、
ス
ペ
イ
ン
を
め
ぐ
る
ゲ
l
リ
ン
グ
と
シ
ャ
ハ
ト
・
経
済
省

と
の
対
立
の
口
火
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
(
第
一
章
第
二
節
二
九
五
頁
)
国
訪
宮
〉
は
七
月

二
六
日
の
航
空
省
に
お
け
る
会
議
で
、
「
特
別
局
W
」
の
下
に
、
「
旅
行
会
社

連
盟
」
と
と
も
に
そ
の
設
立
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
民
間
擬
装
会

社
と
し
て
モ
ロ
ッ
コ
軍
を
ス
ペ
イ
ン
本
土
に
運
搬
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
活
動
内
容
の
詳
細
は
、
航
空
省
以
外
の
ド
イ
ツ
諸
機
関
に
対
し

て
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
八
月
を
通
じ
て
出
切
忍
〉
の
権
限

は
、
そ
の
指
導
者
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
尊
大
な
態
度
と
と
も
に
肥
大
化
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
八
月
下
旬
か
ら
九
月
の
初
め
に
か
け
て
武
器

(
貯
)

取
引
交
渉
の
た
め
に
ス
ペ
イ
ン
を
訪
れ
た
軍
事
物
資
輸
出
組
合
(
〉

5
2
F・

問。
E
O
P
E
n宮
町
仲
間
口
同
開
ユ
品
ω
問
。
岡
山
昨
日
〉
の
関
〉
代
表
メ
ッ
サ
ー
ジ
ナ
ミ
ヅ
ト

〈
開
・
宮
刊
明
白
R
R
r
B
E
C
が
見
た
も
の
は
、
ま
さ
し
く
出
窃
宮
〉

の
絶
大

な
権
限
と
、
そ
の
指
導
者
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
怒
意
的
な
行
動
で
あ
っ
た
。
メ

ッ
サ
l
シ
ナ
ミ
ッ
ト
は
リ
ス
ボ
ン
駐
在
ド
イ
ツ
大
使
館
を
通
じ
て
ベ
ル
リ

γ

の
外
務
省
に
以
下
の
こ
と
を
報
告
し
た
。
「
・
:
我
国
に
よ
る
〔
反
乱
側
ス
ベ

イ
ン
へ
の
〕
物
資
の
供
給
は
、
出
回
ω冨
〉
に
よ
っ
て
公
式
に
独
占
さ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、
ド
イ
ツ
工
業
連
盟
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
が
閉
ざ
さ
れ
て
お

り
、
私
に
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、
出
回
ω宮
〉
の
指
示
に
従
う
こ
と
ぐ
ら
い

で
あ
る
。
」
「
:
:
:
出

a
g〉
の
軍
事
部
門
指
導
者
〔
現
地
派
遣
部
隊
指
揮
官

シ
ェ

l
レ
将
軍
を
指
す
。
「

za宮
〉

の
軍
事
部
門
指
導
者
」
と
い
う
位
置

づ
け
は
メ
ッ
サ
1
シ
?
ミ
ッ
ト
の
誤
り
〕
と
そ
の
管
理
部
門
指
導
者
ベ
ル
ン

ハ
ル
ト
氏
と
の
聞
に
は
、
感
情
的
対
立
が
あ
る
よ
う
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
ベ
ル

ン
ハ
ル
ト
氏
は
自
分
を
総
責
任
者
と
考
え
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
手
綱
を
手
中

に
し
て
お
き
た
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
・
:
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
氏
が
組
織
全

体
を
自
ら
の
体
型
に
合
わ
せ
て
仕
立
て
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」

「出

HE向
〉
の
政
策
、
い
や
む
し
ろ
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
氏
個
人
の
政
策
l
l
l
彼

は
自
ら
を
総
統
か
ら
ブ
ラ
ン
コ
の
下
へ
派
遣
さ
れ
た
代
表
者
と
考
え
て
い
る

ー
ー
ー
に
関
し
て
い
え
ば
、
他
の
政
策
的
選
択
の
余
地
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
」
「
:
:
:
我
々
は
、
我
国
の
将
来
の
利
益
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ブ
ラ
ン
コ
が
二
疋
の
圧
力
の
下
に
あ
る
現
時
点
は
、
我
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国
の
将
来
の
経
済
的
さ
ら
に
政
治
的
影
響
力
に
関
し
、
彼
か
ら
言
質
を
取
る

好
機
で
あ
る
と
思
う
:
・
。
」
か
か
る
判
断
か
ら
、
メ
ッ
サ
l

シ
ュ
ミ
ッ
ト

は
国
窃
宮
〉
の
独
占
に
か
え
て
、
む
し
ろ
ブ
ラ
ン
コ
と
の
聞
に
一
般
協
定

ハ
日
開
〉

(
同
州
各
自

2
2
2
5
m
)
を
取
り
結
ぶ
よ
う
外
務
省
に
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
反
乱
派
と
の
商
取
引
に
お
け
る
出
回
玄
〉
の
独
占
は
、
「
ベ
ル

ン
ハ
ル
ト
氏
個
人
の
政
策
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
航
空
省
と
「
特
別
局

w」
の
政
策
で
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、

zav向〉

は
「
特
別
局
W
」
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ

り
も
、

メ
ッ
サ

l
シ
ュ
ミ
ッ
ト
報
告
の
コ
ピ
ー
を
受
け
取
っ
た
「
特
別
局

1936年 (1)

w」
局
長
ヴ
ィ
ル
ベ
ル
ク
は
、
報
告
中
国
窃
宮
〉
の
独
占
に
触
れ
た
箇
所

(
印
)

で

=]P
江口

rcmz
と
記
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
メ
ッ
サ
l
シ
ナ
、
、
ッ
ト
の
報
告
は
、
は
し
な
く
も
、
秘
密
裡
に
置

ドイツ外交政策とスペイン内戦

か
れ
て
い
た
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
出

az〉
及
び
「
特
別
局
W
」
の
怒
意
的
な

経
済
政
策
の
一
端
を
、
他
の
政
策
参
画
者
に
暴
露
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ヴ

ィ
ル
ベ
ル
ク
は
か
か
る
事
態
に
対
し
不
快
の
念
を
隠
さ
な
か
っ
た
。

「
い
っ

た
い
誰
が
メ
ッ
サ
l
シ
ナ
ミ
ッ
ト
の
ス
ペ
イ
ン
行
き
を
許
可
し
た
の
だ
?

(ω) 

私
は
そ
れ
を
望
ま
な
か
っ
た
。
」
お
そ
ら
く
航
空
省
の
筋
か
ら
圧
力
が
か
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
九
月
一
一
一
日
、
軍
事
諜
報
部
は
メ
ッ
サ

1
シ
ュ
ミ
ッ
ト

(
臼
)

報
告
の
原
文
と
そ
の
す
べ
て
の
コ
ピ

l
の
回
収
を
外
務
省
に
要
求
し
、
ま
た

一
O
月
三
日
、
外
務
省
は
「
高
い
レ
ベ
ル
か
ら
の
命
令
に
よ
り
」
、

メ
ッ
サ

ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
報
告
の
発
信
元
で
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
駐
在
大
使
館
に
、
報
告

(
m
M
V
 

と
そ
の
全
コ
ピ

l
の
回
収
を
指
令
し
た
。
か
か
る
行
動
の
中
に
、

「
官
向
い
レ

ベ
ル
」
の
、
す
な
わ
ち
ゲ

l
リ
ン
グ
と
「
特
別
局
W
」
の
、
狼
狽
ぶ
り
が
示

さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
出
窃
冨
〉
へ
の
非
難
、
そ
れ
に
代
わ
る

一
般
協
定
の
提
案
は
、
必
然
的
に
、
経
、
済
政
策
に
関
す
る
ゲ

1
リ
ン
グ
1

「
特
別
局
W
」
l
固
窃
宮
〉
ラ
イ
ン
の
発
言
権
を
低
下
さ
ぜ
る
で
あ
ろ
う
。

「
特
別
局
W
」
が
示
し
た
不
快
感
と
狼
狽
は
、
か
か
る
文
脈
を
扱
き
に
し
て

は
考
え
ら
れ
な
い
。

さ
て
、
同
じ
頃
、
国
防
省
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ヴ
ァ

l
リ
モ
ン
ト
が
ス
ペ
イ

ン
に
到
着
し
、
活
動
を
開
始
し
て
い
た
。
し
か
し
彼
は
先
に
プ
ロ
ン
ベ
ル
ク

か
ら
一
万
さ
れ
た
三
つ
の
任
務
を
す
べ
て
消
化
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
、
そ
の
う
ち
の
一
(

J

、
す
な
わ
ち
経
済
上
の
課
題
を
出
窃
云
〉
に
委
ね

〈臼〉

る
決
意
を
す
る
に
至
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
か
か
る
行
為
の
も
つ
意
味
を
十

分
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
第
一
に
、
そ
れ
は
、
プ
ロ
ン
ベ
ル
ク
が
国
防

経
済
専
門
家
た
る
ヴ
ァ

l
リ
モ
ン
ト
を
あ
え
て
起
用
し
た
意
味
を
か
な
り
の

程
度
減
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
第
二
に
、
そ
れ
は
ヴ
ァ

1
リ
モ
ン
ト
が
意
図
せ

ず
し
て
ゲ
l
リ
ン
グ
|
「
特
別
局
W
」
l
出
窃
富
〉
の
ラ
イ
ン
に
利
点
を
与

え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ゲ

l
リ
ン
グ
は
す
で
に
八
月
の
終
わ
り
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研究ノート

に
、
ヒ
ト
ラ
ー
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
四
か
年
計
画
メ
モ
」
を
渡
さ
れ
、
経
済
分

〈“)

野
に
お
い
て
も
重
大
な
責
任
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
か
か
る
ゲ
l
リ
ン
グ
に

と
っ
て
、
ヴ
ァ

l
リ
モ
ン
ト
の
提
案
は
、
ま
さ
し
く
「
棚
か
ら
ぼ
た
餅
」
で

あ
っ
た
。
ヴ
ァ

l
リ
モ
ン
ト
と
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
は
九
月
の
終
わ
り
に
ド
イ
ツ

に
帰
国
し
、
ゲ
l
リ
ン
グ
と
会
見
し
た
。
そ
こ
に
お
い
て
、
出
窃
宮
〉
が
よ

り
広
い
経
済
的
課
題
を
担
当
す
る
事
、
並
び
に
出
回
ω忌
〉
に
見
合
う
会
社

ハ
t
w
v

を
ド
イ
ツ
本
国
に
設
立
す
る
事
、
が
決
定
さ
れ
た
。

か
く
し
て
、

一
O
月
二
日
、
ベ
ル
リ
ン
に
「
原
料
・
貨
物
仕
入
れ
会
社

9
0
E
C
F・
5
L・巧
R
B・
田
島
田
正
常
凹

O
Z
R
E
P
-

(

印

)

と
略
)
が
設
立
さ
れ
わ
。
ゲ
l
リ
ン
グ
は

za富
kr

と
問
。
巧
〉
穴
に
以

以
下

見
。
巧
〉
相
内

下
の
任
務
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
ほ
と
ん
ど
中
断
状
態
に
あ
る
独

西
貿
易
を
再
開
す
る
事
、
第
二
に
、
ド
イ
ツ
の
死
活
に
か
か
わ
る
原
料
を

(
m
w
)
 

で
き
る
限
り
大
量
に
ス
ペ
イ
ン
か
ら
調
達
す
る
事
。
さ
ら
に
同
拐
忽
〉
|

問
。
巧
〉
州
内
に
は
、
単
に
独
商
貿
易
を
再
開
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
独

占
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
の
あ
る
会
社
が
ス
ベ
イ

ン
に
商
品
を
輸
出
し
た
い
場
合
、
そ
の
会
社
は

HNO巧
〉
同

に
商
品
を
売

り
、
問
。
巧
〉
択
が
さ
ら
に
そ
れ
を
出
切
宮
〉

(
同
四
〉

シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

に
売
る
と
い
う
独
占
的
な

ま
た
、
こ
う
し
た
企
て
に
対
し
て
、
ナ
チ
党
外
国
組
織
部
が
全
面
的
な
支

援
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ゲ
l
リ
ン
グ
は
総
統
代
理
ル
ド

ル
フ
・
へ
ス
と
交
渉
し
、
問
。
者
〉
穴
の
た
め
に
、
外
国
組
織
部
か
ら
経
済

専
門
家
ヤ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
(
開
・
〈

-T間三円
N
)

を
は
じ
め
多
く
の
要
員
を
確

(
印
)

保
し
た
の
で
あ
る
。
ナ
チ
党
外
国
組
織
部
は
、
ブ
ラ
ン
コ
へ
の
援
助
を
決
め

た
バ
イ
ロ
イ
ト
会
議
の
設
定
あ
る
い
は
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
を
通
じ
た
活
動
に
よ

っ
て
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
き
た
が
、
今
こ
こ
に
、
ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン
政

策
に
お
け
る
確
固
と
し
た
組
織
的
足
場
を
築
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
向
時
に
ま
た
、
外
国
組
織
部
が
国
防
経
済
領
域
(
四
か
年
計

ハ
m山
)

厨
)
に
お
い
て
諸
課
題
を
遂
行
す
る
突
破
口
を
も
意
味
し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
対
外
経
済
政
策
に
責
任
を
持
つ
べ
き
経
済
省
及
び
外
務
省
経

済
政
策
局
は
、
こ
の
よ
う
な
経
過
を
全
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

月
九
日
、
以
上
の
経
過
と
は
独
立
に
、
ブ
ラ
ン
コ
政
府
が
公
式
の
通
商
交
渉

を
外
務
省
に
提
案
し
、
か
か
る
交
渉
の
た
め
外
務
省
あ
る
い
は
経
済
省
か
ら

(η) 

役
員
を
派
遣
す
る
よ
う
要
請
し
て
き
た
。
外
務
省
経
済
政
策
局
は
こ
の
問
題

に
関
し
経
済
省
の
意
見
を
求
め
た
が
、
そ
の
際
経
済
省
は
た
だ
ち
に
賛
意
を

示
し
、
代
表
を
ブ
ラ
ン
コ
政
府
の
下
へ
派
遣
す
る
用
意
の
あ
る
事
を
告
げ

門

η)
た
。
し
か
し
、
既
成
事
実
は
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。

一
O
月
二
ハ
日
、
経
済

省
が
「
四
か
年
計
画
」
総
本
部
に
詳
細
を
問
い
合
わ
せ
た
時
、
経
済
省
と
外

務
省
経
済
政
策
局
は
、
同
0
4司
〉
烈
は
言
う
に
及
ば
ず
、
国
同
ω
z
k
r
の
活
動
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(η) 

の
詳
細
を
も
初
め
て
知
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
c

そ
れ
は
七
月
の
出
切
忌
〉

創
設
以
来
実
に
三
ヶ
月
の
ち
の
事
で
あ
っ
た
。
経
済
省
及
び
外
務
省
経
済
政

策
局
は
、
「
四
か
年
計
画
」
総
本
部
か
ら
、
出
回
ω冨
kri岡山
C
J司
〉
討
の
独
占

が
単
に
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。
か
か
る
説
明
と
、
な

に
よ
り
も
確
固
と
し
た
既
成
事
実
の
前
で
、
彼
ら
は
、
状
況
の
な
り
ゆ
き
を

(
九
)

見
守
る
と
い
う
以
外
何
ら
な
す
術
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
日
後
の
一

O
月
一
八
日
、
ゲ
l
リ
ン
グ
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
り
、
「
四
か

年
計
画
」
総
本
部
の
全
権
に
正
式
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
こ
に
ゲ
l
リ
ン
グ

1936年 (1)

は
、
経
済
政
策
分
野
に
お
い
て
、
シ
ャ
ハ
ト
と
経
済
省
に
対
し
、
決
定
的
に

(
万
)

有
利
な
地
歩
を
固
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

内
戦
と
い
う
特
異
な
状
況
を
勘
案
す
る
と
し
て
も
、
独
立
し
た
二
つ
の
国

家
聞
の
貿
易
を
特
定
の
民
間
企
業
が
独
占
す
る
と
い
う
事
態
は
全
く
異
例
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
決
定
が
、
関
係
す
る
諸
省
庁
と
り

ドイツ外交政策とスベイ γ内戦

わ
け
経
済
省
や
外
務
省
経
済
政
策
局
の
全
く
与
か
り
知
ら
ぬ
所
で
、
特
定
の

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
り
排
他
的
に
行
な
わ
れ
た
事
は
、
さ
ら
に
異
例
で
あ
っ

た
。
か
か
る
中
に
、
経
済
省
や
外
務
省
の
制
約
を
排
し
て
対
外
経
済
政
策
の

分
野
に
独
自
の
地
歩
を
築
こ
う
と
す
る
ゲ
l
リ
γ
グ
の
立
場
が
色
濃
く
反
映

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
対
西
経
済
政
策
上
の
対
立
は
、
ド

イ
ツ
本
国
で
展
開
さ
れ
て
い
た
原
料
・
外
国
為
替
問
題
を
め
ぐ
る
路
線
闘
争

に
直
接
に
連
繋
す
る
事
を
通
じ
て
、
よ
り
秘
密
性
な
い
し
政
治
性
を
帯
び
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
四
節

コ
ン
ド
ル
兵
団
の
派
遣

ず
で
に
見
た
よ
う
に
、
八
月
の
終
わ
り
か
ら
九
月
に
か
け
て
ド
イ
ツ
の
援

助
は
な
し
崩
し
的
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
『
集
中
砲
撃
作
戦
』
に
よ
れ
ば
、

一
O
月
の
段
階
に
お
い
て
、

ス
ペ
イ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
ド
イ
ツ
空
軍
の
陣
容

は
以
下
の
よ
う
な
規
模
に
達
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

機
)
、
一
戦
闘
機
中
隊
(
一
ニ

O
機)、

当
、
三
機
)
、

一
攻
撃
中
隊
(
二
六

一
試
験
部
隊
(
飛
行
機
の
テ
ス
ト
を
担

一
偵
察
部
隊
(
一
二
機
)
。
ま
た
、
戦
車
部
隊
そ
の
他
の
軍
事

物
資
援
助
を
含
め
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
援
助
の
総
額
を
マ
ル
ク
に
換
算
す
れ

ば
、
一

O
月
半
ば
ま
で
に
お
よ
そ
四
五

O
O万
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
に
達
し
て

(
花
)

い
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
に
よ
る
大
量
の
軍
事
援
助
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
反
乱
派
の
進
撃
は
緩
慢
で
あ
っ
た
。
首
都
マ
ド
リ
l
ド
の
包
聞
は
徐
々

に
進
行
し
て
い
た
が
、
そ
の
陥
落
の
展
望
は
立
た
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
ア

ラ
ン
コ
の
優
柔
不
断
な
戦
争
指
導
に
い
ら
だ
ち
を
深
め
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
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中
で
ド
イ
ツ
は
、
八
月
の
空
軍
に
よ
る
援
助
、
九
l
一
O
月
の
地
上
軍
へ
の

援
助
に
続
い
て
第
三
の
ス
テ
ッ
プ
へ
歩
を
進
め
る
事
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る

「
コ
ン
ド
ル
兵
団
」
(
円
、
巾
阿
古
口
《
U
D
ロL
C
H
)

の
派
遣
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。

一
O
月
一
六
日
、
ス
ペ
イ
ン
駐
在
ド
イ
ツ
代
理
大
使
フ
ェ
ル
カ
l
ス
は
ス

「
軍
事
情
勢
は

ベ
イ
ン
現
地
に
お
け
る
情
勢
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
き
た
。

こ
こ
三
週
間
ほ
ど
停
滞
し
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
戦
線
、
た
と
え
ば
オ
ピ
エ

ド
で
は
、
共
産
側
が
進
撃
す
る
と
い
う
危
険
な
状
態
を
示
し
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
展
開
は
憂
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
反
乱
派
が
、
現
在
の
軍

備
上
及
び
規
律
上
の
優
越
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
く
も
緩
慢
な
前
進
し
か

続
け
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
ソ
連
の
大
規
模
な
武
器
援
助
ま
た
人
的
援
助
が

彼
ら
の
前
進
を
さ
ら
に
妨
げ
、
あ
る
い
は
全
く
停
止
さ
せ
る
と
い
う
事
態
も

予
想
さ
れ
る
。
」
こ
の
よ
う
な
情
勢
判
断
か
ら
、
フ
ェ
ル
カ

1
ス
は
次
の
よ

う
な
意
見
を
提
出
す
る
。

「
供
給
さ
れ
た
物
資
の
使
用
を
、
い
ま
ま
で
の
よ

う
に
全
面
的
に
受
入
れ
側
〔
ブ
ラ
ン
コ
派
〕
に
委
ね
た
ま
ま
で
よ
い
の
だ
ろ

う
か
、
ま
た
、
戦
略
上
の
計
画
立
案
や
そ
の
戦
術
的
遂
行
に
お
い
て
彼
ら
に

助
力
し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
こ
う
し
た
問
題
は
念
入
り
に
検
討
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
か
く
も
高
価
な
援
助
を
与
え
る
者
は
誰
で
あ
れ
、
そ
の

〔

η)

使
い
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
」
か
か
る
フ
ェ

ル
カ

l
ス
の
報
告
は
外
務
省
に
お
い
て
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
読
ま
れ
、
外

務
省
の
ス
ペ
イ
ン
情
勢
に
関
す
る
認
識
を
し
ば
ら
く
の
間
規
定
す
る
こ
と
と

ハ
祁
〉
な
る
。一
O
月
下
旬
、
イ
タ
リ
ア
外
相
チ
ア

1
ノ
が
独
伊
関
係
調
整
の
た
め
ド
イ

ツ
を
訪
れ
、
二
一
日
、
ノ
イ
ラ
l
ト
と
会
談
し
た
が
、
そ
の
席
で
両
者
は
ス

「
〔
反
乱
派
は
〕
活
動
が
鈍
っ
て
お
り
危
機
的
な
局

(
刊
印
〉

面
を
経
過
し
つ
つ
あ
る
」
と
の
判
断
で
一
致
し
た
。
そ
こ
で
、
チ
ア
l
ノ

は
、
マ
ド
リ
l
ド
政
府
を
崩
壊
に
導
く
た
め
に
反
乱
派
へ
の
援
助
を
大
幅
に

ベ
イ
ン
問
題
に
関
し
、

拡
大
す
る
と
い
う
ム
ソ
リ
l
ニ
の
意
図
を
ノ
イ
ラ
l
ト
に
伝
え
た
。
チ
ア
l

ノ
に
よ
れ
ば
、
ム
ソ
リ
l
ニ
は
空
軍
に
よ
る
援
助
の
拡
大
に
加
え
、
さ
ら
に

潜
水
艦
二
隻
を
提
供
す
る
用
意
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
問
題
は
、
一
二
日
後
に

聞
か
れ
る
ヒ
ト
ラ
ー
と
チ
ア

l
ノ
の
会
談
で
再
び
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な

(ω〉った
。一
O
月
二
回
目
、
ベ
ル
ヒ
テ
ス
ガ
ー
デ
ン
で
関
か
れ
た
そ
の
会
談
の
席
で
、

ヒ
ト
ラ
ー
は
反
乱
派
へ
の
援
助
の
強
化
に
意
欲
を
示
し
た
。
ま
ず
チ
ア

l

ノ
が
、
飛
行
機
五

O
機
を
追
加
し
、
新
た
に
二
隻
の
潜
水
艦
を
送
る
と
い
う

ム
ソ
リ

1
ニ
の
意
士
山
を
ヒ
ト
ラ
ー
に
伝
え
た
。

「
〔
こ
れ
に
対
し
〕
総
統
は

全
面
的
に
賛
同
し
、
モ
ス
ク
ワ
へ
の
道
を
閉
ざ
す
た
め
に
は
い
か
な
る
努
力

も
惜
し
ま
な
い
と
語
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
旨
を
軍
当
局
へ
伝
え
る
事
を
約
束
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し
た
。
も
し
必
要
で
あ
れ
ば
彼
は
一
定
の
部
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
を
も
厭
わ

(
町
山
)

な
い
と
い
う
。
」

」
の
よ
う
な
ヒ
ト
ラ
ー
の
意
欲
は
、
約
一
週
間
後
、
国
防
省
プ
ロ
ン
ベ
ル

ク
に
よ
る
、
軍
事
諜
報
部
長
カ
ナ
リ
ス
並
び
に
空
軍
少
将
シ
ュ
ベ
ル
レ
(
出
・

ω官
同
門
戸
。
)
宛
て
指
令
と
な
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
コ
の

緩
慢
な
軍
事
指
導
の
改
善
並
び
に
ド
イ
ツ
人
部
隊
の
指
揮
権
の
独
立
を
条
件

に
、
主
と
し
て
空
軍
に
よ
る
大
量
援
助
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

カ
ナ
リ
ス
と
シ
ュ
ベ
ル
レ
は
次
の
点
を
ブ
ラ
ン
コ
に
「
特
に
強
調
し
て
示
す

ょ
う
」
訓
令
を
受
け
た
。
「
共
産
側
ス
ペ
イ
ン
に
ソ
連
の
援
助
が
増
大
す
る
可

1936年 (1)

能
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
鑑
み
る
な
ら
、
地
上
戦
な
ら
び
に
空
戦
に
お
い
て

今
ま
で
反
乱
派
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て
き
た
戦
術
は
勝
利
を
約
束
す
る
も
の

で
は
な
い
、
と
ド
イ
ツ
政
府
は
考
え
る
。
こ
の
優
柔
不
断
な
作
戦
方
法
・
・
・
に

ドイツ外交政策とスベイン内戦

固
執
す
る
な
ら
ば
、
現
在
ま
で
の
戦
果
を
も
危
機
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
。

マ
ド
リ
l
ド
を
た
だ
ち
に
占
領
す
る
こ
と
が
政
治
的
に
み
て
決
定
的
に
重
要

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
時
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
は
軍
事
政
権
を
承
認
す

る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
時
は
じ
め
て
広
範
な
援
助
の
基
礎
が
固
め
ら

(
m
M
)
 

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
こ
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
コ
の
軍
事
指
導
へ
の
強
い
不
満
が

示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
次
の
四
つ
の
条
件
が
ブ
ラ
ン
コ
に
よ
り
「
留
保
な
く
」

承
認
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
空
軍
の
援
助
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

司
、
ド
イ
ツ
人
部
隊
の
指
揮
権
は
ド
イ
ツ
人
。
の
司
令
官
が
保
持
す
る
。
ド
イ

ツ
人
司
令
官
は
ブ
ラ
ン
コ
個
人
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
う
。
旬
、
現
在
ス
ベ

イ
ン
に
駐
留
し
て
い
る
ド
イ
ツ
人
部
隊
を
統
合
し
ド
イ
ツ
空
軍
の
兵
団
の
下

に
置
く
。
、
町
、
現
地
に
設
立
さ
れ
る
ド
イ
ツ
空
軍
の
墓
地
を
適
切
な
地
上
部

隊
に
よ
っ
て
防
衛
す
る
。
め
、
体
系
的
で
行
動
的
な
戦
争
壇
場
を
行
な
初
)

プ
ロ
ン
ベ
ル
ク
は
、
か
か
る
指
令
を
外
相
ノ
イ
ラ

I
ト
に
提
示
し
て
協
議

し
、
そ
の
賛
同
を
取
り
つ
げ
た
。
カ
ナ
リ
ス
と
シ
ュ
ベ
ル
レ
は
指
令
を
携

ぇ
、
ブ
ラ
ン
コ
の
下
へ
飛
ん
だ
。

(
旧
世
)

た
条
件
す
べ
て
を
承
認
し
た
。
こ
う
し
て
、
の
ち
に
「
コ
ン
ド
ル
兵
団
」
と

一
一
月
四
日
、

ブ
ラ
ン
コ
は
右
に
示
さ
れ

し
て
世
に
知
ら
れ
る
空
軍
中
心
の
ド
イ
ツ
人
部
隊
が
ス
ペ
イ
ン
の
地
に
送
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
部
隊
の
指
揮
は
空
軍
少
将
シ
ュ
ベ
ル
レ
が
担
当
し
た
。

爆

撃

機

部

隊
、
戦
闘
機
部
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
三
中
隊
、
偵
察
機
部
隊
四
中
隊
、
高
射
砲
部

隊
、
航
空
管
制
班
、
整
備
班
な
ど
が
こ
の
コ
ン
ド
ル
兵
団
を
構
成
し
た
。
ほ

ぽ
四
五

O
O人
の
兵
員
が
こ
の
部
隊
の
た
め
に
招
集
さ
れ
た
。
ま
た
「
北
海

グ
ル
ー
プ
」
(
の
E
S
σ
Z
D
L
8
0
)
と
い
う
コ

I
ド
・
ネ
l
ム
を
も
っ

-o

人
の
海
軍
将
校
・
七

O
人
の
海
軍
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
、

下
で
、

コ
ン
ド
ル
兵
団
の

(
白
山
)

ブ
ラ
ン
コ
の
海
軍
の
教
育
と
訓
練
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
コ

ン
ド
ル
兵
団
を
載
せ
た
輸
送
船
の
第
一
陣
「
フ
ル
ダ
」
号
は
一
一
月
七
日
に
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るス
こへ
とイ
tこン
なへ
る86向
0'-'け

て
出
発
し

一
O
日
後
の
一
六
日
に
セ
ピ
リ
ア
に
到
着
す

さ
て
、
コ
ン
ド
ル
兵
団
派
遣
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
政
府
内
部
で
の
決
定
過
程

に
関
し
て
は
現
在
ま
で
史
料
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
決
定
が
一

O
月
下
旬

の
チ
ア
1
ノ
訪
独
の
前
に
な
さ
れ
た
か
後
に
な
さ
れ
た
か
、
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
さ
え
明
確
な
解
答
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
政
策
参
両

者
が
関
与
し
、
ま
た
誰
が
決
定
に
あ
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
か
と
い

う
問
題
も
、
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と

「
コ
ン
ド
ル
兵
団
は
す
べ
て
ゲ
l
リ
ン
グ
の
発
案
で
あ
っ
た
」
と
い
う

ハ
的
引
)

ヴ
ァ

1
リ
モ
ン
ト
の
見
解
は
、
誇
張
を
差
引
け
ば
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可

能
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
へ
の

も介
入
の
当
初
か
ら
こ
の
政
策
に
最
も
関
心
を
も
ち
力
を
入
れ
て
き
た
の
は
他

な
ら
ぬ
ゲ

1
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
し
、
何
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
空

軍
兵
力
の
投
入
は
、
空
軍
当
局
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
な
い
し
積
極
的
な
賛
同
が

な
け
れ
ば
実
現
し
難
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
カ
ナ
リ
ス
と
シ
ュ
ベ

ル
レ
へ
の
指
令
を
最
終
的
に
起
草
し
た
国
防
相
ブ
ロ
ン
ベ
ル
ク
及
び
彼
と
協

議
し
た
外
相
ノ
イ
ラ
l
ト
の
態
度
の
中
に
も
、
援
助
強
化
に
反
対
し
た
形
跡

は
認
め
ら
れ
な
い
。
ノ
イ
ラ
l
ト
及
び
外
務
省
が
コ
ン
ド
ル
兵
団
の
派
遣
に

賛
成
し
た
背
景
に
は
、
先
の
指
令
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
〈
コ
ン
ド

ル
兵
団
の
派
遣
l
↓
マ
ド
リ
l
ド
の
占
領
|
↓
ブ
ラ
ン
コ
政
権
の
承
認
〉
と

い
う
独
自
の
外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
存
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
国

防
省
ス
ペ
イ
ン
現
地
責
任
者
ヴ
ァ

l
リ
モ
ン
ト
は
完
全
に
決
定
過
程
か
ら
排

除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は
、
カ
ナ
リ
ス
が
指
令
を
携
え
て
ス
ベ
イ
ソ

に
到
着
し
、
援
助
強
化
と
い
う
ベ
ル
リ
ン
の
方
針
を
伝
え
た
時
、
そ
の
内
容

(
凶
凹
)

に
驚
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ヴ
ァ

l
リ

モ
ン
ト
は
一

O
月
二
ハ
日
の
段
階
で
「
援
助
強
化
反
対
」
の
立
場
を
表
明
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
(
本
章
第
二
節
三

O
九
頁
参
照
)
。
ヴ
ァ
l
リ
モ
ン
ト

が
排
除
さ
れ
た
背
景
と
し
て
彼
の
か
か
る
立
場
を
指
摘
す
る
こ
と
は
、
あ
な

が
ち
不
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
決
定
過
程
の
問
題
は
さ
て
お
き
、
コ
ン
ド
ル
兵
団
派
遣
の
結
果

は
、
明
ら
か
に
ゲ
l
リ
ン
グ
に
有
利
に
作
用
し
た
。
第
一
に
、
言
う
ま
で
も

な
く
、
空
軍
が
派
遣
部
隊
の
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
に
よ
り
、

ス
ペ
イ
ン
政

策
に
お
け
る
ゲ
l
リ
ン
グ
の
発
言
権
が
増
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
に
、

指
揮
権
が
コ
ン
ド
ル
兵
団
に
一
本
化
し
、
か
つ
そ
れ
を
空
軍
が
握
る
こ
と
と

な
っ
た
。
現
地
に
駐
留
し
行
動
し
て
い
た
地
上
軍
(
戦
車
部
隊
〉
は
全
て
空
軍

の
指
揮
権
の
下
に
再
編
さ
れ
た
。
今
ま
で
現
地
に
お
い
て
国
防
軍
を
代
表
し

て
い
た
ヴ
ァ

l
リ
モ
ン
ト
は
、
か
く
し
て
、
単
に
コ
ン
ド
ル
兵
団
の
一
ス
タ

北法32(1・318)318 



ッ
フ
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
に
留
ま
る
か
、
あ
る
い
は
帰
国
す
る
か
の
二
者
択
一

(
刷
出
〉

を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
後
者
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、

一
一
月
一
八
日
に
行
な
わ
れ
た
ド
イ
ツ
に
よ
る
ブ
ラ
ン
コ
政
権

承
認
の
の
ち
、
三
人
の
駐
在
武
官
の
う
ち
二
人
ま
で
が
コ
ン
ド
ル
兵
団
の
下

(
旬
〉

に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
外
務
省
の
回
路
で
は
な
く
、
空
軍

の
回
路
を
用
い
て
本
国
と
連
絡
を
と
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
こ
の
分

野
に
お
い
て
も
ゲ
l
リ
ン
グ
の
大
幅
な
発
言
権
が
確
保
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
ブ
ラ
ン
コ
へ
の
援
助
は
、
七
J
八
月
の
空
軍
に
よ
る
輸
送
援
助

1936年(l)

及
び
軍
事
物
資
援
助
、
九

i
一
O
月
の
地
上
軍
(
戦
車
部
隊
〉
の
投
入
を
経

て、

二
月
、
遂
に
大
規
模
な
空
軍
に
よ
る
援
助
に
ま
で
発
展
し
た
。
か
か

る
展
開
の
過
程
に
は
ド
イ
ツ
園
内
の
、
あ
る
い
は
現
地
ス
ベ
イ

γ
に
派
遣
さ

れ
た
ド
イ
ツ
各
機
関
の
、
様
々
な
政
策
参
画
者
の
立
場
、
利
害
、
思
惑
が
働

い
て
い
た
。
ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
は
二
一
月
に
い
か
な
る
展
開
を
示
す

で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
間
題
に
立
ち
入
る
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
次
の

ドイツ外交政策とスペイン内戦

章
で
、
狭
義
の
外
交
政
策
の
担
い
手
す
な
わ
ち
外
務
省
の
行
動
を
考
察
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

1

)

「
現
場
の
行
動
様
式
」
の
問
題
に
関
し
て
は
、
ハ
ル
ペ
リ
ン
、

メ
リ
カ
外
交
と
官
僚
』
、
一
一
六
一
一
一

l
二
七
八
頁
、
参
照
。

(

2

)

回

2
自
己

ZH伺
・
肉
食
君
、
、
ど
語
句
、
ぬ
ミ
3
・
ω・日
ω唱

ω・
Mmig-

〈

3
〉
回

2
目。
-rEお
・
』
円
。
語
、
仁
、
災
遺
旬
、
お
ミ
3
・
ω・回目・

(

4

)

切

E
g
o
-
V
E
H
m
-
h
b語
、
¥
律
違
句
、
g
p
p
ω
・
U
I
s
h
-
-
u
a
dロ
S
H
l

回目

rHHMmロ
司
自
己
角
川
同

NE』ゲ
2

J

F

∞-
M
0
・

(

5

)

七
月
二
九
日
、
ブ
ラ
ン
コ
援
助
へ
向
か
う
イ
タ
リ
ア
機
が
フ
ラ
ン
ス

領
モ
ロ
ッ
コ
で
不
時
着
事
故
を
起
こ
し
た
た
め
、
す
で
に
イ
タ
リ
ア
の

介
入
事
実
は
周
知
の
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
事
故
に
関
し
て
は
、

D
E
E
m
-
0
・宮内九
S

Hミ
2
d
R
E
S
宮
怖
と
を
お
お
ま
の
を
た
司
令
〉

ω・
ω
!
日
・
参
照
。

(
6
)
3
0
8
C
R
R
S
r
g
g
p
w
z
m吋
N
S
F円
J
F
ω
・
日
一
回
同
C
ゲ
目
立
国
・

ヨ
可
}
戸
市
田
}
開
可
・

3
Hり

0
5岡
田
ロ
同
ロ

5
2
6ロ門戸
O
ロ

5
己
居

ω唱
曲
口
抗
日
同
門

UFi-

4
司
良
二
ロ
日
何
回
司
自

c
E
(
U
R
F
r
a
m
-
-
叫

4Fn
河
内
官
室
内

g
札

HFぬ

の
な
に
司
号
泣
句
、

s.p
戸

o
z
oロ

S
2・
ω・
MHM-

〔

7
)
h
b
h
h
v
、
Z
円

HU∞、
ω
H
M甲・

(
8
)
h
b
h
~
J
Z戸

H
g
-
ω
-
E∞IHS-

(
9
)
h
b
h
N
Y
Z戸

ωタ

ω・
2
・

(
川
山

)ω
ミ
ー
色
白

~
(
C
2忌
「
易
自
白
ロ
ロ
円
山
町
的

K
H
門
司
同
阿
岡
山
同
え
の
白
口
白
円
宮
山
口
町
，

gロ
ra

月
日
ロ
グ
)
出

r
R
L
H
O
《山内

cgnr白
切

O丹
田
口
}
岡
田
公
庄
司
白
片
岡
田
ロ
ロ

L
〉

〉

白
ロ
〉
《
宮
町
田
】
わ
同
日
同
町
旧
日
∞

-
S
8・
〉
〉
注
目
¥
h
q
¥
ω
H由
印
印
l
印
白
・

(
江

)
F
E
2・
ミ
2.ぉ

h
S
2・
E-Mwω
・∞品・

(
ロ
)
与

b
h
h
v・
Z
円

'NJア

ω・
M
品
N白・

『ア

北法32(1・319)319 



。倒的〈

08・CNm必特

(
~
)
 
"
D
a
s
 U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
 Feuerzauber". 

]L 
S. 
1(}-
ー
1
1.

(g)) 
D
u
 M
o
u
l
i
n
 (Lissabon) 

a
n
 
A
A
 22. 
8. 
1936. 
A
A
/
1
6
4
1
/
 

3371/E-010623. 

(忠〉

(c;♂
t心
)
M在1erke白s.
D
i
e
 deutsche Politik. 

S. 
29-30. 

(虫
)
T
M
W
C
.
 B
d
.
 
9. 
S. 
280-281. 

(
沼
)
Friedrich H

o
s
b
a
c
h
.
 Zwischen 

W
e
h
r
m
a
c
h
t
 
u
n
d
 
Hitler 

1934-1938. 2. 
d
u
r
c
h
g
e
s
e
h
e
n
e
 Aufl.. G

る
ttingen
1965. 
S. 
36. 

(;!;) 
Schieder. 

"Spanischer B
u
r
g
e
r
k
r
i
e
g
 u
n
d
 Vierjahresplan“， 

S
.
3
3
7
.
 
，...) 

ふ，...)"'-官民-:t!)j
Q
~

4rêQ
宝
偽
初
回
【
栓
君
主

i
自主~，...)

ν
ム
t
O
@
孟
や
色
付
:
，
。

(
~
)
 
A
D
A
P
.
 Nr. 
50. 
S. 
44-46. 

(
~
)
 
A
D
A
P
.
 N
r
.
 
50. 
S. 
44-46. 

(
~
)
 
A
D
A
P
.
 N
r. 
50. 
S. 
44-46. 

(
~
)
 
"
D
a
s
 U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
 F
e
u
e
r
z
a
u
b
e
r“. 
1. 
S. 
3
9
-
4
0
.
 

(
~
)
 
"
D
a
s
 U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
 F
e
u
e
r
z
a
u
b
e
r“. 
1I. 
S. 
19. 

(
~
)
 
"
D
a
s
 U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
 Feuerzauber".

lI. 
S. 
11. 
S. 
19. 

(弓
)
A
D
A
P
.
 N
r. 
57. 
S. 
5
1. 

(ミ~)
A
D
A
P
.
 N
r. 
62. 
S. 
53-54; 
Vδlckers 

(
M
adrid) 
a
n
 A
A
 

28. 
8. 
1936. 
A
A
/
3
6
/
 47
 /31651; 
Volckers 

(
M
a
d
r
i
d
)
 a
n
 A
A
 

29. 
8. 
1936. 
A
A
/
3
4
1/629/251875 

〈
匂
)
T
h
e
 S
t
a
t
e
m
e
n
t
 of 
W
a
l
t
e
r
 
W
a
r
l
i
m
o
n
t
 
to 
H
a
r
o
l
d
 
C
.
 

D
e
u
t
s
c
h
，
 D
e 羽
Titt
C. 
poole Mission Interrogation. 

9.17.19
・

(ロ
)
A
D
A
P
.
 Nr. 
2
7
，
 S. 
24-26 

〈
ヱ
)

.\2心吋'~l'-
Jl'-入r<
Q
 1ば
迫
12
(' 
~二t-J~'

Foreign 
Relations 

0
1
 the 
United States. 

1936
，
 Bd. 
2. 
(Z三
}ι
F
R
U
S
Q
笹:t!t--

て
ν
u
Q
 1936. 
Bd. 
2.
会
J~t--Y
 S. 
4
6
5
;
 W
e
l
c
z
e
c
k
 (Paris) 

a
n
 A
A
 7.8. 
1936
，
 AA
/
2
2
0
7
/
4
4
4
6
/
E
-
0
8
6
2
7
1
.
ト
'
<
.
=
-
-
-
R
Q
lぱ

浸
12
(' 
:， 

t-J~' 
L
u
t
h
e
r
 
(
W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
)
 
a
n
 A
A
 5. 
8. 
1936，
 

A
A
/
3
4
1
/
6
2
9
/
2
5
1
7
6
8
.
 

(~ミ)
Raeder. M

e
i
n
 Leben. B

d
.
 2. 
S. 
84. 

(ヨ
)
A
D
A
P
，
 Nr
.
 
12
，
 S. 
14. 

(日
)
A
D
A
P
.
 Nr. 
14
，
 S. 
15. 

C
~
)
 
D
u
 M
o
u
l
i
n
 
(Lissabon) 

a
n
 
A
A
 1. 
8. 
1936. 
A
A
/
1
6
4
1
/
 

3371/E-OI0622. 

C
~
)
 
A
D
A
P
.
 N
r
.
 
22
，
 S. 
19-20. 

C
~
)
 
A
D
A
P
，
 Nr. 
26
，
 S. 
26. 

C
~
)
 
A
b
e
n
d
r
o
t
h
.
 Hitler in 

d
e
r
 sρ
anischen 

Arena. 
S. 
42 

〈日
)
A
D
A
P
.
 N
r. 
33. 
S. 
30-31. 

(gJ) 
A
D
A
P
.
 N
r
.
 
4
1， 
S. 
36. 
A
u
c
h
 
v
gI.， 
D
u
 M
o
u
l
i
n
 
(Lissa-

b
o
n
)
 
a
n
 A
A
 1 1. 
8. 
1936
，
 AA
/
2
2
0
7
 /
 4446/E-086296. 

C
e'S) 
"
D
a
s
 U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
 F
e
u
e
r
z
a
u
b
e
r
“， 
1I. 
S. 
3
-
5
.
 

(::G) 
"
D
a
s
 U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
 F
e
u
e
r
z
a
u
b
e
r“. 
1I. 
S. 
5
-
6
.
 

C
~
)
 
A
D
A
P
，
 Serie 
C. 
Bd. 
5-2. 
Nr. 
433. 
S. 
687-688. 

(
~
)
 
V
gl.， 
N
u
r
n
b
e
r
g
 
D
o
k
u
m
e
n
t
 
1
7
8o-
P
S
，
 in: T
M
W
C
.
 B
d
.
 

28. 
S. 
353. 

ιーヘぽ応



1936年(1)

8
・
Z
H
2
2
E
E
}
〉円
h
r
z
g
d
ω
k
f
M
N
2
0
L
c
g石
Z
0・
3
・
沼

田

3
・
HNo--ω
・

(
川
相
〉
以
上
や
や
図
式
的
に
記
し
た
が
、
し
か
し
、
実
は
、
事
態
は
そ
う
単

純
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
当
時
、
国
防
軍
内
部
で
は
、
原
料
・

外
国
為
替
危
機
と
軍
備
拡
張
上
の
諸
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
軍
拡
の
テ

ン
ポ
の
暫
定
的
な
抑
制
を
主
張
す
る
国
防
経
済
局
長
ト
!
?
ス

(C-

H
，
Z
B
g
u
と
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
プ
戸
ン
ベ
ル
ク
及
び
三
軍
各
司
令
長

官
と
の
間
で
、
路
線
上
の
差
異
|
|
そ
れ
は
シ
ャ
ハ
ト
と
ゲ
l
リ
ン
グ

の
経
済
路
線
上
の
対
立
の
反
映
で
あ
っ
た
が

l
lが
表
面
化
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も

L
ト
1
7
ス
が
ず
ァ

l
リ
モ
ン
ト
の
抜
擢

そ
の
他
の
機
会
に
ス
ペ
イ
ン
政
策
に
介
入
し
た
な
ら
ば
(
ま
た
、
実
際

彼
は
介
入
し
う
る
地
位
に
あ
っ
た
)
、
彼
ト

l
マ
ス
は
「
政
府
内
政
治
」

の
重
要
な
規
定
要
因
と
な
り
得
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
筆
者
は
当
時
の

ト
l

マ
ス
の
ス
ベ
イ

γ
を
め
ぐ
る
見
解
及
び
行
動
を
十
分
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
し
か
し
現
在
筆
者
の
手
に
し
て
い
る
史
料
は
、

彼
の
ス
ペ
イ
ン
問
題
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
を
示

唆
L
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
八
月
一
日
付
の
ト

1
7
ス
の
「
経
済
情
勢
報

告
」
は
ス
ペ
イ
ン
問
題
に
関
し
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
ス
ペ

イ
ン
の
事
件
は
未
だ
結
着
を
見
て
い
な
い
。
軍
事
経
済
的
に
見
れ
ば
左

派
の
勝
利
は
フ
ラ
ン
ス
|
ロ
シ
ア
体
制
へ
の
ス
ペ
イ
ン
の
加
入
、
従
っ

て
フ
ラ
ン
ス
の
国
防
経
済
力
の
強
化
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
対
し
軍
部

の
勝
利
は
、
フ
ラ
ン
ス
本
土
と
フ
ラ
ン
ス
領
モ
ロ
ッ
コ
に
軍
事
経
済
上

望
ま
し
い
模
を
打
ち
込
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
」
ま
た
、
同
じ
く
九
月
一

ドイツ外交政策とスベイン内戦

日
の
「
経
済
情
勢
報
告
」
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
外
交
政
策

的
に
は
ス
ペ
イ
ン
の
事
件
が
関
心
の
中
心
に
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
経
済
が

内
戦
に
よ
り
被
る
損
害
は
は
か
り
知
れ
な
い
。
:
:
:
軍
事
経
済
的
に
見

れ
ば
、
経
済
的
に
価
値
あ
る
地
域
は
依
然
と
し
て
政
府
の
手
中
に
あ

る
。
一
方
、
政
府
支
持
派
の
無
政
府
主
義
的
な
態
度
が
財
産
に
危
害
を

与
え
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
国
民
の
う
ち
で
経
済
力
あ

る
層
が
ブ
ラ
ン
コ
将
軍
を
支
持
す
る
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

.

.

.
 

〔
不
干
渉
政
策
の
〕
確
約
が
、
政
府
の
勝
利
を
期
待
す
る
諸
国
家
に
よ

っ
て
ど
の
程
度
遵
守
さ
れ
る
か
、
そ
れ
は
ま
だ
解
ら
な
い
。
」
す
な
わ

ち
、
ト
l
マ
ス
は
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
い
わ
ば
「
客
観
的
」
に
観
察
し
て

い
る
の
み
で
あ
り
、
こ
の
内
戦
を
原
料
・
外
国
為
替
危
機
あ
る
い
は
軍

備
拡
張
上
の
諸
問
題
に
結
び
つ
け
て
論
じ
よ
う
と
い
う
姿
勢
は
見
ら
れ

な
い
。
〈
い
い
窓
口
弘
丸
四
円
唱
日
同
門
田
口
r阻止
-rr何
回
戸
国
間
叩

H

・∞・】也ω由民
J

問
。

Now-Mロ
2
4
0ロ
司
E
g
g
-
〉
〉
¥
臼
MHH¥斗
印
戸
国
¥
肘

E
S
N叶
i
g
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Deutsche Ausenpolitik und der Spanische 

Burgerkrieg 1936 (1) 

Nobuo T AJIMA * 

Die nationalsozialistische AuBenpolitik wird heute von ver-

schiedenen Richtungen her interpretiert. Eine der Richtungen setzt 

Hitler in das Zentrum der Interpretation und stellt sein auBenpoliti-

sches Programm， wie er es in "Mein Kampf“， im "Das Zweite Buch“ 

usw. artikuliert hat， als die entscheidende Antriebskraft der national-

sozialistische AuBenpo1itik dar. Eine solche auf Hitler zentrierte， 

personengebundene Deutung wird von den "Programmologen“A. 

HILLGRUBER， K. HILDEBRAND usw. vertreten. 

Dem steht der Erklarungsversuch gegenuber， der in den Ent-

scheidungsprozes uber die deutsche Ausenpolitik die neben Hitler 

wesentlichen politischen Krafte (z. B. Goring， v. Ribbentrop， Goebbels， 

das Auswartige Amt， usw.) mit einbezieht und die nationalsoziali-

stische AuBenpolitik als das Ergebnis der innenpolitischen Dynamik 

betrachtet. Diese strukturgeschichtlich orientierte Position wird von 

den "Revisionisten“wie z. B. W. SCHIEDER， W. 恥1:ICHALKA vertreten， 

aber ist zur Zeit noch im Anfangsstadium. 

Der Verfasser des vorliegenden Aufsatzes versucht， sich auf 

die zweite Richtung beziehend， die deutsche Ausenpolitik gegenuber 

dem spanischen Burgerkrieg zu analysieren. Dabei verwendet er 

GRAHAM T. ALLISONS "governmental po1itics model“als "frame of 

reference“. Besondere Aufmerksamkeit wird darauf gelegt， festzustellen， 

wie die Stellungsnahmen der auBenpo1itischen "players“sind und 

nach welchem KrafteverhaItnis zwischen ihnen die deutsche Spanien-

politik bestimmt und durchgefuhrt wurde. 

Der Aufsatz ist folgendermasen geg1iedert : 

* Doktorand an der juristischen Fakultat der Universitat Hokkaido. 

XV 北法32(1・330)330 



Hokkaido L. Rev. 

1. Einleitung 
n . Kapitel: Entscheidungsprozes zugunsten der Rebellen in Spa. 

men 

1. Stellungsnahmen der ausenpolitischen "players“in Deutschland 

2. Entscheidung und Vorbereitung zur Hilfsleistung 

lD . Kapitel: Entwicklung der milit忌rischenHilfsleistung 

1. Anfangsstadium der Hilfsleistung 

2. "Zielsetzungsvakuum“(1) 

3. 

4. Entsendung der .. ムLegionCondor“(i泊ndies鈴emHeft) 

N.Kapがit旬elい:Di均ploma剖ti怜eum den spanischen Bu泊u屯ger比krieg

V • Kapitel: Feststellung der ausenpolitischen Strategie 
VI. Schlus 

* キ * 
1m lL Kapitel wird der politische Kontext uberblickt， in dem 

die deutsche Hilfsleistung fur die Rebellen in Spanien entschieden 

und vorbereitet wurde. Hitlers Bereitschaft fur die Hilfsleistung war 

nicht gros， weil er sich fur Spanien als Kleinmacht programmatisch 

wenig interessiert hatte. Goring reagierte auf das Ereignis in Spanien 

zum einen als Luftfahrtminister， weil Franco zunachst nur Flugzeuge 

gefordert hatte und von der deutschen Regierung auch bekam， zum 

anderen als "Rohstoff. und Devisenkommissar"， weil er sich fur die 

Rohstoffe in Spanien interessierte， allerdings im Widerspruch zu dem 

Wirtschaftsminister H. Schacht. General Blomberg und die Wehr. 

macht (besonders das Heer) waren zur Zeit unentschieden， weil ihr 

primares 1nteresse zunachst der eigenen Aufrustung galt， und zwei. 

tens das "Unternehmen Feuerzauber“(Deckname der Hilfsleistung 

fur die Rebellen in Spanien) zur Zeit nur in den Zustandigkeits. 

bereich der Luftwaffe fiel. Unter den anderen "players“zeigt sich， 

das sich die Auslandsorganisation der NSDAP und deren Patron， 

Fuhrerstellvertreter Rudolf Hes， stark fur die Hilfsleistung einsetzten 

und anderseits das Auswartige Amt wenigstens zur Anfangszeit wenig 

bereit war， Franco zu unterstutzen. Daraus ergibt sich， das das Aus. 

wartige Amt aus dem Vorbereitungsprozesse politisch ausgeschaltet 
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wurde. 

1m 1II. Kapitel analysiert der Verfasser den Eskalationprozes 

der . deutschen Intervention in Spanien. Anfanglich gab es keine 

einheitliche Interventionsstrategie. Hitler z. B. konnte die Interven-

tion in. Spanien nicht als "Revision des Versailler Diktats“， geschweige 

aenn als "nationale Selbstbestimmung“rechtfertigen， sondern nur mit 

der P再roledes "Anti-Kommunismus“. Das daher viele "players“ 

nach eigenen Konzeptionen undjoder Interessen tatig sein konnten， 

war die Ursache und Vorbedingung der Eskalation der deutschen 

Intervention in Spanien. 

Die deutsche Intervention entwickelte sich wie folgt : 

Erste Phase (Juli-Augst 1936) : 

Hilfsleistung dUl;ch Transportmittel (Transport der Rebel1en 

von Marokko auf das spanische Festland)， Lieferung von Militar-

material und teilweise Kampfbeteiligung der deutschen Luftwaffe. 

Zweite Phase (September-Oktober 1936) : 

Zusatzlicher Einsatz deutscher Panzereinheiten. 

Dritte Phase (November-Dezember 1936) : 

Entsendung einer Devision der Luftwaffe (etwa 5000 Soldaten) 

"Legion Condor“. 

Goring und das Luftfahrtministerium， die Auslandsorganisation 

der NSDAP， "players“ an Ort und Stelle (Die deutsche Botschaft 

in Spanien， die Expeditionskorps und deren Kommandant Major Schee-

le， der Sonderbeauftragte der Wehrmacht in Spanien， General 

War1imont， usw.) sieht der Verfasser als unmittelbare Antriebskrafte 

des Eskalationprozesses der deutschen Intervention in Spanien an. 

Auf lnitiative Gorings als "Rohstoff-und Devisenkommissar“ 

wurden ohne nahere Kenntnis des Wirtschaftsministerium und der 

handelspolitischen Abteilung des Ausw孟rtigen Amtes zwei 

Schwesterfirmen， HISMA (Compana Hispano-Marroqui de Transportes) 

und ROW AK (Rohstoff und Waren Einkaufsgesellschaft) gegrundet， 

deren Aufgabe darin lag， AuBenhandel zwischen Deutschland und 

Spanien unter den Rebel1en zu monopolisieren. 

XVII 

(Fortsetzung folgt) 
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